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(2)第 48条 〔出場資格〕第2項に違反した場合

(3)第 118条 〔契約等〕第1項に違反した場合

第161条の2〔 100万円以下の制裁金〕

次の各号のいずれかに該当する場合は1100万円以下の制裁金を科す.

(1)第 24条 〔Jク ラブの株主〕第1項に違反した場合

(2)第 110条 〔最終提示額証明書〕に違反した場合

第162条 〔第3条第2項違反の制裁金〕

第3条 〔遵守義務〕第2項に違反し1刑罰法規に抵触する行為を行った場合の制裁金は次

の各号のとおりとする.

(1)生命 。身体に対する行為 5,000万円以下

(2)公益に対する行為 3,000万円以下

(3)名誉 。財産に対する行為 2,000万円以下

第3節 反 貝」 金

第163条 〔アンフェアなプレーに対する反則金〕

① 反則ポイントの年間合計数がl Jlは 102ポイントlJ2は 126ポイントを超えた場合,当
該Jク ラブに対し1以下のとおり反則金を科すものとする.

(1)Jl:103ポイント以上112ポイント以下 40万円
113ポイント以上122ポイン ト以下 60万円

123ポイント以上132ポイント以下 80万 円

133ポイント以上142ポイン ト以下 100万円

143ポイント以上152ポイン ト以下 150万円

153ポイント以上162ポイン ト以下 200万円

163ポイン ト以上172ポイン ト以下 250万円

173ポイン ト以上        300万 円

(2)J2:126ポ イント以上135ポイント以下 40万円
136ポイント以上145ポイント以下 60万円

146ポイント以上155ポイント以下 80万円

156ポイント以上165ポイント以下 100万円

166ポイント以上        150万 円

② 前項の反則ポイントの対象試合は, リーグ戦に限るものとする。
③ 第1項に定める反則金は1シーズン毎に理事会が決定する方法によって配分される。

第164条 〔反則ポイントの計算方法〕

前条の反則ポイントの計算は1退場1回につき3ポイント (同一試合における警告2回によ

る退場も同様とする),警告1回につき1ポイント.出場停止試合1試合につき3ポイントとし
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第 12章 最終的拘束力

て加算し1警告および退場 (退席を含む)がなかった試合1試合につき3ポイントを減ずる.

第165条 〔最終的拘束力〕

チェアマンの下す決定はJリ ーグにおいて最終のものであり1当事者およびJリ ーグに

所属するすべての団体および個人はこれに拘束され1チ ェアマンの決定を不服として裁判

所その他の第二者に訴えることはできない.

第166条 〔改 正〕
本規約の改正は,理事会の発議に基づく総会の議決により1こ れを行う

第 13章 改  正

第 14章 附  則

第1条 〔施行期日〕

本規約は,平成5年4月 1日 から施行する.

〔改 正〕
平成 6年 2

平成 7年 2

平成 8年 2

平成 9年 2

平成10年 2

平成11年 2月 16日

平成12年 2月 15日

平成13年 2月 20日

平成14年 2月 19日

平成15年 2月 18日

平成16年 2月 17日

平成17年 2月 15日

平成18年 2月 21日

平成19年 2月 20日

平成20年 2月 19日

月15日

月28日

月20日

月18日

月17日
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第 7条 〔議事録〕

各専門委員会の議事経過の要領および結果は,議事録に記録しておかなければならない.

第 8条 〔事務局〕

各専門委員会は,その事務を処理させるため,事務局を置くことができる.

第 9条 〔細 則〕
各専門委員会は,その所管事項の処理に関し必要な細則を定めることができる。

第10条 〔施 行〕
本規程は,平成5年4月 1日 から施行する

〔改 正〕
平成 6年 2月 15日

平成 7年 2月 28日

平成 8年 2月 20日

平成10年 2月 17日

平成11年 2月 16日

平成12年 2月 15日
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〔別表 1〕 所 管 事 項

専門委員会の名称 所 管 事 項

1.規律委員会 (1)ピ ッチおよびその周辺部分ならびに競技場内外における懲

罰事由の調査および処分の決定

(2)Jリ ーグに対する社会一般の評価を悪化させるおそれのあ

る事項の防止に関する検討・立案

(3)ス ポーツマンシップおよび秩序維持に関する事項の検討・

立案

(4)そ の他規律および懲罰に関する事項の検討・立案

2.技術委員会 (1)強化方針に基づく技術指導

(2)サ ッカー技術に関する調査・研究

(3)指導者の資格 (ライセンス)に関する事項

(4)指導者の養成 。研修に関する事項

(5)長期的展望に立った,ユース育成のための諸方策の企画・

立案

(6)そ の他サッカー技術および指導者に関する事項の検討・立

案

3.法務委員会 (1)定款.Jリ ーグ規約および諸規程の制定 。改廃に関する検
討・立案

(2)選手契約の法的解釈・運用に関する事項

(3)サ ッカーに関する外国の制度1規程等の調査 。検討

(4)チ ェアマンから特に指定された事項の調査・検討

(5)そ の他法務関連事項に関する検討・立案

4.マ ッチコミッショナー委

員会

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

マッチコミッショナー業務内容の企画・立案

マッチコミッショナー選考基準の企画・立案

マッチコミッショナー候補者の推薦 。選考

マッチコミッショナー研修会の企画・立案

マッチコミッショナー報告書,緊急報告書の管理
マッチコミッショナーの割当て

各種通達事項作成
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専門委員会の名称 所 管 事 項

5.医事委員会 別途理事会の定めるスポーツ医学に関する事項

6.経営諮問委員会 (1)ク ラブの経営に関する調査・分析

(2)ク ラブ経営についてのJクラブヘのコンサルティング

(3)Jク ラブの経営状態についてのチェアマンヘの報告

(4)健全でないクラブ経営に関する是正方法のチェアマンヘの

答申

(5)スポーツ振興投票対象試合安定開催に関わる貸付及び特別

交付金の取扱いについてのチェアマンヘの答申

(6)Jl昇格クラブおよび J2入会希望クラブの経営面からの
入会審査

〔改 正〕
平成20年 2月 19日
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Jリ ー グ 準 加 盟 規 程

第 1条 〔趣 旨〕
本規程は1「 Jリ ーグ規約」第20条に基づき=Jリ ーグが,将来J2会員として入会を目指す

クラブを1準加盟として認定する際の事項について定める。

第 2条 〔準加盟の条件〕

Jリ ーグに準加盟するクラブは1次の条件を満たさなければならない.

(1)将来=J2会員としてJリ ーグ入会を目指す意思を持つ法人であること

(2)前号のクラブの意思を,当該クラブの所属する都道府県サッカー協会が承認,支援して

いること

(3)ホームタウンの自治体が.当該クラブのJリ ーグ入会を応援する姿勢を1文書で示して

いること

(4)現に日本フットボールリーグ(JFL)19地域のサッカーリーグまたは都道府県サッカーリ

ーグに加盟し.活動している実績があること

(5)日 本法に基づき設立された公益法人,特定非営利活動法人1ま たは発行済み株式総数の

過半数を日本国籍の者が保有する株式会社であり,適正に運営されていること

(6)前号の法人がサッカークラブ運営を主たる業務としていること。またこの法人に関して

責任をもって運営する常勤役員が1名以上1そ の他常勤社員が2名以上いること

(7)加盟するリーグ戦のホーム試合を1ホ ームタウン内の特定スタジアムで相当数開催でき

ること

(3)前号の特定スタジアムはlJリ ーグ規約に定める基準を満たすものであるか;ま たは将

来当該基準に適合すべく改修可能であること

第 3条 〔準加盟クラブの権利〕

① 準加盟が認められたクラブは1次の各号の権利を得る.
(1)Jリ ーグからの活動全般に関する指導,助言

(2)Jリ ーグが指定する会議や研修等への1オブザーバー出席

(3)名刺や印刷物への「Jリ ーグ準加盟クラブ」との表記.た だしJリ ーグのロゴ,マーク1

マスコット1エンブレム等の使用は不可

② 準加盟の認定はl J2会員としての入会の必要条件に過ぎない.当該クラブのその後の活
動状況が.Jリ ーグ規約第20条に基づき十分と判断された場合に限りl J2入会が決定される.

第 4条 〔準加盟クラブの義務〕

準加盟が認められたクラブは1次の各号の義務を負う.

(1)年度(4月 1日 から翌年3月 末日)ご とに1年会費120万円を支払う.年度途中で認定され
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た場合1資格認定された日から1か 月以内に,認定日の属する月から年度末までの残存月

数に10万円を乗じた金額を納入する。2年目以降は,期首に一括納入する

(2)財務諸表.活動報告=そ の他Jリ ーグ事務局が求める書類を,定められた期日までに提

出する

第 5条 〔準加盟の申請〕

準加盟の申請は随時可能で,Jリ ーグが別に指定する書類の提出をもって行う.ただし,
J2会員として初めて参加しようとするシーズン(2月 1日 から翌年1月末日まで)の 1前年の1月

10日 までに準加盟申請を行い1認定を受けるものとする.

第6条 〔準加盟の審査〕

① Jリ ーグ事務局は,準加盟申請したクラブに関連して,必要と認められる調査を行う.

② 理事会は,前項の調査等の結果を踏まえ認定の可否を審議し,その結果を原則として申
請日の90日 後までに.同 クラブに書面で通知する.

第 7条 〔失 格〕
① 準加盟クラブが次の各号の一に該当するときは,理事会はそのクラブを失格させること
ができる.

(1)Jリ ーグの名誉を傷つけ,ま たはJリ ーグの目的に反する行為があったとき

(2)本規程第2条に定める条件を満たさなくなったとき

(3)本規程第4条に定める義務に違反したとき

② 前項の規定により準加盟クラブを失格させようとする場合,そ の議決を行う理事会以前
に,そのクラブに弁明の機会を与えなければならない.

第8条 〔施 行〕
本規程は1平成18年9月 1日 から施行する.

〔改 正〕
平成20年 2月 19日
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主 管 権 譲 渡 規 程

第 1条 〔趣 旨〕
本規程は,「 Jリ ーグ規約」第45条に基づき,ホームゲームの主管権の譲渡について定め

る.

第 2条 〔主管権の譲渡〕

① Jク ラブは,Jリ ーグの事前の承認を得て,ホームゲームの主管権を,協会に所属する

都道府県サッカー協会に対し譲渡することができる.

② 主管権譲渡の対象となった試合 (以下「譲渡試合」という)の運営に関する一切の費用
(協会納付金等を含む)は,主管権の譲渡を受けた都道府県サッカー協会が負担する。

③ Jク ラブは1主管権を譲渡した場合においても,「 Jリ ーグ規約」に定めるJク ラブの義

務を免れるものではない.

第 3条 〔後援・協力〕

主管権の譲渡を受ける都道府県サッカー協会は,Jリ ーグの事前の承認を得た場合にか
ぎり.譲渡試合に対する地方公共団体=新聞社または放送会社の後援または協力を得るこ

とができる.

第 4条 〔譲渡の手続き〕

主管権の譲渡は,次に定める手続きによるものとする。

(1)主管権を譲渡しようとするJク ラブは,譲渡試合の属する大会の開幕日の3か 月前まで

に,主管権を譲渡する都道府県サッカー協会との連名にて, Jリ ーグ事務局に対し所定

の申請書 (様式1ま たは様式2)により申請する

(2)Jリ ーグ事務局は,申請を受理した後14日以内に,承認の可否を1申請元のJク ラブ

に対し通知する

第 5条 〔譲渡金および純益の配分〕

① 本規程に基づく主管権の譲渡の対価は1金 2,000万円 (消費税を含まない)以上とする.
ただし.Jサテライトリーグについては金50万円 (消費税を含まない)以上とする.

② Jサテライトリーグのホームゲームの主管権を譲渡したJク ラブは,原則として当該試
合の総収入から必要経費 (譲渡金を含む)を控除した純益の30%相当額を.譲渡先都道府

県サッカー協会から受領するものとする.

第 6条 〔公衆送信権〕

譲渡試合の公衆送信権 (テ レビ。ラジオ放送権=イ ンターネット権その他―切の公衆送
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信を行う権利を含む,以下「公衆送信権」という)は,すべてJリ ーグに帰属する。

第7条 〔試合の運営〕

譲渡試合の運営については,「 Jリ ーグ規約」および「試合実施要項」の定めるところに

よる.

第 8条 〔施 行〕
本規程は,平成5年4月 1日 から施行する.

〔改 正〕
平成 6年 2月 15日

平成 7年 2月 28日

平成11年 2月 16日
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社団法人 日本プロサッカーリーグ
チェアマン 鬼 武 健 二  殿

(住所)

甲 〔譲渡するJク ラブ〕 (名称 )

(代表者)

平成  年  月  日

(印 )

乙 〔譲受ける都道府県

サッカー協会〕

(住所)

(名称)

(代表者 ) (印 )

主管権譲渡承認申請書 〔様式 1〕

甲から乙に対し,下記の条件により公式試合の主管権を譲渡いたしたく,「 Jリ ーグ規

約」第45条および「主管権譲渡規程」第4条に基づき申請いたします.

言己

1 譲渡試合 ① 日 日寺 平成  年  月  日 午前 。午後  時  分

②場 所
③対戦相手

2 大会運営 Jリ ーグの試合実施要項に準拠する、

3 経 費 ①必要経費 乙がlJリ ーグ規約第75条の必要経費を負担する.

②遠征費用 乙は,「旅費規程」に定める基準に従い1出場チーム

双方に対し試合当日までに支払う.

③その他 (1)マ ッチコミッショナーならびに主審および副審 2

名の旅費等はJリ ーグが負担する.

(2)第 4の審判員の旅費等は乙が負担する。

(3)試合使用球 7個 は甲が準備する.

4 入場料およ

び入場券等

①入場料 入場料収入はすべて乙が管理する

②入場券 入場券は乙の費用負担により作成し,その発行枚数は

所定の用紙により甲からJリ ーグに報告する。

③招待券 乙は,Jリ ーグ所定の枚数の招待券を1無償にてJリ
ーグに提供する.
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④協会納付

金

乙は,協会納付金を,甲 を経由して協会に納付する.

⑤事前承認 乙は,入場料の体系および入場券のデザインについて

事前に甲を経由してJリ ーグの承認を得る.

5 公衆送信権 公衆送信権はJリ ーグに帰属する。

6 ポスター等 ポスターおよびプログラムは,乙の費用負担により作成する.

7 広告掲載等 乙は,競技場に提出する広告看板および入場券の裏面への広告掲出

等については,事前に甲を経由してJリ ーグの承認を得る.

8 譲渡の対価 ①金 額 主管権譲渡の対価は金 円

(ただし、消費税を含まない)と する.

②支払時期 乙は,前項の対価を1譲渡試合の実施日の翌日から起
算して20日 以内に1甲 に対し支払う.

③支払方法 Jリ ーグの指定する方法による.

9 後援
協力
(団

または

体名)

①後 援
②協 力

10 収支報告 乙は,譲渡試合の実施日の翌日から起算して20日以内に1甲 を経由

してJリ ーグに対し,所定の用紙により譲渡試合の収支報告を行う“

11 協 議 本申請書に定めのない事項については,協会の寄附行為lJリ ーグ
規約およびこれらに付随する諸規程の定めるところに従い,甲 1乙
およびJリ ーグが誠意をもって協議の上決定する.

以上

〔注〕:本申請書は,甲乙捺印済みのもの3通を提出して下さい.

‥
電ア

水
E彗
Fヨ

上記の申請書に基づく主管権の譲渡を承認します.

平成  年  月  日

刃
心
】〓
ロ

社団法人 日本プロサッカーリーグ
チェアマン 鬼 武 健 二 (印 )

承認番号 平成  年・第 '7
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社団法人 日本プロサッカーリーグ
チェアマン 鬼 武 健 二  殿

(住所)

甲 〔譲渡するJク ラブ〕 (名称)

(代表者)

平成  年  月  日

(印 )

乙 〔譲受ける都道府県

サッカー協会〕

(住所)

(名称 )

(代表者) (印 )

主管権譲渡承認申請書 〔様式 2〕

―
Jサテライ トリーグ用

一

甲から乙に対し,下記の条件により公式試合の主管権を譲渡いたしたく,「 Jリ ーグ規

約」第45条および「主管権譲渡規程」第4条に基づき申請いたします。

言己

1 譲渡試合 ①日 日寺 平成  年  月  日 午前。午後  時  分

②場 所
③対戦相手

2 大会運営 Jリ ーグの試合実施要項に準拠する.

3 経 費 ①必要経費 乙が,Jリ ーグ規約第75条の必要経費を負担する.

②遠征費用 乙は,「旅費規程」に定める基準に従い.出場チーム

双方に対し試合当日までに支払う.

③その他 (1)主審および副審 2名の旅費等はJリ ーグが負担する.

(2)マ ッチコミッショナーおよび第 4の審判員の旅費

等は乙が負担する.

(3)試合使用球 2個は甲が準備する.

4 入場料およ

び入場券等

①入場料 入場料収入はすべて乙が管理する.

②入場券 入場券は乙の費用負担により作成し,そ の発行枚数

は所定の用紙により甲からJリ ーグに報告する.
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③招待券 乙は,Jリ ーグ所定の枚数の招待券を,無償にてJリ
ーグに提供する.

④事前承認 乙は,入場料の体系および入場券のデザインについて

事前に甲を経由してJリ ーグの承認を得る。

5 公衆送信権 公衆送信権はJリ ーグに帰属する

6 ポスター等 ポスターおよびプログラムは,乙の費用負担により作成する.

7 広告掲載等 乙は,競技場に提出する広告看板および入場券の裏面への広告掲出

等については,事前に甲を経由してJリ ーグの承認を得る.

8 譲渡の対価 ①金 額 主管権譲渡の対価は金             円

(ただし,消費税を含まない)お よび純益の30%相

当額とする,

②支払時期 乙は,前項の対価を,譲渡試合の実施日の翌日から起

算して20日以内に1甲に対し支払う.

③支払方法 Jリ ーグの指定する方法による.

9 後援または
協力
(団体名)

①後 援

②協 力
10 収支報告 乙は,譲渡試合の実施日の翌日から起算して20日以内に,甲 を経

由してJリ ーグに対し1所定の用紙により譲渡試合の収支報告を行
つ.

11 協 議 本申請書に定めのない事項については1協会の寄附行為lJリ ーグ
規約およびこれらに付随する諸規程の定めるところに従い,甲 1乙
および Jリ ーグが誠意をもって協議の上決定する.

以上

〔注〕:本申請書は1甲乙捺印済みのもの3通を提出して下さい

承 E圭彗
Fヨ

上記の申請書に基づく主管権の譲渡を承認します

平成  年  月  日

刃
心
】〓
ロ

社団法人 日本プロサッカーリーグ
チェアマン 鬼  武  健  二  (印 )

承認番号 平成  年・第 τテ
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公式試含出場料規程

第 1条 〔目 的〕
本規程は,「 Jリ ーグ規約」第76条に基づき, Jリ ーグの公式試合に出場するチームを保

有する正会員たるJクラブに対して支給される対価 (以下「出場料」という)について定め

る .

第2条 〔出場料の計算方法〕

① 各Jク ラブの出場料は1公式試合収入総額の95%以内の金額を予め理事会で定めた配分
方法により算出した金額とする.

② 年度毎の出場料算出基準は,各年度初めに決定する.
③ 第1項の収入とは,協賛金1入場料1放送権料の一部およびその他権利料の合計金額をい
つ .

第 3条 〔出場料の計算年度〕

出場料の計算年度は1毎年3月 1日 から翌年2月末日までとする.

第4条 〔出場料の支給方法〕

① 出場料の支給方法は,次のとおりとする。
(1)毎年3月 31日 までに,当年の2月末日に終了する計算年度に関する出場料を決定する

(2)前号により決定した出場料を1当年の4月 30日 までに各Jクラブに対して支給する

② 前項の規程にかかわらず.理事会および全てのJク ラブが承認した場合には,計算年度の
途中において,出場料の2分の1に相当する金額を,中間金として支給することができる.

③ 前項に基づき支給した中間金は,第 1項に基づく支給額から控除されるものとする.

第 5条 〔付 則〕
本規程は,平成5年 3月 1日 から実施する

〔改 正〕
平成 6年 2月 15日

平成 7年 2月 28日

平成11年 2月 16日

平成14年 2月 19日

平成20年 2月 19日
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公式試含安定開催基金規程

第 1条 〔目 的〕
本規程は,「 Jリ ーグ規約」第23条の2に基づき;公式試合安定開催基金 (以下「基金」

という)の管理・運営について定める.

第 2条 〔基金の収入〕

基金の原資は次の通りとする

① 基金に充てられることを条件としてlJリ ーグおよびその会員から出捐された金額
② 基金に充てられることを条件としてlJリ ーグおよびその会員以外の者から出捐された金額
③ Jリ ーグが定款第 5条に定められた事業に係わる収益をもって,その行う事業に要する経

費に充てた後の各年度収支差額の一部を基金に組み入れる金額

第 3条 〔基金規模の上限〕

全会員クラブの経営規模合算額の概ね5%を上限の目安とする

第 4条 〔基金の交付〕

理事長は,基金の使用について,貸付金・株式一時取得など安定開催のための手段を問わ

ず1経営諮問委員会に諮間の上1理事会に承認を求めるものとする。

第 5条 〔その他〕

基金の管理・運営に関しては1本規程に定めのない事項は1理事会の承認を得て,別途定

める経営諮問委員会の内規に従うものとする.

〔制 定〕
平成17年 7月 19日

〔改 訂〕
平成18年 2月 21日
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旅 費 規 程

第 1条 〔目 的〕
本規程は, Jリ ーグ規約第82条および第124条に基づき,選手1監督,コ ーチおよび審判

員等の交通費・宿泊費について定める.

第 2条 〔公式試合の交通費・宿泊費〕

① 公式試合におけるチームの遠征に要する交通費・宿泊費は.次の基準により算出する.
(1)人員数はJlは 26名 (役員およびチームスタッフ8名 .選手18名 )]J2は 24名 (役員お

よびチームスタッフ8名 1選手16名 )を上限とする

(2)交通費は,新幹線グリーン車による往復を原則とする

ただし,

イ.在来線による場合はグリーン車の特急または寝台とする

口.試合当日に本拠地に帰着できない場合,航空機の利用を認めることがある

(3)宿泊費は,試合前の1泊分として1名につき金2万円とする

ただし,

イ.本拠地から試合開催地までの距離が片道100km未満のときを除く

口.試合当日に本拠地に帰着できない場合.試合後の1泊 を認めることがある

② 前項の交通費・宿泊費は,そ の全額を1遠征を行ったチームを保有するJク ラブが負担
する.

③ 前項の規定にかかわらず,第 1項に基づき計算した各チームの交通費・宿泊費の総額に著
しい差異が生じた場合,Jリ ーグは実行委員会の定める方法により1その差額を補填する。

第 3条 〔Jサテライトリーグ〕

① Jサテライトリーグにおけるチームの遠征に要する交通費・宿泊費は,次の基準により

算出する。

(1)人員数は22名 (役員およびチームスタッフ6名 1選手16名 )を上限とする

(2)交通費は1新幹線普通車による往復を原則とする

ただし,

イ.在来線による場合は普通車の特急またはB寝台とする

日.試合当日に本拠地に帰着できない場合,航空機の利用を認めることがある

(3)宿泊費は,試合前の1泊分として1名につき金1万5,000円 とする

② 本拠地から試合開催地までの距離が片道100km未満の場合には1前項第3号の費用は除か
れるものとする.

③ 前2項に基づき算出した各チームの交通費・宿泊費の総額に著しい差異が生じた場合l J
リーグは実行委員会の定める方法により,その差額を補填する.
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第 4条 〔審判員およびマッチコミッショナーの交通費・宿泊費〕

① 公式試合の審判員およびマッチコミッショナーの交通費・宿泊費は,次の基準によりJリ
ーグが支給する.

(1)宿泊費は,1泊につき金2万円とする

ただし,自宅の最寄り駅から試合開催地までの距離が200km以上のときは前泊を認め,

特別の事情があるときは後泊も認める

(2)交通費は,次の基準により支給する

イ.片道100km以上のときは1グ リーン車の特急1寝台の往復とし,新幹線利用の場合
は普通車往復運賃を原則とする.た だし.主審およびマッチコミッショナーについては

グリーン車の利用を認める

口.タ クシーの利用が不可避の場合には1タ クシーの利用を認める

ハ.試合開催地が自宅所在地と同一県内にある場合は一律金2,000円 とし,超過分は実費

精算とする

② Jサテライトリーグの審判員の交通費・宿泊費は,次の基準によりJリ ーグが支給する。
(1)宿泊費は,1泊につき金1万5,000円 とする

ただし,自宅の最寄り駅から試合開催地までの距離が200km以上のときは前泊を認め,

特別の事情があるときは後泊も認める

(2)交通費は,次の基準により支給する

イ、片道100km以上のときは1グ リーン車の特急1寝台の往復とし,新幹線利用の場合
は普通車往復運賃を原則とする

口.試合開催地が自宅所在地と同一県内にある場合は一律金2,000円 とし,超過分は実費
精算とする

③ Jリ ーグ規約第 4章第 4節における非公式有料試合の審判員の交通費・宿泊費は,前 2項

に定める基準により,主管者が支給する。

第 5条 〔監督・コーチ等の行事参加〕

Jク ラブの監督およびコーチ等がlJリ ーグの指示に基づき行事に参加する場合の交通
費・宿泊費は,次の基準によりJリ ーグが支給する.

(1)交通費は,新幹線グリーン車による往復を原則とする。ただし1在来線による場合はグ

リーン車の特急または寝台とする

(2)宿泊費は.1泊につき金2万円とする

第 6条 〔選手の行事参加〕

選手がlJリ ーグの指示に基づき行事に参加する場合の交通費・宿泊費については,第2

条第1項または第3条第1項に定める基準により]Jリ ーグが支給する。

第7条 〔協会の規程の準用〕

本規程に定めのない事項については,協会の「旅費規程」を準用する

第 8条 〔施 行〕
本規程は,平成5年4月 1日 から施行する.
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〔改 正〕
平成6年 2月 15日

平成 7年 2月 28日

平成10年 2月 17日

平成11年 2月 16日

平成12年 2月 15日

平成18年 2月 21日
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Jl表 彰 規 程

第 1条 〔趣 旨〕
本規程は,「 Jリ ーグ規約」第85条に基づき,Jlにおけるチーム,選手.監督,コ ーチ
および審判員の表彰ならびにJリ ーグの発展に功労のあった者等に対する表彰に関し定める.

第2条 〔各ステージ表彰〕(削除)

第 3条 〔年間表彰〕

Jlにおける年間順位により,そ れぞれ次のとおり賞金および記念品を授与する.

(1)優勝 :賞金 200,000,000円 lJリ ーグ杯 (優勝銀皿),日本サッカー協会会長杯

プテン杯),記念品.チ ャンピオンフラッグ

(2)2位 :賞金 100,000,000円 lJリ ーグ杯 (準優勝銀皿)

(3)3位 :賞金  80,000,000円

(4)4位 :賞金  60,000,000円

(5)5位 :賞金 40,000,000円

(6)6位 :賞金  20,000,000円

(7)7位 :賞金  10,000,000円

(キ ャ

第4条 〔フェアプレー賞 (高円宮杯)〕

① Jlに おける反則ポイントの年間合計数が34ポイント以下の反則ポイント数最小チーム
に対し1高円宮杯を授与する。

② 前項の反則ポイントの計算は,退場1回につき3ポイント (同一試合における警告2回によ
る退場も同様とする)]警告1回につき1ポイント.出場停止1試合につき3ポイントとして加

算し.警告および退場 (退席を含む)がなかった試合1試合につき3ポイントを減ずる。

③ 反則ポイントの年間合計数が34ポイント以下のチームに対し,フ ェアプレー賞として金
5,000,000円 の賞金を授与する.

第 5条 〔個人表彰〕

① Jlリ ーグ戦を通じて次の各賞を選考し1賞金または賞品を授与する.

(1)最 優 秀 選 手 賞 :賞金 2,000,000円

(2)優 秀 選 手 賞

(3)ベ ス トイ レブン :賞金 1,000,000円

(4)得   点   王 :賞金 1,000,000円
(5)優 秀 新 人 賞

(6)新   人   王 :賞金 500,000円

67



(7)フ ェアプレー個人賞 :賞金 500,000円

(8)最 優 秀 監 督 賞 :賞金 1,000,000円

(9)優 秀 主 審 賞

(10)優 秀 副 審 賞

② 前項の各賞の受賞者は,チ ェアマンが指名した者により構成される選考委員会が決定す
る。

③ 選手および審判員に対し, リーグ戦通算出場記録により.記念品および賞品を授与して
表彰を行うことができる。

第 6条 〔リーグカップ表彰〕

① リーグカップ戦終了後.チームの順位により次のとおり賞金および記念品を授与する。
(1)優勝 :賞金 100,000,000円 .Jリ ーグカップ,メ ダル,スポンサー杯
(2)2位 :賞金 50,000,000円 ,楯 .メ ダル

(3)3位 :1チームにつき賞金 20,000,000円 1楯
② リーグカップ戦における最優秀選手を選考し.賞金または賞品を授与する。

第7条 〔功労者表彰〕

① Jリ ーグの発展に功労のあった者に対し,記念品等を贈呈して表彰を行うことができる.

② 前項の表彰を受ける者は,チェアマンの推薦に基づき理事会が決定する。

第8条 〔Jリ ーグベストビッチ賞〕

① Jlお よびJ2リ ーグ戦におけるホームゲームの1/2以上を開催したJク ラブのホーム
スタジアムの内1ビッチが最も優秀と認められたスタジアムに対して,記念品を授与する。

② 前項の受賞スタジアムはマッチコミッショナーの評価を基に1チェアマンが決定する.

第 9条 〔Jリ ーグ・アウォーズ〕

① 個人表彰およびフェアプレー賞等を表彰するJリ ーグ・アウォーズはl Jlリ ーグ戦終
了後に行う。

②  Jリ ーグ・アウォーズには1次の者が出席する.

(1)Jリ ーグ役員.実行委員等

(2)受賞対象チームの役員および選手

(3)個人表彰の受賞者

(4)そ の他の表彰対象者

③ 前項の出席者の交通費・宿泊費はlJリ ーグ「旅費規程」に基づきJリ ーグが負担する.
④ Jリ ーグ・アウォーズには,サ ッカー担当記者.マ ッチコミッショナー.審判関係者1
スポンサー関係者およびその他の関係者を招待する。

第10条 〔施 行〕
本規程は1平成5年 4月 1日 から施行する.
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〔改 正〕
平成 6年 2

平成 7年 2

平成 8年 2

平成 9年 2

平成10年 2

平成11年 2

平成13年 2

平成14年 2

平成15年 2

平成16年 2

平成17年 2

平成19年 2

月15日

月28日

月20日

月18日

月17日

月16日

月20日

月19日

月18日

月17日

月15日

月20日
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J2表 彰 規 程

第 1条 〔趣 旨〕
本規程は,「 Jリ ーグ規約」第85条に基づき, J2におけるチームおよび選手の表彰に関
し定める.

第 2条 〔年間表彰〕

J2における年間順位により]そ れぞれ次のとおり賞金および記念品等を授与する.
(1)優 勝 :賞金 20,000,000円 .Jリ ーグ杯
(2)準優勝 :賞金 10,000,000円 .Jリ ーグ杯

第3条 〔フェアプレー賞〕

① J2における反則ポイントの年間合計数が42ポイント以下のチームに対し,フ ェアプレ
ー賞として記念品等を授与する.

② 前項の反則ポイントの計算は.退場1回につき3ポイント (同一試合における警告2回によ
る退場も同様とする)1警告1回につき1ポイント1出場停止1試合につき3ポイントとして加

算し,警告および退場 (退席を含む)がなかった試合1試合につき3ポイントを減ずる。

第 4条 〔個人表彰〕

J2における最多得点者に記念品等を授与する.

第5条 〔Jリ ーグベストビッチ賞〕

① Jlお よびJ2リ ーグ戦におけるホームゲームの1/2以上を開催したJク ラブのホーム
スタジアムの内.ビッチが最も優秀と認められたスタジアムに対して1記念品を授与する.

② 前項の受賞スタジアムはマッチコミッショナーの評価を基に.チェアマンが決定する。

第6条 〔Jリ ーグ・アウォーズ〕

① 個人表彰およびフェアプレー賞等を表彰するJリ ーグ・アウォーズは,Jlリ ーグ戦終
了後に行う。

② Jリ ーグ・アウォーズには,次の者が出席する.

(1)Jリ ーグ役員1実行委員等
(2)受賞対象チームの役員および選手

(3)個人表彰の受賞者

(4)そ の他の表彰対象者

③ 前項の出席者の交通費・宿泊費は,Jリ ーグ「旅費規程」に基づきJリ ーグが負担する.
④ Jリ ーグ・アウォーズには1サ ッカー担当記者,マ ッチコミッショナー.審判関係者1
スポンサー関係者およびその他の関係者を招待する

〔改 正〕
平成14年 2月 19日
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平成16年 2月 17日

平成17年 2月 15日

平成18年 2月 21日

平成19年 2月 20日

平成20年 2月 19日
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支 度 金 支 給 基 準 規 程

(単位 :万円)

費  目 独身者
妻帯者
(配偶者のみ)

妻帯者
(同居扶養家族有 )

住  居  費
l DK 2 LDK 3 LDK

80 100 150

子 供 用 品 等 0 0 50

家
目

角生
〒

電 化 製 品 100

その他の家具等 100

自  動  車 100

合   計 380 400 500

支度金支給基準

支給時期

① 初めてプロ選手として「日本サッカー協会選手契約書」を締結するとき
② プロ選手として移籍するとき
ただし,支度金に該当する費用が伴う場合

2.支払対象を次の通り区分する。

① 独身者
② 妻帯者 (配偶者のみ)
③ 妻帯者でかつ同居の扶養家族がいる場合

3.支度金該当費目
住居費

家具等

自動車

4.その他
交通費.宿泊費および引越し費用は.実費を支給することができる

缶
「てデ子供用品

①

②

③

④
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〔改 正〕
平成 7年 2月 28日

平成11年 2月 16日
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裁 定 委 員 会 規 程

第1条 〔趣 旨〕
本規程は1「 Jリ ーグ規約」第143条に基づき1裁定委員会の運営に関する事項について

定める.

第2条 〔会議および議決〕

① 裁定委員会の会議は,委員長が招集する.
② 裁定委員会は1委員長および1名以上の委員の出席がなければ1会議を開き1ま たは議決
をすることができない.

③ 裁定委員会の議事は,出席者の過半数をもって決する.可否同数のときは,委員長の決
するところによる.

第 3条 〔審理の非公開〕

裁定委員会の審理は1非公開とする.ただし1裁定委員会は1審理の公正が害されるお

それがなく1かつ.相当の理由があると認めるときは,関係者の傍聴を許すことができる。

第4条 〔申立手続き〕

① 裁定の申立を行う者 (以下「申立人」という)は ,裁定委員会に対し,次の書類を提出
しなければならない。

(1)裁定申立書

(2)申立人の主張を裏付ける書証がある場合は,その原本または写し

(3)代理人により申立を行う場合は1委任状

② 前項第1号の裁定申立書には,次の事項を記載しなければならない.
(1)当事者の氏名または名称 (法人の場合は代表者も記載する)および住所

(2)代理人に代理させる場合は1代理人の氏名および住所

(3)裁定の申立の趣旨

(4)裁定の申立の理由および立証方法

③ 申立の手数料は1件につき金10万円とし1申立と同時に納付しなければならない。

第5条 〔申立の受理および通知〕

① 裁定委員会は,前条の規定に適合する裁定の申立があったときは,こ れを受理するとと
もに,申立の相手方 (以下「被申立人」という)に対し,その旨を通知する。

② 前項の通知には1裁定申立書1部を添付しなければならない.
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第 6条 〔答 弁〕
① 被申立人は,前条の通知が到達した日から30日 以内に,裁定委員会に対し,次の書類を
提出して答弁することができる.

(1)答弁書

(2)答弁の理由を裏付ける書証がある場合は,その書証の原本または写し

(3)代理人により答弁を行う場合は,委任状

② 前項第1号の答弁書には,次の事項を記載しなければならない.
(1)当事者の氏名または名称 (法人の場合は代表者も記載する)および住所

(2)代理人に代理させる場合は1代理人の氏名および住所

(3)答弁の趣旨

(4)答弁の理由および立証方法

③ 裁定委員会は,前2項の規定に適合する答弁があったときは1こ れを受理するとともに1
申立人に対し=その旨を通知する。

④ 前項の通知には,答弁書1部を添付しなければならない。
⑤ 裁定委員会は,第1項に定める期間内に被申立人から答弁書が提出されなかった場合には1
申立人の主張を認める裁定を行うことができる.

第 7条 〔提出書類の部数〕

本規程により申立人または被申立人が提出する書類の部数は1委任状を除き3部 (原本を

提出するときは,そ の写しを含めて3部)と する.ただし,当事者が3名以上のときは、当

事者1名につき1部増加する.

第 8条 〔申立内容の変更〕

申立人は.被申立人に対し裁定申立の通知が発信された後においては1裁定委員会の承認

を得なければ.申立の内容を変更することができない.

第 9条 〔訳文の添付〕

当事者が裁定委員会に対して提出する書面が外国語で記載されている場合には,日本語の

訳文を添付しなければならない。

第10条 〔代理人〕

弁護士および裁定委員会が承認した者以外の者は,申立人または被申立人の代理人となる

ことができない.

第11条 〔審理または調査のための権限等〕

裁定委員会は,申立の審理のために必要と認めたときは,第二者の証言もしくは鑑定人の

鑑定を求め,ま たは資料の提出を命じることができる.

第12条 〔費用の負担〕

前条の調査に要する費用は,原則として当事者が負担するものとする。
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第13条 〔裁 定〕
① 裁定委員会は,申立の内容につき調査・審理した上,次の事項を記載し,委員長および
審理に参加した委員が署名押印した裁定書を作成し1こ れをチェアマンに提出しなければ

ならない.

(1)当事者の氏名または名称 (法人の場合は代表者も記載する)および住所

(2)代理人があるときは,そ の氏名および住所

(3)主文 (裁定委員会の判断の結論)

(4)判断の理由

(5)裁定書の作成年月日

② 前項の裁定書には1申立手数料およびその他の費用を負担する当事者およびその割合を
記載しなければならない.

第14条 〔和 解〕
① 申立後当事者が和解した場合において,裁定委員会がその和解の内容を相当と認めたと
きは,その和解の内容を裁定書に記載する.

② 前条第1項第1号,第2号および第5号ならびに第2項の規定は,前項の場合に準用する。

第15条 〔裁定委員会の運営細則〕

裁定委員会は,裁定委員会の会議その他運営に関する細則を定めることができる

第16条 〔施 行〕
本規程は,平成5年 4月 1日 から施行する。
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試合実施時における
Jリ ーグ安全理念

Jク ラブは、試合を通じ観客に本当の満足と快
適さを提供するために、以下の安全に関する理

念に基づき行動するものとする。

1.観客の安全を何よりも優先する。

2日 選手およびチームスタッフは、かけがえの

ない財産であり、また審判は競技進行の要
であって、その安全性は確保されなくては

ならない。

3ロ マッチコミッショナーおよび競技スタッフ

は、試合運営に欠かせぬ存在であり、その

安全性は確保されなくてはならない。

4口 選手にフェアプレーを徹底し、観客にはフ

ェアプレー精神に則った応援・観戦を心か

ら願う。

5.競技場の安全性の充実を目指す。

スローガン

試合実施時におけるセキュリティは、究極の

観客サービスである。
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2008Jリーグ試含実施要頂

本実施要項は12008年のJll J2の リーグ戦実施に関し定めるものであり, リーグ戦の試
合 (以下「試合」という)運営はすべてこの要項に定めるところによる.

第 1節 競 技 場

第 1条 〔競技場の確保と維持〕

Jクラブは,次条以下に定める要件を具備する競技場を確保し,良好な状態でホームゲー

ムを実施し得るよう,こ れを維持管理する責任を負う.

第 2条 〔競技場〕

① 競技場は,次の各号の条件を満たすものでなければならない.
(1)ビ ッチは.天然芝であり,原則として縦長105m,横幅68mで あること

(2)ビ ッチの外側周囲には,原則としてすべて1.5m以上の芝生部分を確保すること (し た

がって,縦長108m以上.横幅71m以上の芝生部分を確保すること)

(3)ゴールのポス トおよびバーは自色かつ丸型 (直径1 2cm)で 1埋込式その他 Jリ ーグが

安全性を認定したものであり1鉄製その他ボールを反発するような補強材を使用しないこ

と

(4)コ ーナーフラッグおよびコーナーフラックポストは.Jリ ーグ指定のものであること

(5)ラ インは幅1 2cmと し,明瞭に引くこと (原則としてベイント方式とする)

② フィール ド (ビッチおよびその周辺部分)に は,選手のプレーに影響を与え,ま たは危険
を及ぼすおそれのある物は一切放置もしくは設置してはならない.

③ 競技場の観客席は1下記のとおりとする。ただし.芝生席は,観客席とはみなされない。
(1)Jlク ラブ主管公式試合 :15,000人 以上収容できること
(2)J2ク ラブ主管公式試合 :10,000人 以上収容できること

④ 競技場には1平均1,500ル クス以上の照度をもつ照明装置を設置しなければならない。

第 3条 〔競技場付帯設備および旗の掲揚〕

① 競技場は,次の各号の付帯設備を備えるものでなければならない。
(1)本部室

(2)更衣室 (温水シャワーが使用でき,かつ1ホームチーム1ビジターチームおよび審判員

について各々別個に用意されていること)

(3)記録室 (ビッチ全体を見渡すことができ,かつ1個室であること)

(4)医務室

(5)ドーピングコン トロール室
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(6)警察・消防控室

(7)記者室

(3)カ メラマン室

(9)来賓席

(10)記者席 (ビ ッチ全体を見渡すことができ1屋根付きで.かつ.手元照明付きの机を備

えていること)

(‖)場内放送設備
(1の テレビ中継およびラジオ中継用放送ブース (ピ ッチ全体を見渡すことができ,かつ 1
音声機材を設置することができること)

(13)ス コアボード (原則として電光掲示盤であること)

(14)メ ンバー掲示板 (ス コアボードでの兼用可)

(15)リ ーグ旗およびクラブ旗の掲揚ポール

(16)入場券売場

(1つ 飲食物およびサッカー関連グッズ等の販売所
(10 テレビカメラ設置スペース (中継関連カメラ用およびニュース関連ENG用 )

(19 テレビ中継車両駐車スペース

の)ケーブル敷設スペース (中継車とカメラおよび放送ブース間)
01)伝送用機材等設置スペース (アンテナ/ア ンテナ搭載車両/光ファイバー用端末)

② ホームクラブは. リーグ旗.ク ラブ旗およびチャンピオンフラッグ (ホームチームが前
年のチャンピオンチームである場合に限る)を次の各号のとおり掲揚しなければならない.

(1)リ ーグ旗 :中央

(2)ホームクラブ旗 :ピ ッチから向かって左

(3)ビ ジタークラブ旗 :ビ ッチから向かって右

(4)チ ャンピオンフラッグ :前年のチャンピオンチームのクラブ旗の下 (ホ ームゲームの

み掲揚)

③ リーグ旗およびクラブ旗の大きさは天地1,800mm.左右2,700mmと する。

第4条 〔照明装置〕

Jク ラブは1競技場の照明装置の故障を未然に防止し,かつ]故障箇所をすみやかに修

理するための措置を講じるよう努めなければならない。

第 5条 〔ベンチ〕

① ベンチは1原則として次の各号の要件を満たすものでなければならない.
(1)ビ ッチのタッチラインから5m以上離れ1かつ,その一端がハーフウェイラインから

10m以内に懸かる位置に設置すること

(2)屋根を備えていること (た だし1観客等の視野を妨げるものであってはならない)

② ベンチの前面 (ビッチ側)には,テクニカルエリアを設置する.
③ ホームチームのベンチは,原則としてメインスタンドからピッチに向かって左側に設置
する.
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第 6条 〔医事運営〕

① ホームクラブは1次の各号のとおり医事運営を行わなければならない.
(1)医務室には1協会のスポーツ医学委員会が定めた救急用機器および医薬品 (別紙1)を

備えること

(2)試合の開催時には1競技場の観客等の事故に対処するため,医師および看護師各1名以

上を開門時から閉門時まで待機させること

(3)試合の開催に先立ち,競技場で生じる重度の外傷および疾病に対処するため1あ らかじ

め救急移送病院を確保しておくこと

(4)競技場内医事運営担当の医師に,試合の開催時に競技場で生じた外傷および疾病のすべ

てを記載した所定の「会場内医事報告書」を作成させ。その「正」をJリ ーグ事務局へ可

及的すみやかに提出すること

② 前項第2号の医師および看護師の手当て等は1以下の金額を標準とする。
手当て :医 師 30,000円 (日給)
看護師 10,000円 (日給)

交通費・宿泊費 :Jリ ーグの「旅費規程」による

第 7条 〔ビジタークラブのための観客席の確保〕

ホームクラブは,ビジタークラブを応援する観客のために1適正な数の席を確保 しなけれ

ばならない.

第 8条 〔広告看板等の設置〕

① 競技場には、Jリ ーグが指定した位置にJリ ーグ看板を掲出できるスペースを別表1の とお
り確保しなければならない。

サイズ :Jlクラブ 900mm× 6,000mm
J2クラブ 900mm× 15,000mm

枚 数 :1枚

② 競技場には、Jリ ーグが指定した位置に下記記載のJリ ーグスポンサーの広告看板等を掲
出できるスペースを別表1の とおり確保 しなければならない。

(1)広告看板

サイズ/枚 :900mm× 6,000mm

枚数 :最大24枚

色 :4色

(2)横断幕

基本サイズ :1,200mm× 7,500mm

色 :4色

(3)ア ドタイム看板 (Jlリ ーグ戦のうち各節1試合)

基本サイズ :860mm× 6,000mm

画面数 :最大16面

色 :4色

(4)電光看板 (Jlリ ーグ戦のうち各節1試合)

基本サイズ :800mm× 99,200mm

80



観客等の視野を妨げるものであってはならない。

(5)90° システムシー ト

枚数 :最大8枚

色 :4色

(6)コ ーナー看板

サイス
゛
11,500mm× 1,500mm

枚数 :最大2枚

色 :4色

(7)ゴ ール裏ミニ看板

サイス
':500mm×

1,500mm

枚数 :最大4枚

色 :4色

③ 競技場には,Jリ ーグが指定した位置にフェアプレーキャンペーン用パネルを掲出でき
るスペースを確保しなければならない.

サイズ 1 500mm× 500mm

枚数 :2枚

位置 :ベ ンチ横,ハーフウェイライン側

④ クラブスポンサーの広告看板または横断幕を掲出する場合は,次の各号の条件を満たさ
なければならない。

サイス::900mm× 4,500mm

色 :4色

⑤ クラブが回転式看板[ア ドタイム],電光看板およびその他Jリ ーグがその仕様につき未承
認の看板を掲出する場合は,原則として掲出を希望するシーズン開始前までに当該看板の

使用についてJリ ーグ事務局に申請し,その承認を得なければならない.

⑥ 第2項および第3項の広告看板等の設置位置は,次の各号のとおりとする.ただし.観客
等の視野を妨げるものであってはならない.

(1)タ ッチライン側 :タ ッチラインから5m以上離れていること

(2)ゴールライン側 :ゴールラインから5m以上離れたカメラマン用のラインに沿っている

こと

⑦ クラブが,あ らゆる掲出物を出す場合は,原則として掲出日の7日前までに所定の「広告
掲出申請書」(別紙2)によりJリ ーグ事務局に申請し,その承認を得なければならない.

第 9条 〔競技場における告知等〕

①lホームクラブは.競技場において,次の各号の事項を告知しなければならない

(1)選手1審判員,審判アセッサーおよびマッチコミッショナー

(2)試合方式

(3)選手および審判員の交代

(4)得点者および得点時間 (得点直後に)

(5)ロ スタイム

(6)他の試合の途中経過および結果

(7)入場者実数
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(8)前各号のほか,Jリ ーグの指定する事項

② ホームクラブは,試合の前後およびハーフタイムに,次の各号の事項を行うことができる
(1)次の試合の予定の告知

(2)事前にJリ ーグに届け出て承認を得た広告宣伝

(3)音楽放送

(4)チームまたは選手に関する情報の告知

(5)前各号のほかlJリ ーグの承認を得た事項

第10条 〔公式試合開催指定競技場の指定〕〈削 除〉

第11条 〔競技場の視察〕

① Jリ ーグは,試合開催の可否を確認するため競技場を視察することができ,そ の結果,
試合開催が困難であると判断したときは,そ の旨を遅滞なくチェアマンに報告しなければ

ならない .

② チェアマンは1前項の報告を受けたときは,そ の競技場での試合の実施を中止する決定
を下すことができる.

③ 前項の中止の決定およびその通知は,試合開催日の2か月前までにホームクラブに対して
行わなければならない。

第12条 〔悪天候の場合のビッチ整備の義務〕

ホームクラブは,降雪または降雨等1悪天候の場合であっても,可能な限リピッチを整備

し,その競技場での試合を実施することができるよう最善の努力をしなければならない.

第2節 試  含
第13条 〔大会方式〕

① Jl:ホ ーム&ア ウェイ方式による2回戦総当り
② J2:3回戦総当り

第14条 〔試合の主催等〕

① 試合は.すべて協会およびJリ ーグが主催し,Jリ ーグが主管する.
② Jリ ーグは,試合のホームゲームの主管をホームクラブに委譲する.

③ 活動区域外で開催される試合については,事前にチェアマンの承認を得た場合に限りその
地方のマスコミが共催することを認める.な お1試合開催が複数回に及ぶ場合であっても1

その都度申請し承認を得るものとする.

第15条 〔主管権の譲渡〕

ホームクラブはl Jリ ーグの事前の承認を得て,そ の主管するホームゲームの主管権を,

協会に所属する地域サッカー協会および都道府県サッカー協会に対し譲渡することができ

る.た だし,こ の場合においても,ホームクラブは,Jリ ーグ規約上の義務を免れるもので
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はない.

第16条 〔競技規則〕

試合は1すべて国際サッカー連盟 (FIFA)および協会の競技規則に従って実施される

第17条 〔届出義務〕

① Jク ラブは12008年 1月 31日 までに次の各号の事項を所定の方法によりJリ ーグ事務局に

届け出なければならない。

(1)選手

(2)実行委員,運営担当および広報担当等

(3)監督.コーチ.チ ームドクター,アスレティックトレーナー (原則として日本体育協

会公認)等 (以下「チームスタッフ」という)

② 前項により届け出た事項に追加=抹消等の変更があった場合にも前項の方法によりすみや

かに届け出なければならない.

③ Jリ ーグ事務局は毎週金曜日 (た だし,その日がJリ ーグ事務局の営業日でないときは,

その直前の営業日)の 11:00ま でに届出のあった追加.抹消などの変更に対して,同 日中に

その承認の是非を決定する.

第18条 〔出場資格〕

① 協会への選手登録を完了し,かつJリ ーグ規約第99条の2に定めるJリ ーグ登録を行った
選手のみが1試合における出場資格をもつ.

② Jク ラブの2種チームに所属し,次の各号の条件を満たした選手には1所属クラブが参加

するJlま たはJ2への出場資格が与えられる。

(1)当該 2種チームが,協会にクラブ申請されていること

(2)Jリ ーグ事務局に「Jリ ーグメディカルチェック報告書」が提出されていること

(3)「第 2種 トップ可」選手としてJリ ーグ登録されていること

③ 選手は1試合出場に際し,協会の発行する選手証 (以下「選手証」という)を携帯しな
ければならない.

第19条 〔出場資格を得るための追加登録期限〕

2008年8月 29日 までに協会への選手登録およびJリ ーグ登録を完了した選手のみがl Jl・

J2リ ーグ戦への出場資格を持つ.

第20条 〔出場可能日〕

前2条により登録を完了した選手は.登録完了日の翌日から試合に出場することができる

第21条 〔メディカルチェック〕

① Jク ラブはJリ ーグが別途定める日までに,選手に関する「Jリ ーグメディカルチェッ
ク報告書」をJリ ーグ事務局に提出しなければならない.た だし1追加登録する選手につ

いては,登録のつど提出するものとする.

② 協会のスポーツ医学委員会は1「 Jリ ーグメディカルチェック報告書」において異常所見
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を示した選手に対する医学的処置について勧告を行うことができる

第22条 〔試合エントリー選手の人数〕

各試合にエントリーできる選手の人数は,1チ ームあたり次の各号の通りとする.

(1)Jl:18名
(2)J2:16名

第23条 〔外国籍選手〕

試合エントリーすることができる外国籍選手は,1チーム3名以内とする.

第24条 〔ユニフォーム〕

リーグ戦において使用するユニフォームは別途定める「ユニフォーム要項」による

第25条 〔フィールド内のチーム要員〕

① フィールド上に用意されたベンチには,第 17条第1項第3号および第2項に定める届け出を
行ったチームスタッフのうち1「メンバー提出用紙」(別紙5)に記載された者6名および交

代選手7名 (J2は 5名 )の合計13名 (J2は 11名 )が着席できる.

② ベンチ内での喫煙および通信機器類の使用は禁止する.
③ 交代要員はビッチの周辺でウォーミングアップする際1試合進行に影響をおよばさない
よう1シ ャツの上から異なる色のビブスを着用する等1識別可能な状態で行わなくてはな

らない.

④ Jク ラブは,協会=Jリ ーグの決定により]ベンチ入りを停止された者1出場停止処分
を受けた者,ま たは試合中に主審により退場もしくは退席を命じられた者をベンチ入りさ

せてはならない.

⑤ 退席を命じられたチームスタッフは,フ ィールド内に留まってはならず,選手等への指
示を出してはならない。また協会.Jリ ーグの決定によリベンチ入りを停止されたチーム
スタッフは,観客席以外に立ち入ってはならない.

⑥ 主審が選手の負傷等により試合を中断し,チームスタッフの立ち入りを認める旨の合図
をした場合に1チームスタッフは2名に限り,ビッチ内に立ち入ることができる.た だし,
このスタッフは可及的すみやかに負傷の程度を判断したうえビッチ外に退去しなければな

らない.

⑦ 前各項に違反する行為は,主審により排除されるものとし,試合終了後に主審から報告を
受けた協会lJリ ーグにより処分を決定される.

第25条の2〔テクニカルエリアの使用〕

あらかじめ「メンバー提出用紙」に記載されたチームスタッフのうち,その都度ただ1名

のスタッフのみが,試合中テクニカルエリア内において1指示を出すことができる.な お1

必要な場合は通訳が同行し1指示を与えることを認める.

第26条 〔試合の勝敗の決定〕

試合は,90分間 (前後半各45分 )で勝敗が決 しない場合.引 き分けとする.
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第27条 〔Jl第 11第 2各ステージの順位決定〕 (削除)

第28条 〔年間順位の決定〕

① Jlは リーグ戦が終了した時点で1勝点 (勝利 3点 1引 き分け1点1敗戦 0点 )の合計
が多いチームを上位とし1年間順位を決定する.た だし1勝点が同一の場合は,次の各号の

順序により決定する。

(1)リ ーグ戦全試合の得失点差

(2)リ ーグ戦全試合の総得点数

(3)当該チーム間の対戦成績 (イ .勝点 口.得失点差 ハ.総得点数)
(4)反則ポイント

(5)抽選

② 前項第 5号の抽選は,入れ替え戦への出場チームの決定.J2自 動降格チームの決定等
理事会が必要と判断した場合にのみ実施される.

③ 同一順位のチームが複数あった場合,該当賞金額を合算の上均等配分する。
(例 1)優勝が2チームの場合

賞金額 300,000,000円 (200,000,000円 +100,000,000円 )

1ク ラブあたり 150,000,000円

(例 2)7位が2チ ームの場合

賞金額 10,000,000円 (10,000,000円 +0円 )

1ク ラブあたり 5,000,000円

④ 優勝が複数チームあった場合l AFCチ ャンピオンズリーグ等への出場チームは1理事会で
決定する.

⑤ J2は リーグ戦が終了した時点で.勝点 (勝利3点i引 き分け1点1敗戦0点 )の合計が多
いチームを上位とし.年間順位を決定する。ただし.勝点が同一の場合は,第 1項第 1号

から第 5号までの各号の順序により順位を決定する.

⑥ 抽選の実施および同一順位のチームが複数あった場合の賞金配分措置は.Jlと 同様と
する。

第29条 〔審判員〕

① 主審1副審および第 4の審判員については, Jリ ーグが協会の審判委員会に対し1協会
登録の1級審判員で1かつJリ ーグ規約第99条の3に定めるJリ ーグ登録を行った者 (た だ

し,第4の審判員は原則1級)の派遣を依頼する.

② 審判員は,キ ックオフ時刻の90分前までに競技場に到着しなければならない.
③ 主審または副審のいずれかにその職務の続行が不可能となる事態が生じた場合1第4の審
判員は.マ ッチコミッショナーの承認のもとに原則として副審を務める.

④ 審判員の手当て等は次のとおりとする.
手当て :(Jl)主審 120,000円  副審 60,000円  第4の審判員 20i000円
(J2)主審 60,000円 副審 30,000円  第4の審判員 10,000円

交通費・宿泊費 :Jリ ーグの「旅費規程」による

⑤ 緊急事態により審判員が交代した場合1ま たは試合が中止になった場合の手当て等の支
払いは,次のとおりとする。
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(1)試合開始前に疾病 。負傷その他の理由により審判員の職務を務められなかった場合=お
よび試合が開始されなかった場合,手当ては支払わない

(2)試合途中の負傷等により交代した場合,および試合が中止になった場合の手当ての支払

いは1次のとおりとする

イ.試合途中から.よ り責任の軽い職務についた場合,職務が果たせなくなった場合 ,
および試合が中止された場合は1そ れまでの職務に対して次の手当てを支払う :

手当て :(Jl)主 審 70,000円  副審 35,000円  第4の審判員 10,000円
(J2)主審 35,000円  副審 20,000円  第4の審判員 6,000円

口"試合途中から=よ り責任の重い職務についた場合.新たな職務に対して,本条第4項

に定めた手当てを支払う

(3)前 2号に関わる交通費.宿泊費は1実際に移動1宿泊を伴った場合に限り,Jリ ーグの
「旅費規程」に基づいて支払う

第30条 〔アクレディテーションカード(AD証 )〕
Jリ ーグは.次の各号のアクレディテーションカード (AD証 )を 発行し,AD証 を所
有する者の通行可能エリアを指定する.

(1)OFFlCIAL(紫):オールエリア通行可

(2)OFFIC:AL(青 ):本部室]フ ィール ド (ビ ッチを除く).記者室,記者席1カ メラマ
ン席.観客ゾーン,その他運営ゾーン

(3)TEAM(紫 ):オ ールエリア通行可
(4)TEAM(赤 ):本部室]フ ィール ド1更衣室1練習場,そ の他運営ゾーン

(5)SUPPLIER(青 ):本部室1その他運営ゾーン

(6)PRESS(緑 ):記者室1記者席1カ メラマン室1観客ゾーン1その他運営ゾーン

(7)TV STAFF・ RAD10 STAFF(茶 および黄):フ ィール ド (ピッチを除く),観客ゾーン1

その他運営ゾーン

(8)カ メラマンゼッケン (オ フィシャル・紫l PRESS・ 黄.TV― PRESS。 赤.報道連絡

員・黒,テ レビ中継 。白,ス カウティング・青):フ ィール ド (ピ ッチを除く),記者室 1

記者席1カ メラマン室,その他運営ゾーン

第31条 〔入場料〕

① 入場料金はホームクラブが設定し,料金の体系をJリ ーグの指定日までに報告する.
② 大人の有料入場者が同伴する小学生未満の幼児の入場料金は1無料とする.ただし有料入
場者1名につき1名に限る.

③ 入場券の販売は,売り切れにならない限りその試合の後半15分経過時まで行う.

第32条 〔試合球〕

ホームクラブは,キ ックオフ時刻の120分 前までにJリ ーグの指定する試合球を7個用意

し,試合をマルチボールシステムにて行う.

第33条 〔Jク ラブの責任〕

① ホームクラブは,選手.審判員.役員および観客等の安全を確保する義務を負う
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② ホームクラブは1観客が試合の前後および試合中において秩序ある適切な態度を保持す
るよう努める義務を負う.

③ ホームクラブは1前 2項の義務の遂行を妨げる観客等に対して,その入場を制限し,ま た
は即刻退去させる等1適切な措置を講ずる義務を負う.

④ ビジタークラブは1サポーター対応担当 (運営担当,セ キュリティ担当との兼務可)を
アウェイゲームに帯同じ1第 2項に基づくホームクラブの義務の履行に協力するものとす

る .

第3節 運  営
第34条 〔日 程〕
リーグ戦はlJリ ーグにより決定された日程に従い開催される

第35条 〔試合の日時または場所の変更〕

① 試合の開催日,キックオフ時刻または開催地の変更は,次の手続きに従い決定する.
(1)ホ ームクラブはl Jリ ーグ事務局に対し1変更しようとする開催日の30日前までに

「試合開催に関する変更申請書」(別紙7)により申請する

(2)チ ェアマンは,変更の可否を判断し1変更される開催日の20日前までに変更の可否を

ホームクラブおよびビジタークラブの双方に通知する

② 前項の手続きが行われない場合.ビジタークラブは,当該変更を拒否することができる.
③ やむを得ない特別の事情がある場合において1チ ェアマンは1前2項の規定にかかわらず1
開催の日時または場所を変更することができる.

第36条 〔特別の事情による変更〕

Jク ラブは1協会またはJリ ーグにおいて特別の事情がある場合には,日程等の変更に応

じなければならない。

第37条 〔運営責任〕

① 試合の運営にあたっては,ホームクラブの実行委員が一切の責任を負う。
② ホームクラブの実行委員は,キ ックオフ時刻の120分前までに競技場に到着しなければな
らない。

③ あらかじめチェアマンに届け出て承認を得た者に.本実施要項に定める実行委員の職務
を代行させることができる.

第38条 〔抱き合わせ開催の禁止〕

公式試合は,Jリ ーグまたは協会以外の第三者が主催するサッカーその他のスポーツの

試合またはイベント等と抱き合わせで開催 してはならない。ただし, Jク ラブが主催する

地域振興のための試合・イベントおよび選手育成のための試合であって,荒天時には中止

できるものに限り,Jリ ーグ事務局長の承認を受け,実施することができる.
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第39条 〔マッチコミッショナー〕

① マッチコミッショナーは1実行委員会が推薦し,理事会が承認した後,チ ェアマンが任
命し1各試合に派遣される。

② マッチコミッショナーは,次の事項を遵守しなければならない。
(1)キ ックオフ時刻の120分前までに競技場に到着すること

(2)選手証により選手の試合における出場資格を確認し,「メンバー提出用紙」の記載事項

に不備があればそのチームに訂正させること

(3)キ ックオフ時刻の70分前に双方のクラブの監督,実行委員(ま たはそれに代わる者),

運営担当 (正),お よび審判員を集め1マ ッチ・コーディネーション・ミーティングを開

催すること。ただし, ビジタークラブの運営担当 (正)については,代理出席を認める

(4)試合終了後24時間以内にJリ ーグ事務局宛に「マッチコミッショナー報告書」(別紙8)

を発信すること

(5)試合の中断または競技中の悪質な違反による退場等の重大な事項が発生した場合に1

所定の手続きにより「緊急報告書」(別紙9)を すみやかにチェアマンに提出すること

(6)裁定委員会または規律委員会より出席を求められた場合に,こ れに出席し報告するこ

と

(7)前各号のほか,別途チェアマンの定める事項を行うこと

③ ホームクラブは,フ ィールドおよび観客席の全体を見渡すことができる場所にマッチコ
ミッショナー席を設置 しなければならない。

④ マッチコミッショナーの手当て等は以下のとおりとする。
手当て :(Jl)30,000円  (J2)20,000円
交通費・宿泊費 :Jリ ーグの「旅費規程」による

⑤ 試合が中止された場合の手当て等は以下のとおりとする。
(1)マ ッチコミッショナーが試合会場に到着する前に中止が決定した場合

手当て :な し

交通費・宿泊費 :Jリ ーグの「旅費規定」による (移動が伴った場合にのみ支払い)

(2)マ ッチコミッショナーが試合会場に到着した後1試合開始前に中止が決定した場合

手当て :(Jl)20,000円  (J2)15,000円
交通費・宿泊費 :Jリ ーグの「旅費規定」による

(3)試合途中に中止が決定した場合

手当て :(Jl)30,000円  (J2)20,000円
交通費・宿泊費 :Jリ ーグの「旅費規定」による

第40条 〔試合の中止および中断の決定〕

① 試合の中止は,主審が1マ ッチコミッショナーおよびホームクラブの実行委員と協議のう
え決定する.ただし1主審が到着する前にやむを得ない事情により試合を中止する場合は,
マッチコミッショナーおよびホームクラブの実行委員が協議のうえ決定する.

② 主審が試合の中断を決定した場合1ホ ームクラブは試合を再開することができるよう最善
の努力をしなければならない .
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第41条 〔競技場への到着〕

双方のチームはバスを使用し1原則としてキックオフ時刻の70分前までに競技場に到着
しなければならない.

第42条 〔キックオフ時刻の厳守〕

① いずれのチームも,あ らかじめ定められたキックオフ時刻を厳守しなければならない.
② 不可抗力またはテレビもしくはラジオの同時中継放送の都合によリキックオフ時刻を遅ら
せる場合は1主審およびマッチコミッショナーの事前の承認を得なければならない.ただし.

テレビもしくはラジオの放送の都合による遅延は15分以内に限る.

③ いずれか一方のチームがキックオフ時刻に競技場に現れない場合1相手チームは45分間.
待機する義務を負う。

④ 後半のキックオフ時刻は,前半のキックオフ指定時刻 (主審とマッチコミッショナーに
より最終確認された時刻をいう)の 60分後とする。ただし1前半のロスタイム等が5分 を

超えた場合,超えた分だけ後半のキックオフ時刻を遅らせることとする。

第43条 〔敗戦とみなされる場合〕

試合が一方のチームの責に帰すべき事由により開催不能または中止となった場合には,そ

の過失あるチームは,原則として0対3で敗戦したものとみなされる。

第44条 〔メンバー提出〕

① 双方のチームは1キ ックオフ時刻の150分前までに「メンバー提出用紙」に必要事項を記
入し1全選手の選手証とともにホームクラブの運営担当に提出し,試合エントリーを完了し

なければならない .

② 試合エントリー完了後からキックオフ時刻までの間における選手の変更は,練習中の負傷
または急病等やむを得ない事情があり1かつ,主審およびマッチコミッショナーの承認を得
た場合に限り認められる.な お1この条項によって認められる選手の変更は次の各号の通り

とする。

(1)先発選手の場合,控え選手を先発選手に変更し,新たな選手を控え選手として補充す
ることができる.当該先発予定選手を控え選手に変更することはできないが1ゴールキ
ーパーについては例外として認める.

(2)控え選手の場合.新たな選手を補充できる。

第45条 〔主審の確認事項〕〈肖1 除〉

第46条 〔選手の交代〕

試合中の選手の交代は,次の各号のとおりとする。

(1)選手の交代は. 3名以内とする.

(2)交代は,退出する選手の選手番号を交代ボードで提示したうえ.行わなければならない

第47条 〔不可抗力による開催不能または中止〕

試合が不可抗力により開催不能または中止となった場合,そ の勝敗の決定方法は,理事
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会において協議のうえ決定する

第48条 〔開催不能または中止となった試合の記録〕

開催不能または中止となった試合の出場および得点は,記録されない。ただし,警告・退

場の処分については規律委員会に委ねられるため,記録として残る場合がある.

第49条 〔入場料金の払い戻し〕

入場料金の払い戻しは1原則として次の各号の場合に行う.

(1)試合が不可抗力により開催不能または中止となった場合

(2)試合前に1いずれかのチームの責に帰すべき事由により試合が開催不能となった場合

第50条 〔係 員〕
① ホームクラブは1試合実施を円滑に進行するため,次の各号の補助係員をおき1必要な
業務を行わせる。

(1)場内外の警備。案内要員

(2)場内放送要員

(3)ボールボーイ

(4)担架要員 (8名 .担架を2台用意 しておくこと)

② ホームクラブは1マ ッチコミッショナーが円滑に業務を行うため,ホームクラブの運営
担当との交信が可能な通信機器を持ち合わせた補助係員をおかなければならない.

第51条 〔マスコミ対応〕

① 報道関係者の取材 (イ ンタビューを含む)は ,原則として練習開始から試合終了時まで
は行わない.ただし,そ れぞれのクラブの広報担当を通じての取材は行うことができる.

② 試合におけるホームクラブのマスコミ対応は次のとおりとする.
(1)カ メラ (スチールおよびテレビ):こ よる撮影およびペン記者の取材場所を指定する

(2)「試合メンバー表」 (別紙10)の配布は1キ ックオフ時刻の110分前までに行う

(3)ハーフタイム時には双方の監督のコメント等を配布する

(4)試合終了後,対戦した両クラブは共に,監督については記者会見を1選手については1

取材対応を行わなければならない.

(5)試合終了後の監督記者会見及び選手取材対応の場所を設ける

(6)記者室およびカメラマン室を設ける

第52条 〔公式記録〕

① 記録員は,所定の公式記録用紙 (別紙11)に より.試合記録を作成し1試合終了後,内
容確認のためマッチコミッショナー.主審およびホームクラブの運営担当 (正 )の署名を

受けたのち=すみやかに報道関係者等に配布する.

② ホームクラブの運営担当 (正 )は ,公式記録の原紙をすみやかにJリ ーグ事務局に提出
しなければならない (観客数は入場者実数を記入).
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第53条 〔試合運営報告〕

① ホームクラブの実行委員は1試合の実施または運営に関し問題が生じた場合,試合終了
後すみやかに「試合運営報告書」(別紙12)に必要事項を記載し,Jリ ーグ事務局に提出し

なければならない .

② Jク ラブは,試合終了後可及的すみやかに「Jリ ーグ傷害報告書」をJリ ーグ事務局に

対し提出しなければならない。なお1選手が試合中に負傷した場合には1チームドクター

の所見を得1チームドクターの署名あるものを提出するものとする.

第54条 〔退場処分〕

退場処分を受けた選手は.規律委員会の決定があるまで出場を停止される.ま た,退席

処分を受けたチームスタッフについても同様とする.

第55条 〔警告による出場停止処分〕

累積された警告による出場停止処分は.規律委員会が定めるところによる.

第4節 試合の収支
第56条 〔試合の費用負担等〕

ホームクラブは1ホ ームゲームにおける収入を受領し,その試合の開催に要する次の費用

を負担する.

(1)運営人件費

(2)競技場使用料 (付帯設備使用料を含む)

(3)競技場仮設設備設置費用 (テ ント設営料等)

(4)入場券・招待券の印刷費

(5)入場券販売手数料

(6)広告宣伝費

(7)ク ラブスポンサーの看板等の費用 (競技場への掲出料を含む)

(8)そ の他運営に係わる費用

第57条 〔不可抗力による試合中止等の場合の費用の負担〕

すでに何らかの経費の発生している試合が,不可抗力により開催不能または中止となった

場合には,ホームクラブにおいて発生した前条第1号から第4号 までの費用および入場料金

払戻し手数料ならびに双方のチームにおいて発生した交通費・宿泊費はJリ ーグが負担す

る.

第58条 〔帰責事由あるクラブの費用の補償〕

① ホームクラブの責に帰すべき事由により試合が開催不能または中止となった場合1ホーム
クラブはビジターチームに発生した交通費・宿泊費を補償しなければならない.

② ビジタークラブの責に帰すべき事由により試合が開催不能または中止となった場合1ビ
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ジタークラブはホームクラブに発生した第56条第1号から第8号までの費用および入場料金

払戻し手数料ならびに交通費・宿泊費を補償しなければならない.

第59条 〔公衆送信権〕

① Jリ ーグ公式試合の公衆送信権 (テ レビ1ラ ジオ放送権.イ ンターネット送信権その他一

切の公衆送信を行う権利を含む.以下「公衆送信権」という)はすべてJリ ーグに帰属する.

② Jリ ーグ公式試合の公衆送信権料は別途Jリ ーグが定めるところによる.

③ 前項の公衆送信権料は,別途定める基準によりすべてのJク ラフにそれぞれ配分するもの
とする.

第60条 〔収支報告〕

Jク ラブは. リーグ戦終了後30日 以内に,収支報告として,主管した試合の「試合収支

決算書」(別紙13)の写しをJリ ーグに提出しなければならない.

第61条 〔納付金〕

ホームクラブは1協会が指定する試合の入場料収入の3%相当額を,そ の試合の属する大

会が終了した後60日以内に,協会に納付 しなければならない.た だし,2007年度および

2008年度は当該納付金は2%と する.

第62条 〔納付期限〕

① Jlクラブは1 リーグ戦終了後60日以内に,所定の納付金を納めなければならない.
② J2クラブは, リーグ戦終了後60日以内に1所定の納付金を納めなければならない.

第63条 〔遠征費用〕

① チームの遠征に要する交通費・宿泊費は1「旅費規程」第2条の定めるところによる.
② ホームクラブの都合によリホームタウン以外の競技場で試合を実施したことにより発生
したビジターチームの交通費・宿泊費の増額分は1ホームクラブが負担する.

③ 公式試合を無事に終了したが1不可抗力など理事会が認める理由によりその日または1
翌日の帰路に影響が出た場合には1双方のチームにおいて発生した宿泊費をJリ ーグが負

担する.
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2008J10J2入れ替え戦試含実施要頂

第 1条 〔趣 旨〕
本実施要項は12008Jリ ーグディビジョン1(以下「Jl」 という)と Jリ ーグディビ

ジョン2(以下「J2」 という)の実施に関し定める.試合の実施に関して本要項に定め
のない事項については.『2008Jリ ーグ試合実施要項』を準用する.

第 2条 〔Jl・ J2ク ラブの入れ替え〕

① Jlに おける年間順位の17位118位のクラブがJ2に降格し,J2における年間順位の
1位 . 2位のクラブがJlに昇格する。

② Jlに おける年間順位が16位のクラブとl J2に おける年間順位が 3位のクラブは1入
れ替え戦を実施し,その勝者がJlと なり1敗者がJ2と なる。

③ J2に おける年間順位上位3ク ラブのいずれかが,10月 の理事会までにl Jリ ーグ規約
第19条に規程するJlク ラブの資格要件を具備する目途がたたない場合1第 1項および第
2項の規程にかかわらず,次の通りとする。

(1)当該J2ク ラブは,Jlに昇格することができない
(2)当該J2ク ラブが一つの場合l Jlにおける年間順位の下位2ク ラブがJ2に降格し1
J2に おける年間順位の上位 3ク ラブのうち資格を満たす2ク ラブが入れ替え戦なしに
Jlに昇格する

(3)当該J2ク ラブが複数の場合1入れ替え戦の実施方法については1理事会で審議決定
する

④ Jlク ラブまたはJ2ク ラブ (以下総称して「Jク ラブ」という)が会員資格を喪失し
た場合の入れ替えの実施方法については,理事会で審議決定する。

第 3条 〔大会方式〕

Jl・ J2入れ替え戦は.ホ ーム&ア ウェイ方式により2試合を行いl J2ク ラブが第
1戦のホームゲームを行う.

第 4条 〔出場資格〕

2008年 8月 29日 までに協会への選手登録およびJリ ーグ登録を完了した選手のみが1入れ

替え戦への出場資格をもつ

第5条 〔試合の勝敗の決定〕

① 入れ替え戦は1試合90分間 (前後半各45分 )とする。
② 2試合が終了した時点で1勝利数が多いチームを勝者とする.
③ 2試合が終了した時点で.勝利数が同数の場合には1次の各号の順序により勝者を決定
する.
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(1)2試合の得失点差

(2)ア ウェイゴール数

(3)2試合目終了時に,30分間 (前後半15分間)の延長戦

(4)PK方式 (各チーム 5人ずつ.決着がつかない場合は 6人 日以降は 1人ずつで,勝敗が

決定するまで)

④ 前項第 3号の延長戦に出場する者は. 2試合目終了時にビッチ内でプレーしていた選手と
する.た だし, 2試合目と合わせて最大 3名 までの交代を行うことができる。また,延長戦

に入る前の休憩時間にビッチ内に入ることができる者は,「メンバー提出用紙」に記載され

たチームスタッフおよび選手とする.た だし1主審により退場または退席を命じられた者を

除く.

⑤ 第 3項第 4号におけるPK方式に参加できる者は,延長戦終了時にビッチ内でプレーして
いた選手のみとする.た だし,ゴールキーパーについては,負傷によリプレー続行不可能で.

かつ延長戦終了までに選手交代が 3名に達していない場合に限り]残 りの交代要員と交代す

ることができる。

⑥ 第 3項第 4号におけるPK方式は,ホーム側のゴールを使用するものとする.ただし,主
審がピッチおよびゴールの状況1選手の安全確保等に問題があると判断した場合は1ビジタ

ーチーム側のゴールを使用することができる.

第 6条 〔広告看板等の設置〕

① 競技場には、Jリ ーグが指定した位置にJリ ーグ看板を掲出できるスペースを別表1の とお
り確保しなければならない。

(1)サイズ :Jlク ラブ 900mm× 6,000mm  J2ク ラブ 900mm× 15,000mm

(2)枚 数 :1枚
② 競技場には、Jリ ーグが指定した位置に下記記載のJリ ーグスポンサーの広告看板等を掲
出できるスペースを別表1の とおり確保しなければならない.

(1)広告看板

サイス
゛
:900mm× 6,000mm

枚数 :最大24枚

色 :4色

(2)横断幕

サイズ :基本1,200mm× 7,500mm

色 :4色

(3)ア ドタイム看板

基本サイズ :860mm× 6,000mm

画面数 :最大16面

色 :4色

(4)電光看板

基本サイズ :800mm× 99,200mm

観客等の視野を妨げるものであってはならない.

(5)90° システムシート

枚数 :最大8枚
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色 :4色

(6)コ ーナー看板

サイス::1,500mm× 1,500mm

枚数 :最大2枚

色 :4色

(7)ゴ ール裏ミニ看板

サイス::500mm× 1,500mm

枚数 :最大4枚

色 :4色

③ 競技場にはJリ ーグが指定した位置にフェアプレーキャンペーン用パネルを掲出できる
スペースを確保 しなければならない.

サイズ :500mm×500mm

枚 数 :2枚

位 置 :ベ ンチ横.ハーフウェイライン側
④ クラブスポンサーの広告看板または横断幕を掲出する場合は1次の各号の条件を満たさ
なければならない .

サイズ :900mm× 4,500mm

色  :4色
⑤ クラブが回転式看板[ア ドタイム1.電光看板およびその他Jリ ーグがその仕様につき未承
認の看板を掲出する場合は,原則として掲出を希望するシーズン開始前までに当該看板の

使用についてJリ ーグ事務局に申請し=その承認を得なければならない.

⑥ 第2項および第3項の広告看板等の設置位置は,次の各号のとおりとする.ただし,観客
等の視野を妨げるものであってはならない.

(1)タ ッチライン側 :タ ッチラインから5m以上離れていること

(2)ゴ ールライン側 :ゴールラインから5m以上離れたカメラマン用のラインに沿ってい
ること

⑦ クラブが,あ らゆる掲出物を出す場合は,原則として掲出日の7日前までに所定の「広告
掲出申請書」(別紙2)によりJリ ーグ事務局に申請し,その承認を得なければならない.

第 7条 〔試合エントリーの選手の人数〕

各試合にエントリーできる選手の人数は,Jl・ J2と もに1チ ーム18名以内とする

第 8条 〔手当等〕

① 審判員の手当て等は以下のとおりとする。
手当て :主審 120,000円  副審60,000円  第4の審判員20,000円
交通費・宿泊費 :Jリ ーグの「旅費規程」による。

② マッチコミッショナーの手当て等は以下のとおりとする.
手当て :30,000円

交通費・宿泊費 :Jリ ーグの「旅費規程」による
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第 9条 〔チームの責に帰すべき事由による開催不能または中止〕

試合が一方のチームの責に帰すべき事由により開催不能または中止となった場合,その過

失あるクラブの処分および勝敗の決定については1理事会にて協議のうえ決定する.

第10条 〔不可抗力による開催不能または中止〕

試合が不可抗力により開催不能または中止となった場合,その勝敗の決定方法は.理事会

において協議のうえ決定する.

第11条 〔出場停止処分〕

① Jlそ の他公式試合において退場もしくは退席処分を受け=これによる出場停止が未消化
である場合には1本大会において消化する.

② 本大会において退場もしくは退席処分を受け.こ れによる出場停止が本大会において未消
化の場合には,協会の定める直近の公式試合において消化する。

第12条 〔公衆送信権〕

Jリ ーグ公式試合の公衆送信権 (テ レビ,ラ ジオ放送権1イ ンターネット送信権その他一

切の公衆送信を行う権利を含む。以下「公衆送信権」という)は すべてJリ ーグに帰属する.

第13条 〔主管権〕

Jリ ーグは,各試合の主管権を各ホームクラブに委譲する.

第14条 〔収支報告〕

各ホームクラブは,本大会終了後30日以内に.収支報告として,主管した試合の「試合収

支決算書」(別紙13)の写しをJリ ーグに提出しなければならない.

第15条 〔納付金〕

① ホームクラブは1協会が指定する試合の入場料収入の3%相当額を,そ の試合の属する大
会が終了した後60日以内に,協会に納付しなければならない.た だし12007年度および

2008年度は当該納付金は2%相当額とする.

② ホームクラブは,主管した試合の入場料収入のうちの10%相当額をJリ ーグに納付しなけ
ればならない。ただし,シーズンチケットに本大会へ入場する権利が含まれている場合は,

シーズンチケットの料金のうち,本大会相当分を含めた額を入場料収入という。

第16条 〔納付期限〕

ホームクラブは1本大会終了後60日以内に,所定の納付金を納めなければならない

第17条 〔遠征経費〕

チームの遠征に要する交通費・宿泊費は,出場クラブが負担する
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2008Jリーグヤマザキナビスコカップ試合実施要頂

第 1条 〔趣 旨〕
本実施要項は,2008Jリ ーグヤマザキナビスコカップ (以下「本大会」という)の試合

(以下「試合」という)の実施に関して定める.試合の実施に関して本要項に定めのない事
項については『2008Jリ ーグ試合実施要項』を準用する.

第 2条 〔大会方式〕

① 本大会は.Jlク ラブが参加する。16チ ームを4つのグループに分け14チームのグループ
はグループ内で2回戦総当りの予選リーグを行う.た だし1鹿島アントラーズおよびガンバ

大阪は,AFCチ ャンピオンズリーグ2008予選リーグに出場するため予選リーグを免除され
る.な おl AFCチ ャンピオンズリーグ2007において優勝 した浦和レッズは.予選リーグよ

り出場する.

② 予選リーグのグループ分けは,次のとおり.
グループA:浦和レッズ.名古屋グランパス.京都サンガF.C..ヴ ィッセル神戸
グループB:FC東京,東京ヴェルディ1清水エスパルス1ジュビロ磐田
グループC:コ ンサドーレ札幌,ジェフユナイテッド千葉1柏 レイツル,川崎フロン

ターレ

グループD:大宮アルディージャ,横浜F。 マリノス1アルビレックス新潟,大分 トリ
ニータ

③ 予選リーグの各グループ1位4チームおよび各グループ2位のうち上位2チーム (計6チーム)
と鹿島アントラーズ1ガンバ大阪の2チームを加えた計8チームが決勝トーナメントに進出

する。

④ 決勝トーナメントは1準 決々勝および準決勝をホーム&ア ウェイ方式 (計 2試合),決勝
を 1試合で行う.

第3条 〔試合の主催等〕

① 試合は,すべて協会およびJリ ーグが主催し, Jリ ーグが主管する。
② Jリ ーグは1予選リーグから準決勝までの試合の主管権をホームクラブに譲渡する。

第 4条 〔出場資格を得るための追加登録期限〕

2008年8月 29日 までに協会への選手登録を完了し,かつJリ ーグ登録を行った選手のみが

試合への出場資格を有する.

第5条 〔試合の勝敗の決定〕

① 予選リーグの試合は.90分間 (前後半各45分 )で勝敗が決定しなかった場合には1引 き
分けとする.

② 予選リーグが終了した時点で1勝点 (勝利3点 1引 き分け1点 1敗戦0点)の合計が多いチ
ームを上位とし,順位を決定する。ただし.勝点が同一の場合は1次の各号の順序により

順位を決定する.
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(1)得失点差

(2)総得点数

(3)当該チーム間の対戦成績 〔イ.勝点 口.得失点差 ハ.総得点数〕
(4)抽選

③ グループ2位の成績上位2チームは次の各号の順序により決定する.
(1)予選リーグでの勝点

(2)得失点差

(3)総得点数

(4)抽選

④ 準 決々勝は90分間 (前後半各45分 )の試合を行う.
⑤ 2試合が終了した時点で1勝利数が多いチームを勝者とし,準決勝進出チームとする。
⑥ 2試合が終了した時点で,勝利数が同数の場合には1次の各号の順序により勝者を決定する。

(1)2試合における得失点差
(2)ア ウェイゴール数

(3)2試合目終了時に130分間 (前後半各15分)の延長戦
(4)PK方式 (各チーム 5人ずつ1決着がつかない場合は 6人日以降は 1人ずつで,勝敗が

決定するまで)

⑦ 第 6項第 3号の延長戦に出場する者は1 2試合目終了時にビッチ内でプレーしていた選手
とする。ただし, 2試合日と合わせて最大3名 までの交代を行うことができる.ま た,延長

戦に入る前の休憩時間にビッチ内に入ることができる者は,「 メンバー提出用紙」に記載さ

れたチームスタッフおよび選手とする.た だし1主審により退場または退席を命じられた者

を除く.

① 第 6項第 4号におけるPK方式に参加できる者は1延長戦終了時にビッチ内でプレーして
いた選手のみとする。ただし1ゴールキーパーについては.負傷によリプレー続行不可能で1

かつ延長戦終了までに選手交代が3名に達していない場合に限り,残 りの交代要員と交代す

ることができる。

⑨ 準決勝についても1準々決勝同様に行い.決勝進出チームを決定する。
⑩ 決勝の試合は,90分間 (前後半各45分 )で勝敗が決定しなかった場合,次の各号の順序
により勝者を決定する.

(1)30分間 (前後半各15分)の延長戦

(2)PK方式 (各チーム5人ずつ,決着がつかない場合は6人日以降は1人ずつで勝敗が決

定するまで)

① 第10項第1号の延長戦に出場する者は,その直前の90分間の交代人数と合わせて,最大3
名までの選手交代を行うことができる.

⑫ 第10項第2号におけるPK方式に参加できる者は1延長戦終了時にビッチ内でプレーして
いた選手のみとする。ただし1ゴールキーパーについては1負傷によリプレー続行不可能で,

かつ延長戦終了までに選手交代が3名に達していない場合に限り]残 りの交代要員と交代す

ることができる。

⑬ 第 6項第 4号および第10項第 2号におけるPK方式は1ホーム側のゴールを使用するもの
とする.た だし主審がビッチおよびゴールの状況,選手の安全確保等に問題があると判断し

た場合は,ビジターチーム側のゴールを使用することができる。
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第6条 〔順位の決定および表彰〕

決勝における勝者を優勝]敗者を2位 1準決勝における敗者を3位 として,別途定める
「表彰規程」により表彰する。

第7条 〔広告看板等の設置〕

① ホームクラブは1競技場において,Jリ ーグの指定した位置に大会タイトル看板を掲出
できるスペースを確保 しなければならない .

サイス
゛
:900mm× 6,000mm

枚 数 :1枚

② ホームクラブは,競技場において,Jリ ーグの指定した位置に冠スポンサーおよびサブ
スポンサーが,広告看板1ま たは横断幕を掲出できるスペースを確保 しなければならない.

サイズ

イ.冠スポンサー   900mm× 6,000mm
口.サブスポンサー  900mm× 6,000mm

枚 数
イ.冠スポンサー   6枚
口.サブスポンサー  最大10枚 (1社につき1枚 )

③ 決勝については.回転式看板 〔ア ドタイム〕または電光看板、90° システムシー ト等を
使用する

④ 第2項その他の広告看板および横断幕の設置位置は1次の各号のとおりとする。ただし,
観客等の視野を妨げるものであってはならない.

(1)タ ッチライン側 :タ ッチラインから5m以上離れていること

(2)ゴールライン側 :ゴールラインから5m以上離れたカメラマン用のラインに沿っていること

⑤ クラブスポンサー等の広告看板、横断幕.回転式看板 〔アドタイム〕および電光看板を掲
出する場合は,原則として掲出日の7日前までに所定の「広告掲出申請書」 (別紙2)に より

Jリ ーグ事務局に申請し=その承認を得なければならない.

第8条 〔手当等〕

① 審判員の手当て等は以下のとおりとする.
手当て :主審 120,000円  副審 60,000円  第4の審判員20.000円
交通費・宿泊費 :Jリ ーグの「旅費規程」による

② マッチコミッショナーの手当て等は以下のとおりとする.
手当て :30,000円

交通費・宿泊費 :Jリ ーグの「旅費規程」による

第9条 〔アクレディテーションカード(AD証 )〕

① 予選リーグから準決勝までの試合については1『2008Jリ ーグ試合実施要項』に定めるア
クレディテーションカード (AD証 )およびホームクラブの発行するAD証により]競技場に

おける通行可能エリアを指定する.

② 決勝の試合については,Jリ ーグが別途発行するAD証により,競技場における通行可能
エリアを指定する.
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第10条 〔納付金〕

① ホームクラブは1協会が指定する試合の入場料収入の3%相当額を1その試合の属する大
会が終了した後60日 以内に1協会に納付 しなければならない。ただし,2007年度および

2008年度は当該納付金は2%と する。

② 準々決勝および準決勝のホームクラブは1主管した試合の入場料収入のうちの10%相当
額をJリ ーグに納付しなければならない.ただし1シーズンチケットに本大会へ入場する権

利が含まれている場合は1シ ーズンチケットの料金のうち1本大会相当分を含めた額を入場

料収入という.

第11条 〔遠征経費〕

チームの遠征に要する交通費・宿泊費は以下のとおりとする.

(1)予選リーグから準決勝までの試合については1出場クラブが負担する

(2)決勝については「旅費規程」第2条に基づきJリ ーグが負担する
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別紙 1

救急用機器 。医薬品

カテゴリー 品名 数量

器材類

自動体外式除細動器 (AED) 1式

アンビューセット 1箱

濃縮酸素 2本

血圧計 1本

聴診器 1本

体温計 1本
ペンライト 1本

ギプスシーネ (4イ ンチ×15イ ンチ) 2本

アルフェンスシーネ (指用) 2本

手袋 (未消毒) 少々

ハサミ (13.5cm) 2本

ピンセット 2本

毛抜き 2本

爪切り 2本
ガーゼ 。包帯類 眼帯 2個

アミホータイ 2本

伸縮ホータイ 2本

指キャップ 2本

三角巾 2枚
メディカルテープ 2本

サージカルテープ 2本
′`、ルパッド 2本

弾力包帯 (5cm,7.5cm,20cm) 各 2本

滅菌ガーゼ (中 ) 10袋

救急絆 1箱

薬品類 消炎鎮痛剤 100錠

解熱剤 ∞錠

胃腸薬 1∞錠

総合感冒薬 100P

鎮痙剤 ∞錠

下痢止め 1箱 (小)

めまい用薬 30錠

消毒薬 。外用薬など消毒薬 1瓶

目薬 1本

湿布薬 10袋
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月1糸氏2

(1ページロ) リーグ使用桐

事務局長 所 属 長 担 当

広 告 掲 出 申請 書

(社 )日本プロサッカーリーグ
チェアマン 鬼武 健二 殿

下記のとおり競技場内(観客席を除く)ヘチームスポンサー等の広告を掲出することを申請いたします。

年  月  日
クラブ名

実行委員

※サイズ、デザインロゴ、色彩等資料に関する資料があれば、添付すること
※電光看板に関しては、データをJリーグ事務局宛に送付すること

印

大 会 名 ①Jl ②J2 ③リーグカッフ
°
④Jサテライトリーク

・
⑤その他(

対象試合

掲出媒体 ①看板 ②横断幕 ③ユニフォーム ④その他(

件  数 件

広告社名 業  種
自粛カテゴリー (該当しない ・ 該当する)

内 容 (※サイズ、デザインロゴ、色彩等を記入、複数ある場合2へ
・―ゾロ以降に記入 )
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年  月  日
(2ページロ以降 )

チーム名

広告社名 業種 自粛カテゴリー (該当しない ・ 該当する)

内 容 (※サイズ、デザインロゴ、色彩等 )

広告社名 業種 自粛カテゴリー (該当しない ・ 該当する)

内 容 (※サイズ、デザインロゴ、色彩等)

広告社名 業種 自粛カテゴリー (該当しない ・ 該当する)

内 容 (※サイズ、デザインロゴ、色彩等)

広告社名 業種 自粛カテゴリー (該当しない ・ 該当する)

内 容 (※サイズ、デザインロゴ、色彩等)

[改訂 :2008年2月 19日 ]
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別紙 3

選 手 登 録 申 請

■選手基本情報

選手本名 (必須 )

選手本名カナ (必須 )

選手本名英字 (必須 )

JFA選手登録番号 (必須 )

生年月日(必須 )

国籍 (漢字/英字)(必須 )

出生地 (漢字/英字)(必須 )

外国籍扱い (必須 ) ○日本人 ○準日本人扱い ○外国籍扱い

■登録情報

選手登録名 (必須 )

選手登録名カナ (必須 )

選手登録名英字 (必須 )

選手種別 (必須 )

特別指定選手 (必須 )

新加入/新卒 (必須 )

背番号

ポジション(必須 )

身長 (必須 )

体重 (必須 )

血液型 (必須 )

所属クラブ

契約開始日

契約終了日

期限付移籍 (必須)

保有権のあるクラブ

選手登録区分 (必須)

負荷心電図

′いエコー

○第1種TOP可 ○第2種TOP可 ○第1種TOP不可 ○第2種TOP不可 ○その他
○はい ○いいえ
○新加入 ○新卒 ○新加入/新卒 ○なし (対象外)

OGK ODF OMF OFW
crn

kg

OA型 OB型  00型  OAB型  ○不明

/

/

○はい ○いいえ

○プロA OプロB OプロC O非統一 〇社員選手 ○アマチュア

備考
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■その他



別紙 4

役員・チームスタッフ登録申請

■役員基本情報

役員本名 (必須)

役員本名カナ (必須)

役員本名英字 (必須)

生年月日(必須)

国籍 (漢字/英字)(必須)

外国籍扱い(必須 ) ○日本人 ○外国籍扱い

/

■登録情報

役員登録名 (必須)

役員登録名カナ (必須)

役員登録名英字 (必須)

役職1(必須)

役職2

役職3

役職を選択してください ▼

役職を選択してください ▼

役職を選択してください ▼

○トップ ○サテライト
○トップ ○サテライト
○トップ ○サテライト

○トップ・サテライトとも

○トップ・サテライトとも

○トップ・サテライトとも

■その他

指導者資格

資格取得年月日

備考

OS級相当 OS級 OA級 OB級 ○資格なし
/
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別紙 5

Jリ ーグメンバー提出用紙

年  月  日
◎選手の届出棚に1～ 18(J2リ ーグ職、Jサテライトリーグ
は1～ 16)の番号を記入する。
番号のうち、1～ 11は 先発メンバーを表す。
1は GK。 2～ 11は DF、 守備的MF、 MF、 FWの順で、
各ポツションの右から順に記入する。
◎チームスタソフの届出欄に、1～ 6の 番号を記入する。

シャツ ストッキング

フィールドプレーヤー

ゴールキーパー

マッチコミノンヨナー

主審

副審 1

4 th

副審 2

居出  ポツション  番号 選手 外扱  累警 届出  ポジション  番号 選手 外扱  累警

届出 役職 チームスタノフ

記入
=署
名 マ ′チコミッショナー署名
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卜Ｏｒ

盤コ狐

ｏ単ヨ吹



別紙 7

リー グ使用欄

事務局長 所属長 担 当

試合開催に関する変更申請書

(社 )日本プロサッカーリーグ
チェアマン 鬼武 健二

(該当項目を○で囲む) ①開催地 (競技場) ②開催日

下記のとおり試合開催に関する変更をしたく、申請いたします。

③キックオフ時刻

大 会 名 ①Jl ②J2 ③リーグカップ ④Jサテライトリーグ ⑤その他 ( )

対戦カード

試 合 日 年   月   日(   )キ ックオフ時刻

競 技 場

〔変更希望〕

①競技場

②試合日 年   月   日(   ) ③キックオフ時刻

変更理由

殿

年1   月   日
クラブ名 :

実行委員 : Fロ
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別紙 8

Jリーグマッチコミッショナー報告書

氏 名

大 会 名 2008Jリ ーグ

Jlリ ーグ戦

J2リーグ戦

第   節

第   節

ヤマザキナビスコカップ (

その他の大会 (

VS
チーム名

競技場名

試合結果

延長

PK

月

)(

開催 日

キックオフ

遅延理由

審判アセッサー

審 判 員

入場者数

天 候

ピッチ状況

2008年 日   (

前半

後半

前半

後半

(指定時刻

(指定時刻

(ロスタイム表示

(ロスタイム表示

分 )

分 )

主審 国内( )級 / 国際主審・副審

国内( )級 / 国際主審・副審

国内( )級 / 国際主審。副審

国内(_)級 /国際当菫 亘墜

(気温 度)(湿度   %)

副審 1

副審2

第4の審判員

人

/10

(10点満点で評価する)

※競技場の付帯設備状況と環境への配慮
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2008年    月     日 VS

審判員について

1.主審の評価

(各項目を◎○△ の4段階で評価し、標準を○とする)

試合を通してのコントロールは適切か

判定は一貫していたか

アドバンテージの適用は適切か

警告。退場は適切か

姿勢・態度は毅然としていたか

選手とのコミュニケーションは適切か

ホイッスル・シグナル・ジェスチャーは分かりやすかったか

スタミナ・スピードは十分であったか

ポジショニングは適切か

副審。第4の審判員との協力は適切か

協会・リーグからの通達を遵守していたか

2.副審の評価

Al   A2 Al   A2

主審との協力は適切か

オフサイドの判定は適切か

ポジショニングと動きは適切か

ングナルは適切か

姿勢。態度は毅然としていたか

3.第 4の審判員の評価

主審・副審との協力は適切か

ベンチコントロールは適切か

交代選手の手続きは適切か

負傷者への対応は適切か

ロスタイムの表示は適切か

4.全体的なコメントやクラブからの質問など
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20084千
1    月     日 VS

フ ェ ア プ レ ー
中
に つ い て  (各 項 目を◎○△ の4段階で評価し、標準を○とする)

相手競技者に敬意を払っていたか (選手は無用な反則などを多く犯していなかったか、など)

選手は常に積極的にプレーし試合のスピードアップをはかり、最後まで全力を尽くしていたか

ホーム

ホーム  アウェイ

ム

選手はファウルされたふりや負傷したふり、遅延行為などしていなかったか

選手の装身具、ユニフォームの着用は適切であったか

審判員に敬意を払っていたか (選手は審判の判定に素直に従っていたか、など)

ホーム ェイ

チームスタッフの行動は適切であったか

(ベンチスタッフのマナーやテクニカルエリアの使用は適切だったか、など)

ホーム

観客の行動

(チームを励まして、試合を肯定的な雰囲気にしていたか、相手チームや競技者に敬意を払っていたか、など)

試 合 全 般 に つ い て  (各項目を◎○△ の4段階で評価し、標準を○とする)

Jリーグの価値を高め、子供達の模範となるような試合内容で観客を魅了していたか

ム  ア
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2008年   月   日 ヽ S

運営について

1.運営全般

(各項目を◎○△ の4段階で評価し、標準を○とする)

実行委員、運営担当は適切に任務を果たしていたか

スケジュール設定、進行は適切か

試合中のフィールド上人員の管理は適切か

担架要員。ボールパーソンの行動は適切か

身障者への準備、対応は適切か

医事運営は適切か

メディア関係者への対応は適切か

試合会場内外の案内表示、誘導は分かりやすかつたか

イベントや飲食売店、配布物等は充実していたか

ファンサービスは適切か、来場者は満足したか

2.セキュリティ全般

入場者は適切に予測されていたか

場内係員および警備員の配置、対応は適切か

警察、消防との連携は適切か

観客 (スタンド)の安全は守られていたか

持ち込みや使用はなかったか

手、審判員、スタッフの安全は守られていたか

客の入退場は安全かつ円滑に行われていたか

緊急時に連絡する手段が確保されていたか

両チームのサポーターの動向が的確に把握されていたか

特記事項
(マッチ・コーディネーション・ミーティングの内容、運営セキュリティー・に関する事項や、印象に残るフェアプレーなど)

112



年  月  日

社団法人日本プロサッカー リーグ

チェアマン  鬼武 健二 殿

規律委員長  野村 六彦 殿

Jリ ー グ
マ ッ チ コ ミ ッ シ ョナ ー 緊 急 報 告 書

大 会 名

チーム名

試合結果

第    節

VS

)(

延長 ( )( )PK(

試合日時

競技場名

審判アセッサー

審 判 員

年   月   日 (   ) キックオフ

主審 副審 1

副審 2 第 4の審判員

緊急報告内容

(時間、チーム名、選手名などを確認し、発言者も明確にすること)

以上の通り報告いたします。

マッチコミッショナー署名
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別紙 10
(社)日本プロサッカーリーグ

試合メンバー表

〔マッチコミッショナー〕

審判員 生年月日(年齢) 1級登録 t審 /副審(通算) 備考
主  審
副   審
副  審
第4の審判員

位置 番号 選  手 生年月日(年齢) 身長/体重 出場/得点 (通算 ) 前所属チーム 警告

18名 :  歳

スタッフ 月H 年齢】

(ホーム)

〔今大会での成績〕

(ビ ジター)

〔今大会での成績〕

〔ンヤツ〕

〔シャツ〕

〔ショーツ〕

〔ショーツ〕

〔ストノキング〕

〔ストッキング〕

位置 番号 氏  名 生年月日(年齢) 身長/体重 出場/得点(通算) 前所属チーム 警告

平均年齢  先発 11名 :  歳   18名 :   歳
【スタッフ:役職 登録名 生年月日 午齢】
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コ

〔大会名〕

〔年月日〕

〔節 /日〕

〔キックオフ時刻〕
ッチ

〔競技場〕

別紙11

(社)日本プロサッカーリーグ

公式記録

(ホーム) 半

半

前

後

延長前半

延長後半

PK戦

(ビ ジター)

位

置

番

号 選 手
言十1 45 ∞ 105 120

分 警告、退場

位

置

番

号 選 手
計 145 ∞ 105 120

シュート
GK
CK

オフサイド)
PK

(注 1)オ フサイド欄の数字は、間接フリーキック数のうち、オフサ
イドによるものを表わす

(注2)・ :ハーフタイムなどのインターバル中あるいはPK戦中を
意味する

分 警告、退場

〔警告理由〕Cl:反スポーツ的行為、C2ラ フプレイ、C3異議、C4繰 り返しの違反、C5,E延行為、(Xl距離不足、C7無許可入、(選無許可去
〔退場理由〕Slf普 しく不正なプレイ、9:乱暴な行為、8:つ ば吐き、9:得点機会阻止(手 )、 S:得点機会阻止(他 )、 %:侮辱、C3警告2回

点経過 (～ :ド リプル、→ グラウン ドバス、 ↑:浮 き球のパス、 S:シ ュー ト

9th 12th   l 15th   16th

〔マッチコミッショナー〕

〔第4の審判員〕

〔記録員〕

〔主審〕 〔副審〕 〔副審〕

〔備考〕
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別紙 12

(社 )日本プロサッカーリーグ
チェアマン 鬼武 健二 殿

以上のとおり報告します。

年   月   日

リー グ使 用欄

事務局長 所 属 長 担 当

試 合 運 営 報 告 書

クラブ名 :

実行委員 :

運営担当 :

印

　

印

[改言丁:2003年 2月 18日 ]

大会 名 節・回 戦

日  時 年   月   日(   )キックオフロ寺刻l 競技場

対戦カード〔ホームクラブ〕 VS 〔ビジタークラブ〕

結  果 ( ) 90分 延長 (前 。後) PK

報 告 内 容

116



男」糸氏13

年  月  日

試合収支決算書
_′、
`乙

・チ

大 会 名 節・回戦

該当試合 VS年  月  日

券   種 単  価 枚  数 金 額

入

二則

　

士
冗

収

場 (計 )

当

　

日

券

入
(計 )

(合 計)
その他

(合 計)

〔A〕

①

②

①+②=③

④

③十④

彙賜 技 場 使 用 料

支

　

　

出

運 営   人   件 費

雑 費 (TEL、 FAX、 コピー、弁当、プレス対応)
その他

〔E3〕

」又  ヨ
=

〔A一 E3〕

立
替
金

(合 計)
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● A型看板
(HOmmmXW6,000mm)X最 大郎墓
●回転式曇板

(HaЮ mmXW5,034mm)X17回
● LED■ 板
(H800mmXW〔 X,,2(X〕 m)Xl甚

バックスタンド側

◇

オフィシャルスポンサーエリア

タイトル a線
a糸泉、

b線 b線

ヽ

И
同
圏
膠
／

―ル嘉ミニ看板

90°システム

ヽ
し
川

メインスタンド側

◆A点 =各競技場ロイヤルボックス露最前列中央.または.テレビ中組のセンターカメラ(2台ある場合は
ビッチ寄り)の何れかビッチに近い点.
◆a線 =A点から見て.オフィシャルスボンサー看板とクラブスポンサー層板が重ならない点を館んだ線
◆b線 =タッチライン延長線.
◆a組及びb線によって指定されたバックスタンド寄りのエリア(   鯛掛け部分)
※A型霜板掲出枚菫は、オフィシャルスボンサー数により上記と口なる場合がございます

ク
ラ
プ

ス
ポ

ン
サ
ー
エ
リ
ア

ク
ラ
ブ

ス
ポ

ン
サ
ー
エ
リ
ア

PK.｀ 、

レエ リア

ペナルティー.

ゴールライン

リア

ンツ フ

2008Jリ ーグオフィシャルスポンサー広告看板設置型 [月 11ヨ長‐1]

∞

｝
｝

⊂互≡董匹≡⊃

一

ヽ
例

圏

田



ユニフォーム要項

第 1条 〔趣 旨〕
本要項は1「 Jリ ーグ規約」第49条第4項の規定に基づき,公式試合におけるユニフォー

ムに関する事項について定める.

第 2条 〔使用義務〕

Jク ラブは,試合において,そ の所属チームの選手に,「ユニフォーム使用計画」に定め

るユニフォームを使用させなければならない。

第 3条 〔選手番号〕

① ユニフォームには1選手番号が明確に表示されていなければならない.
② 選手番号は事前にJリ ーグに登録し,シーズン途中の変更は認めない.
③ 前項の選手番号は,服地と明確に判別することができる色のものとし,そのサイズは1次
のとおりとする。

(1)シ ャツ 前面に高さ10～ 1 5cml背中は高さ25～30cm
(2)シ ョーツ 前面の右下に高さ8～ 1 0cm
④ 選手番号は,0は不可とし11を ゴールキーパー,2～ 11を フィールドプレーヤーとする。
12以降はポジションと無関係とし.40ま では欠番を認める.ただし1登録選手が41人 を超

えた場合は,41か ら連番で番号をつけることとし1欠番は認めない。

第4条 〔アームバンド〕

チームのキャプテンは,キ ャプテンであることを明確に表示するアームバンドを着用しな

ければならない.

第 5条 〔Jリ ーグマークおよびチャンピオンマーク等〕

① ユニフォームのシャツの右袖上腕部にはlJリ ーグ所定のJリ ーグマークをつけなければ
ならない.

② 前年度天皇杯全日本サッカー選手権大会の優勝チームおよび前年のJリ ーグ優勝チーム
は1前項のJリ ーグマークに代えて1そ れぞれ協会所定の「天皇杯チャンピオンマーク」お

よび「Jリ ーグチャンピオンマーク」をつけなければならない。

第 6条 〔チームエンブレム〕

ユニフォームには1チームエンブレムをつけることができる。

第7条 〔メーカー名の表示〕

① ユニフォームのメーカー名またはメーカーマークの表示は,次の場所およびサイズとする.
(1)シ ャツ 胸.1か所.20cm2以下
(2)シ ョーツ 1か所.20cm2以下

(3)ス トッキング 各2か所まで。1 2cm2以下
② シャツおよびショーツにはlJリ ーグ事務局長の事前の承認により1メ ーカー名またはメ
ーカーマークの入ったラインテープをつけること,な らびにメーカー名またはメーカーマー

クの透かしを入れることができる。

120



第8条 〔広告の表示〕

① ユニフォームに第二者のための広告を表示する場合には,スポンサーの名称および商品名
等を,事前に所定の「広告掲出申請書」(別紙2)によりJリ ーグ事務局に届け出なければ

ならない .

② 前項に基づく広告は1シ ャツに3か所1シ ョーツに1か所 (ただし,1か所につき1社に限
る)表示することができる.

③ 前項の広告を表示する場所およびサイズは,次のとおりとする。
(1)前 面 選手番号上部または下部.300cm2以下
(2)背 中 選手番号上部または下部.200cm2以下
(3)左 袖 50om2を超えないサイズ
(4)シ ョーツ前面左 80cm2を超えないサイズ

④ ユニフォームに,協会またはJリ ーグが指定するキャンペーンマークその他の広告以外の
ものを表示する場合にも,原則として前項のサイズによるものとする。

第9条 〔選手名の表示〕

① シャツおよびショーツには1選手名または通称を表示することができる。
② 前項の表示をする場所およびサイズ等は1次のとおりとする.
(1)場 所 シャツ背中の選手番号上部およびショーツ前面右下の選手番号上部または下
部.ただし1シ ャツ背中の選手番号上部に広告を表示している場合は,選手番号下部
(2)サイズ シャツ150cm21 1文 字の大きさ5 cm.シ ョーツ50cm2以下
(3)文 字 アルファベットにより表記し,直線的に表示
③ 選手名の表示を選手名または通称以外にて行うことを希望する場合は1事前に実行委員会
に申請し,承認を得なければならない、

第10条 〔その他表示できるもの〕

① シャツには1ホームタウン名または活動区域(lヶ所1 50cm2以下)を表示することができる.
② 選手番号には,チームエンブレムまたはチーム名を各数字の下辺中央部に高さ4cm以下で
lヶ 所に入れることができる .

③ ショーツ前面には1次のいずれかひとつをlヶ所に表示することができる.
(1)チーム名

(2)チームエンブレム

④ ストッキングには1次のいずれかひとつを表示することができる.
選手番号 各 lヶ 所

(2 チーム名 各 lヶ 所
(3 チームエンブレム 各 2ヶ 所まで

第11条 〔記念ユニフォーム〕

Jク ラブは,ク ラブの創立記念など特別の事情がある場合,Jリ ーグ事務局長の事前の承
認により,「ユニフォーム使用計画」に定めるユニフォームとは異なる記念のユニフォーム

を着用することができる.

(1

〔改 正〕
平成 8年 12月 24日

平成 10年 1月 29日

平成20年 2月 19日

平成11年 2月 16日

平成13年 2月 20日

平成14年 2月 19日

平成16年 2月 17日

平成18年 2月 21日

平成19年 2月 20日
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競技場検査要項 [2008年度用]

競技場の名称
|

[検査基準](*必要度)

*(A)=必ず具備しなければならない条件 [加算ポイント=0点 ]
*(B)=原 則として具備しなければならない条件 [加算ポイント=2点 ]
*(C)=具備することが望ましい条件 [加算ポイント=1点 ]

[検査項目]

設 備 内 容 *必要度 備  考

競

技

場

設

備

収容人数
15,000人以上 A

20,000人 以上 C

ビッチ

天然芝 (常緑)であること A

広さ=105m× 68m B

外側周囲に1.5m以上の芝生部分を確保 B

屋根
メインスタンドを覆う B

観客席のすべてを覆う C

照明 ピッチ内平均照明=1,500ルクス以上 B

観客席
椅子席で、10,000席以上 A
個席で、10,000席以上 B

来賓席
メインスタンド中央部に、屋根付き A
50席以上 B

放送ブース

メインスタンド中央部に、3人が座れ、ビッチ全体が見渡

せる。マイク、モニター、資料が置ける机を設置できる。
A

5ブース設置 A

テレビ中継関

連カメラ設置
スペース

メインスタンド中央部4台分 (4市×4台 ) A

両ゴール裏スタンド中央部2台分 (4耐×2台 ) A
メインスタンド側ペナルティエリアを囲む

ラインのうちゴールラインと平行なライン

付近各1台分 (4ポ×1台×2箇所 )

A

常設・専用のスペース A

テレビニュース関連
ENGカメラ設置スペース

メインスタンド中央部10社分(4M× 10社 ) A

テレビ中継車両
駐車スペース

中継車、衛星車、電源車、機材車、支援車 A カメラおよび放送ブースとケー

ブルまたは館内共聴にて連絡

ケーブル設置スペース A 中継車とカメラおよび放送ブース間

伝送用機材等
(アンテナ/
アンテナ搭載車
両/光ファイバ
ー用端末)設置
スペース

スタジア よび中継基地へ

試合中継映像を伝送するために必要な以下

の機材等を設置するためのスペース。
・テレビ局および中継基地へ伝送するた

めのアンテナ
・衛星へ伝送するためのアンテナ搭載車両
。光ファイバー用端末

A

すべて備わっていることが

絶対条件ではないが、いず
れか1つは必須。

記者席

メインスタンド中央部 以上 A

屋根付き。手元照明付きデスク(70cm×

50cm)を設置
B

カメラスペース

メインスタンド中央部に10社分 (4市×

10社 )のスペース
A

常設・専用のスペース B

記録室
ピッチ全体を見渡せる場所 A

個室で、エアコン付き B

ゴール

自色。丸形 (直径1 2cm)で、固定方法に

つきJリーグが安全性を認定したもの
A

埋め込み式 B

122



設 備 内 容 *必要度 備  考

競
技
場
設
備

ゴールネット
ボールを反発する補強材を使用しないで

取り付けるもの
A

スコアボード
得点、時間を表示できるもの A

電光掲示板 B

メンバー掲示板
出場メンバーを表示できるもの (スコア

ボードでの兼用可 )
A

掲揚ポール
3本以_Lを、メインスタンドから見える

場所に設置
A

ベンチ
透明な屋根付きで、13名 (J2は 11名 )以上着席可 A
固定式 B

付

帯

設

備

選手更衣室

2室。ベンチ25人分。温水シャワー。 A
120ポ以上。左右に分けて設置。エア

コン、マッサージ台、温水シャワー8基

以上、洋式トイレを設置

B

練習場
設置 A
室内 B
2か月斤 C

医務室
ベッド、冷蔵庫、洗面台、担荷を設置 A
エアコン付き B

審判更衣室

4人収容可能な部屋。 A

選手更衣室から離して設置。エアコン、

洋式トイレ、温水シャワーを設置
B

2部屋確保。応接セットを設置 C

本部室
電源、電話回線を設置 A

100耐以上の部屋を2室。エアコン付き B

来賓室 設置 B

記者室
電源、電話回線を設置 A

80人以上収容可能。エアコン付き B

カメラマン室

電源、電話回線を設置 A

50ポ以上 B

暗室付き C

インタビュールーム
設置 A

100ポ程度、エアコン付き C

警察。消防
控え室

設置 A

観客席全体が見渡せること B
ドービングコントロール室 設置 A

そ
の
他
の
設
備

入場券売り場 設置 A

物品販売所 飲食物・サッカー関連グッズの販売所 A

駐車場
敷地内、大型パス2台を収容可能 A

敷地内、乗用車50台分を収容可能 B

徒歩10分以内、乗用車200台分収容 C
レストラン 競技場内部にあること C
観客用トイレ 収容可能人数に見合う適正な数を設置 A

身障者用の設備
観戦場所の確保。専用トイレの設置 A

常設。専用の観戦場所、スロープの設置 B

検査実施日

年  月  日
検査担当者の署名。捺印

(印 )

[結果報告その他]
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Jリーグ規約第42条の補足基準

1.次の試合における先発メンバー 11人は,当該試合直前のリーグ戦 5試合 (以下「直前 5試

合」という)の内,1試合以上先発メンバーとして出場した選手 (以下「直前 5試合先発選手」
という)を 6人以上含まなければならない.

(1)リ ーグ戦(Jll J2)
(2)リ ーグカップ戦

2.「直前5試合」には前シーズンの試合を含まない.

3.次の事項については例外として取り扱う.

① 次の選手は試合出場実績にかかわらず「直前5試合先発選手」とみなす。
(1)前年または当年に国際Aマ ッチ1オ リンピック本大会およびアジア予選.アジア大会な

らびにFIFAワ ールドユース本大会の日本代表チーム (以下「日本代表チーム」という)
に選出された選手 (候補は除く)

(2)プ ロC契約以外の外国籍選手

(3)シーズン途中に同リーグまたは上位リーグの他クラブから移籍してきた選手 (但 し,移

籍直後に開催される3試合のみ対象)

② 次の理由により選手が上記の試合に出場できない場合=その試合は「直前5試合」から除
く.

(1)ケガ,疾病または傷害等 (医師の診断書を必要とする)

(2)警告の累積1退場等による出場停止

(3)「 日本代表チーム」メンバー選考のための合宿・遠征等

4.上記基準を満たさない場合は1当該試合後のリーグ戦 5試合により評価し=チ ェアマンが最

終判断する.

5.Jク ラブがJリ ーグ規約第42条に違反した場合の制裁は次のとおりとし,こ れらの制裁を併

科することができる.

(1)制裁金     2,000万 円以下の制裁金を科す
(2)勝点減     リーグ戦における違反行為に対する制裁として, リーグ戦の勝点を 1

件につき3点を減ずる.

(3)出場権の剥奪  リーグカップ戦における違反行為に対する制裁として,次年度のリー
グカップ戦への出場権を剥奪する.
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日本サッカー協会 基本規程〔抜粋〕

第 12章 懲  罰
第 1節 総 則

第196条 〔懲罰の対象者〕

本協会は、本協会に加盟または登録する団体 (加盟チーム、地域サッカー協会、都道府県

サッカー協会、各種の連盟、Jリ ーグおよび準加盟チーム、以下、本章において「加盟団体」

という)ま たは個人 (選手、監督、コーチ、審判、役員、職員その他の関係者、以下、本章

において「選手等」という)に対し、本章の定めるところにより、懲罰を科することができる。

第197条 〔懲罰の種類〕

① 選手等に対する懲罰の種類は次のとおりとする。
(1)警 告
主審が試合中に競技者に対し、競技規則に基づきイエローカードを示す

(2)退場 。退席

主審が試合中に競技者 (退場の場合)ま たは監督その他の関係者 (退席の場合)に対し、

試合中にフィールドおよびその周辺から立ち去るように命じる

(3)戒 告
口頭をもって戒める

(4)譴 責
始末書をとり、将来を戒める

(5)罰 金

一定の金額を本協会に納付させる

(6)没 収
取得した不正な利益を剥奪し、本協会に帰属させる

(7)賞の返還

賞として獲得した全ての利益 (賞金、記念品、 卜ロフィー等)を返還させる
(3)一定数、一定期間、無期限または永久的な公式試合の出場停止

一定数、一定期間、無期限または永久的に、公式試合について、フィール ド、ベンチ、

ロッカールーム等の区域に立ち入ることを禁止する

(9)公的職務の一時的、無期限または永久的な停止・禁止・解任

本協会または加盟団体における一切の公的職務を一定期間、無期限または永久的に停止

し、禁止し、または解任する

(10)一定期間、無期限または永久的なサッカー関連活動の停止・禁止

サッカーに関する一切の活動を一定期間、無期限または永久的に停止 しまたは禁止する
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(11)除 名
本協会の登録を抹消する

② 加盟団体に対する懲罰の種類は次のとおりとする。
(1)戒 告
(2)譴 責
(3)罰 金

(4)没 収
(5)賞の返還

(6)試合結果の無効 (事情により再戦を命ずる)

(7)得点または勝ち点の減点または無効

(8)得点を3対 0と して試合を没収 (た だし、すでに獲得された得失点差の方が大きい場合

には、大きい方を有効とする)

(9)観衆のいない試合の開催

(10 中立地における試合の開催

(11)一定数、一定期間、無期限または永久的な公式試合の出場停止

(10 -定期間、無期限または永久的な公的業務の全部または一部の停止

(10 下位ディビジョンヘの降格

(14)除 名
③ 前 2項各号の懲罰は、併科することができる。

第198条 〔選手等に対する罰金〕

① アマチュアの選手等に対しては、罰金を科さないものとする。
② プロ選手等に対して罰金を科す場合は、次の基準による。
(1)Jリ ーグディビジョン1の場合、出場停止処分1試合あたり金10万円以下

(2)そ の他の場合、出場停止処分 1試合あたり金 5万円以下

第199条 〔共犯等〕

他の者を教唆もしくは討助し、または他の者と共謀してもしくは他の者を利用して違反行

為を行わせた加盟団体または選手等には、自ら違反行為を行った場合に準じて懲罰を科する

ものとする。

第200条 〔役員・監督等の加重〕

役員、監督その他の管理・監督関係者が違反行為を行った場合には、特段の定めがない限

り、その違反行為について定められた懲罰の 2倍以下の範囲内において、懲罰を加重して適

用することができる。

第201条 〔両罰規定〕

加盟団体に所属する個人が違反行為を行った場合には、その個人に対して懲罰を科するほ

か、その個人が所属する加盟団体に対しても懲罰を科すことができる。ただし、その加盟団

体に過失がなかったときは、この限りではない。
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第202条 〔罰金の合算〕

同時に複数の違反行為が罰金の対象となった場合には、各々について定められた罰金の

合算額をもって、罰金の金額とする。

第203条 〔違反行為の重複による加重〕

同種の違反行為を重ねて行った場合には、その違反行為について定められた懲罰の 2倍

以下の範囲内において、懲罰を加重することができる。

第204条 〔情状による軽減〕

① 違反行為が行われた場合においても、その情状において酌量すべき事情があるときは、
その懲罰を軽減することができる。

② 前条により懲罰を加重すべき場合においても、なお前項の規定を適用することができる。

第 2節 調査 0審議の手続

第205条 〔調査・審議の手続〕

本協会、都道府県協会、各種連盟、Jリ ーグまたは公式競技会の規律 。フェアプレー委

員会 (以下、本節においては単に「規律・フェアプレー委員会」という)お よび本協会の

裁定委員会における懲罰の調査および審議の手続は、本節に定めるところによる。

第206条 〔所管事項〕

① 競技および競技会に関連する違反行為に対する懲罰については、第 3節の定めるところ
により所管の規律 。フェアプレー委員会が調査・審議を行う。

② 前項に定めるものを除く違反行為については第 4節の定めるところにより本協会の裁定
委員会が調査・審議を行う。

第207条 〔都道府県サッカー協会等における懲罰〕

① 本協会は、都道府県サッカー協会、地域サッカー協会、各種連盟およびJリ ーグ (以下、
本条において「都道府県協会等」という)に対して、その所管する加盟団体または選手等に関

する懲罰問題を本章の規定にしたがって処理し、懲罰を決定。適用する権限を委任する。

② 都道府県協会等は、前項に従って懲罰問題を処理するため、それぞれ規律 。フェアプレ
ー委員会を設置する。

③ 都道府県協会等の規律・フェアプレー委員会は、決定した懲罰の内容を、本協会に通知
しなければならない。ただし、次の各号のいずれかに該当する懲罰を科す場合には、懲罰

案を本協会に通知し本協会の理事会が懲罰を決定。適用する。

(1)6ヶ 月以上の出場停止処分

(2)罰金

(3)没収

(4)6ヶ 月以上の公的職務の停止・禁止・解任
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(5)6ヶ 月以上のサッカー関連活動の停止 。禁止

(6)下位ディビジョンヘの降格

(7)除名

第208条 〔裁定委員会の手続の開始〕

本協会裁定委員会は、理事会の諮問または会長の申出があった場合に調査 。審議を開始す

る。

第209条 〔手続の非公開〕

規律 。フェアプレー委員会および裁定委員会における懲罰の手続および記録は非公開とす

る。ただし、規律 。フェアプレー委員会または裁定委員会は、手続の公正が害されるおそれ

がなく、かつ、相当の理由があると認めるときは、関係者の傍聴を許すことができる。

第210条 〔聴聞〕

規律 。フェアプレー委員会および裁定委員会は、原則として当事者に対し事情聴取を行い、

その意見を聞くものとする。ただし、当事者の同意がある場合または対象者が事情聴取を拒

否もしくは無断欠席した場合はこの限りではない。

第211条 〔言語〕

① 規律・フェアプレー委員会および裁定委員会の手続および書面における言語は日本語を使
用するものとする。

② 当事者または関係者が外国語を使用する場合には、口頭の陳述については日本語の通訳を
同行し、文書については日本語の訳文を添付しなければならない。

第212条 〔代理人〕

弁護士および規律 。フェアプレー委員会または裁定委員会が承認した者を除き、当事者の

代理人となることができない。

第213条 〔証拠の評価〕

① 懲罰の審議においては、主審・副審。第 4の審判員。マッチコミッショナーおよび審判イ
ンスペクターの報告、当事者および目撃者の供述および文書、音声または画像の記録、専門

家の意見その他一切の証拠を参照することができる。

② 審判およびマッチコミッショナーの報告書に含まれる事実は、正しいものと推定する。

第214条 〔議決〕

規律 。フェアプレー委員会および裁定委員会の議事は、出席者の過半数をもって決する。

可否同数のときは、委員長の決するところとする。

第215条 〔懲罰案の作成〕

規律 。フェアプレー委員会および裁定委員会は、調査・審議の上、次の事項を記載した懲
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罰案を作成し、これを理事会に提出しなければならない。

(1)当事者の氏名 (団体の場合は団体名および代表者名)な らびに住所

(2)代理人があるときは、その氏名および住所

(3)主文 (判断の結論。効力発生日を含む。)

(4)判断の理由

(5)作成年月日

第216条 〔裁定委員会の懲罰案の尊重〕

理事会は、裁定委員会の懲罰案を十分に尊重し、かつ、本協会全体の利益を考慮した上、

懲罰の決定を行うものとする。

第217条 〔理事会の決定の最終的拘束力〕

理事会の懲罰に関する決定は最終的なものであり、全ての加盟団体および選手等は、こ

れに拘束され、理事会の決定に関して裁判所その他の機関等に不服申立等をすることはで

きない。

第218条 〔再審査請求〕

① 懲罰を受けた者は、十分な新たな反証を有する場合に限り、懲罰の当事者への通知後10
日以内に、本協会裁定委員会に対して申立書および証拠を提出し、手数料10万円を納付し

て再審査を請求することができる。

② 再審査の手続は、上記の調査・審査の手続に準ずるものとし、再審査申立に対して出され
た理事会の決定は最終的なものとし、さらなる再審査を求めることはできないものとする。

第 3節 競技および競技会における違反行為

第219条 〔競技および競技会における違反行為〕

加盟団体または選手等の違反行為のうち、日本国内で実施される公式試合および公式競

技会に関するものに対しては、本節の定めるところにより、所管の規律・フェアプレー委

員会の調査 。審議を経て懲罰を適用する。

第220条 〔国外の競技会における違反行為〕

加盟団体または選手等が、国外で行われる競技会において違反行為を行った場合におい

ても、本章の定めるところにより懲罰を科することができる。

第221条 〔公式競技会における懲罰〕

日本国内で実施される公式競技会においても、それぞれ規律 。フェアプレー委員会を設

置し、本章の規定に従い、その競技会に関する規律問題を処理 しなければならない。この

場合、第207条 〔都道府県サッカー協会等における懲罰〕第 2項および第 3項を準用する。
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第222条 〔主審の下す懲罰〕

試合中は主審が懲罰の決定を下すものとし、その決定は最終的なものとする。

第223条 〔警告〕

主審による警告処分の対象となる違反行為およびこれに対する懲罰は、別紙 1『競技およ

び競技会における懲罰基準』第 1項のとおりとする。

第224条 〔退場 。退席〕

主審による退場 。退席処分の対象となる違反行為およびこれに対する懲罰は、別紙 1『競

技および競技会における懲罰基準』第 2項のとおりとする。

第225条 〔その他の違反行為〕

競技および競技会における違反行為のうち前 2条に定めるものを除く行為に対する懲罰

は、別紙 1『競技および競技会における懲罰基準』第 3項以下のとおりとする。

第226条 〔出場停止処分を繰り返した場合〕

同一競技会において繰り返し出場停止処分に相当する違反行為を行った場合、出場停止処

分の原因が同一でなくとも、処分の件数に応じて出場停止試合数を加算し、罰金を科すこと

ができる。

第227条 〔懲罰基準の運用細則〕

本協会の規律。フェアプレー委員会は、理事会の承認を得て、懲罰基準の運用に関する細

則を定めることができる。

第 4節 その他の違反行為

第228条 〔裁定委員会の調査 。審議〕

加盟団体または選手等の違反行為のうち、前節に定めるもの (競技および競技会における

違反行為)を除くものに対しては、本節の定めるところにより、本協会裁定委員会または第

207条 〔都道府県サッカー協会等における懲罰〕所定の都道府県サッカー協会等の調査・審

議を経て懲罰を適用する。

第229条 〔違反行為〕

加盟団体または選手等が次の各号のいずれかに該当する行為を行った場合には、第197条

〔懲罰の種類〕第 1項各号 ((1)号及び(2)号を除く)および第 2項各号の懲罰を科す。

(1)本規程または本規程に付随する諸規程に違反したとき

(2)本協会の指示命令に従わなかったとき

(3)本協会、加盟団体または選手等の名誉または信用を毀損する行為を行ったとき

(4)本協会または加盟団体の秩序風紀を乱したとき
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(5)刑罰法規に抵触する行為を行ったとき

(6)加盟団体または選手等に対し、その職務に関して不正な利益を供与 し、申込み、要求

しまたは拘束したとき

(7)加盟団体または選手等が、方法のいかんを問わず、また直接・間接を問わず試合結果

に影響を及ぼすおそれのある不正行為に関与した場合

(8)加盟団体または選手等が、脱税その他不正な経理を行った場合
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〔別紙1〕 競技および競技会における懲罰基準

1.警 告
●1-1.以下(1)な いし(9)号のいずれかに該当する場合には、主審は警告を命じ、かつ規律・
フェアプレー委員会は以下①ないし②号のとおり懲罰を科す。

(1)反則行為

(2)危険な行為

(3)主審、副審の判定に対する非難、抗議等

(4)主審、副審、他の競技者、その他試合に立ち会っている人々に対する非難

(5)不正な行為

(6)反スポーツ的な行為 (シ ミュレーションを含む)

(7)策略的な行為 (時間稼ぎ、露骨なハンド等を含む)

(8)主審に無断で一時的にフィール ドを離れる行為

(9)そ の他スポーツマンらしくない行為 (観客への無礼な仕種、差別発言その他の差別的

行為等を含む)

①繰り返した場合 (同一競技会において、前の試合で既に警告されている競技者への警告。

内容は同一でなくてもよい):同一競技会において最低 1試合の出場停止。
②同一競技会において、上記①の処分に該当する行為を重ねて行った場合 :同一競技会にお

いて最低 2試合の出場停止。

● 1-2.同一試合中に 2度警告を受け、退場を命ぜられた場合 (内容は同一でなくてもよい)
には、規律・フェアプレー委員会は以下のとおり罰則を科す。

① l回目の場合 :最低 1試合の出場停止。

②繰り返した場合 :最低2試合の出場停止および罰金。

2.退 場
●以下の 2-1(1)ないし(10号または2-2な いし2-6のいずれかに該当する場合には、主審
は退場を命じ、かつ規律 。フェアプレー委員会は、各項①号以下の定めにより懲罰を科す。

● 2-1.以 下のいずれかに該当する場合
(1)著 しい反則行為

(2)き わめて危険な行為

(3)舌 L暴な行為

(4)主審、副審の判定に対する執拗な抗議

(5)他の競技者、その他の競技に立ち会っている人々に対する侮辱

(6)警告を与えられた後、さらに不正な行為を繰り返す

(7)き わめて反スポーツ的な行為
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(3)

(9)

(10)

策略的な行為を繰り返す (1-1.(7)号 参照)

主審に無断で抗議のためにフィール ドを離れる行為

その他、きわめてスポーツマンらしくない行為 (1-1.(9)号 参照)

① l回目の場合 :最低1試合の出場停止。

②繰り返した場合 (内容は同一でなくてもよい):最低2試合の出場停止および罰金。

●2-2.他の選手、監督、コーチ、役員、職員その他競技に立ち会っている関係者 (以下、
「選手等」という)に対する暴行。脅迫および一般大衆に対する挑発行為

① l回目の場合 :最低2試合の出場停止および罰金。

②繰り返した場合 :最低4試合の出場停止および罰金。

● 2-3.選 手に対する著しい暴行・脅迫 (乱闘、喧嘩等を含む)

① l回目の場合 :最低6試合の出場停止および罰金。

②繰り返した場合 :最低12か月の出場停止および罰金。

● 2-4.主 審および副審に対する侮辱または公然の名誉棄損行為

① l回目の場合 :最低2試合の出場停止。

②繰り返した場合 :最低4試合の出場停止および罰金。

● 2-5.主 審および副審に対する傷害の意図のない乱暴な行為

① l回目の場合 :最低4試合の出場停止および罰金。

②繰り返した場合 :最低8試合の出場停止および罰金。

● 2-6.主 審および副審に対する暴行 。脅迫

① l回目の場合 :最低12か月の出場停止および罰金。

②繰り返した場合 :無期限の出場停止。

3.その他の違反行為

●3-1.以下の(1)な いし(3)号のいずれかに該当する場合には、規律 。フェアプレー委員会
は以下①号以下に定めるところにより懲罰を科す。

(1)チームまたは選手等が試合継続を拒否し、または試合を放棄する場合

(2)試合中または試合終了後の、競技場内における騒乱 (観衆による競技場乱入、爆竹、

花火、ロケット花火等の投入、その他の事件。)
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(3)チームによる著しい違反行為

〔チームに対する懲罰〕

には、大きい方を有効とする)

⑨ 観衆のいない試合の開催
⑩ 中立地における試合の開催
① 一定数、一定期間、無期限または永久的な公式試合の出場停止
⑫ 下位ディビジョンヘの降格
⑬ 除 名

〔選手等に対する懲罰〕

賞の返還

一定数、一定期間、無期限または永久的な公式試合の出場停止

公的職務の一時的、無期限または永久的な停止・禁止 。解任

一定期間、無期限または永久的なサッカー関連活動の停止 。禁止

除 名

〔競技会開催の責任を負う加盟団体に対する懲罰〕

罰 金
一定期間、無期限または永久的な公的業務の全部または一部停止

除 名

● 3-2.選 手証、監督証またはその他の文書を偽造・変造し、または偽造 。変造文書を行使
した場合。

罰則 :最低 12ヶ 月の出場停止

● 3-3.未 登録で公式試合に出場 した場合。
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罰則 :最低12ヶ 月の出場停止

4.罰 金
● 4-1.罰 金を科す場合は次の基準による

(1)

(2)

Jリ ーグディビジョン 1の場合、出場停止処分 1試合あたり金10万円以下

その他の場合、出場停止処分 1試合あたり金 5万円以下

● 4-2.ア マチュアの選手等およびアマチュアの選手のみで構成された団体に対 しては、
罰金を科さないものとする。

135



第 14章  ドーピングの禁止
第232条 〔ドーピングの禁止〕

① 本協会は選手の健康を保持するとともに、試合の公平な実施を確保するため、 ドーピング
を禁止し、 ドーピング検査を実施する。
② ドーピングの定義、 ドーピング検査の手続き、違反者に対する罰則、その他ドーピングに
関する事項は、理事会が制定する『ドーピング禁止規程』

*の
定めるところによる。

③  『ドーピング禁止規程』に基づくドーピング検査を実施するため、 ドーピングコントロー
ル小委員会を設置する。

④ ドーピングコントロール小委員会に関する事項は、理事会が制定する『ドーピングコント
ロール小委員会規程』

*の
定めるところによる。

第233条 〔アンチ。ドーピング特別委員会〕

① 前条の『ドーピング禁止規程』に対する違反行為についての調査、審議および懲罰の決定
を行うため、アンチ。ドーピング特別委員会を設置する。

② アンチ・ ドーピング特別委員会に関する事項は、理事会が制定する『アンチ・ ドーピング
特別委員会規程』

オ
の定めるところによる。

*「 ドーピング禁止規程」、「ドーピングコントロール小委員会規程」「アンチ・ドーピング特

別委員会規程」については (財)日本サッカー協会 規約・規程集をご覧下さい。
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THE 2008 PR10)HIBITED LIST
WORLD ANT=口 DOPINC COD■

Valid‡ J議爾uattι 20◎ 8

丁he use of any drL』 g ShOuld be lir1lited tO nlediCally juStified

lndlcatlons

SUBSTANCES AND METHODS PROHIBITED AT ALL TIMES
(IN‐ AND OUT¨ OF‐COMPET=T=ON)

PROHIBITED SUBSTANCES

S■ .ANABOL=C ACENTS

Anabolic agents are prohibited.

1. 」LEL塁」茎L!ユ c_」:」ュ
`』

塁≧gttELi⊆ _1:」 Le』:gi」』重L〔」:L墨」塁】[

ュ.Exogenous*AAS′ including:

1‐androstendiol(5α ―androst-1-ene-3β ′17β―diol),1-androstendione(5α ―

androst-1-ene-3′ 17-dione),bolandlol(19¨norandrostenediol)′ bolasterone,
boldenone,boldione(androsta-1′ 4-diene-3′ 17-dione),Calusterone,
clostebol,danazoI(17α―ethynyl… 17β―hydroxyandrost-4-eno[2′ 3-d]isoxazole),
dehVdrOChiOrnlethYiteStOSterOne(4-chloro-17β ―hydroxy-17α ―rnethylandrosta¨

1′4-dien-3-one), deSOXYnlethViteStOSterOne(17α ―rTlethyl-5α―androst-2-en―

17β öl),drostanolone,ethYleStrenOl(19‐ nOr-17α―pregn-4¨ en-17-ol),
fluoxv‖nesterone,forrnebolone,furazabol(17β ―hydroxy-17α―methy卜 5α―

androstano[2′ 3-c]― furazan)″ gestrlnone,4‐ hvdroxytestosterone(4′ 17β―

dihydroxyandrost-4-en-3-one),nlestanolone,nlesterolone,metenolone,
nlethandlenone(17β ―hydroxy-17α ―methylandrosta-1′ 4-dien-3-one),
nlethandrio:′ nlethasterone(2α ′17α―dirnethyl‐ 5α―androstane-3-one-17β ―ol),
nlethvid:enolone(17β ―hydroxy… 17α m̈ethylestra-4′ 9-dlen-3-One)'nlethYl… 1-
testosterone(17β ―hydroxy-17α ―rnethyl-5α―androst-1-en-3-one),
nlethvlnortestosterone(17β ―hydroxy‐ 17α‐rnethylestr-4‐ en-3¨one),
rnethvltrienoione(17β―hydroxy-17α―methylestra-4′ 9′ 11¨ trien-3-one),
rnethvitestosteronei nlibo:erone,nandrolone,19-norandrostenedione
(estr-4¨ ene-3′ 17-dione)i nOrboletone,nOrClosteboli nOrethandrolone,
oxab●:one,oxandrolone,oxvmesterone,oxvnletholone,prostanozol
([3′ 2-c]pyrazole‐ 5α―etioa‖ ocholane… 17β―tetrahydropyranol)′ quinbolone,
stanozololi stenbolone,1… testosterone(17β ―hydroxy-5o― androst-1-en-3-
one),tetrahvdrogestr:none(18a― homo― pregna-4′ 9′ 11-trien-17β―ol-3-one),

The Prohibited List 2008
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trenbolone and other substances with a sim‖ ar chemical structure or similar
biological efFe∝ (s).

L.Endogenous**AAS:

androstenedlol(androst-5-ene-3β「17β
‐diol),androstenedione(androst-4-ene―

3′ 17-dione),dihvdrotestosterone(17β ―hydroxy-5α―androstan-3‐one),
prasterone(dehydroepiandrosterone′ DHEA),testosterone
and the fO‖ Owing rnetabOntes and isOnners:

5α ändrostane-3α′17α…d:ol,5α ändrostane-3α ′17β…dio:′ 5α…androstane―
3β′17α―diol,5α―androstane-3β′17β―dlol,androst-4-ene-3α ′17α―diol,
androst-4‐ ene‐3α′17β―d:ol,androst-4… ene‐3β′17α―diol,androst-5‐ ene―
3α′17α―diol,androst-5-ene-3α ′17β―diol,androst-5-ene-3β ′17α―dlol,
4‐androstenediol(androst-4-ene-3β ′17β―diol),5-androstened:one(androst-5-
ene-3′ 17-dione),epi― dihYdrotestosterone,3α―hYdroxv-5α―androstan‐ 17‐
one,3β…hvdroxv-5α―androstan―■7…one,19-norandrosterone,19‥
noretiocholanoloneロ

Where an anabo‖ c androgenic steroid is capable lof being prOduced endogenously′
a SaЛ口ρ′ew‖ l be deemed to contain such ρ

“
οわ′b′ted Sυわstance and an`ハσyerse

スnaノ/JGaノ 月lnd′ng w‖l be repotted where the concentration of such P“ 0わ′わたed
SυbSianCe Or itS rnetabO‖ teS Or iTlarkerS and/Or any Other releVant ratiO(S)in the
ハιわ′ele′s Sarηρノe so deviates frorn the range of values norrna‖ y found in hurnans

that it is unlikely to be consistent with norrnal endogenous production. A,Sa′ 77ρ′e
shall not be deemed to contain a Prο わ′b′[ed.suわ sLance in any such case where an
′4ιゎreιe prOves that the cOncentratiOn Of the Pメ lοゎだガどed substance 10r its
metabO‖ teS Or markerS and/Or the releVant ratiO(S)in theス ιわ′eιe′S Salηρた iS

attributable to a physiOlogical o「 pathological condition.

In all cases′  and at any cOncentratiOn′  the′Hヵ′ete′s samρre v‖ |l be deemed tO
contain a Prο わ′b′[ed .S〔」bs=ance and the laboratory will report an ′41dνerse
スna′/″ca′ ′7月σ′ng if′ based on any rehable analytical IT〕 ethod(e.g. IRMS)′ the
laboratory can show that the P「0わ′わ′red 5υわsiance is of exogenous origin. In such
case′ no further investigation is necessary.

When a value does not so deviate frorn the range of values norma‖ y found in
hunnans and any re‖ able analytical rnethod(e.g. IRMS)has not determined the
exogenous origin Of the substance′  but if there are indications′  such as a
cornparison to endogenous reference steroid prof‖ es′  of a pOssible υsc)of a
P´oわ′b′led Subs● nce′ or when a lalЮ ratorγ has repotted a T/E ratio greater than
four(4)to one (1)and any reliable analytical method (e.g。  lR卜4S)has not
determined the exogenous origin of the substancer further investigation shall be
conducted by the relevant′ 4ρ″―Dορ′ng O'´gan′za″οn by reviewing the results of
any preViOuS teSt(S)Or by COnduCting SubSequent teSt(S).

When such further investigation is required the result shall be repc)rted by the

laboratory as atypical and not as adverse.  If a laboratory reports′  using an

The prohibited List 2008
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additional re‖ able analytical rTlethod(e.9.IRMS)′ that the P“ 0′7′ b′led 5ι Jわs:ance iS

of exogenous origin′ no further lnvestigation is necessary′ and the Samρ ′e will be
deemed to contain such IPI´ οわ′b′led Sυ bs3ancle,  When an additional re‖ able
analytical method(e.g,IRMS)has not been app‖ ed′ and the minimum of three
previous test results are not avallable′ a longitudinal profile lof theス [わノete shall be

established by performing three no― advance nc)tice tests in a period of three
rnonths by the relevantノ 4月″-19ορ′ng Organ′za″ο′,. The result that triggered this

longitudinal study shall be reported as atypical. If the longitudinal prof‖ e of the

′4ιわ′eιe established by the SubSequent tests is nc)t physiologica‖ y nornlal′  the
result shall then be repotted as anス σソerse Дnaノ/t′ Gaノ F′ndわg,

In extremely rare indi、 ′idual cases′  boldenone of endogenous origin can be
consistently found at velγ  low nanograms per mi‖ i‖ter(ng/mL)levels in urine.
when such a very low concentration lof boldenone:s reported by a laboratory and
the application of any reliable analytical rnethod(e.g. IRIVIS)has not determined

the exogenous origin of the substance′ furtherinvestigation may be conducted by
SubSequent teSt(S).

For 19‐ norandrosterone′ anス dソerse`ハ naノ /ιた,ノ ′7n`′′nS'reported by a laboratory is
COnSidered tO be SCientifiC and Valid prOOf(Df eXOgenOuS OHgin Of the P“ 0′ }′ b′ te(ゴ

Sυbsιance.In such case′ no further lnvestigation is necessary.

should an スど′7′ete fall to cooperate in the investigations′ theス [わノete′s ,Samρ ′e
shall be deemed to contain a IP「 ο力′b′ted'S〔″bsiance.

2.0旦菫
=」
壼聾LQ堕L菫堅堕重墨L:里⊆!里」lingⅡ上里LⅡ:工≧二」こ興:… L

C:enbuterol′ select:ve androgen receptor nlodulators(SARMs)′ t:bolone′
zeranol′ z:lpaterol.

月Or ρυrρOSes Ofξ力′s sec″οn′ネ1蜀genoυ s″
“
efers FO a sυわstance nめ ,c力 is nOど 0ログ′′,ar〃/caρab′e Of beFng

ρ
“
οσι」ced b/ξわeわοd/naFυ ra′′/.**llendOger〕

Oυs″

“
eFers tO a suわ s:a′,ce l″わ′cわ ′s caρ ab′e Of beFng ρ

“
Oσυcedわ/[わe

わοσ/′,atυra〃/.

:望!L!Ш〔コ!ШIΩ!Щ:菫|ニユ!≧.製:上」国!上ユユ塑!旦:壁:理.旦:菫|

The fo‖ owing substances and thel「 releasing factors′ are prohibited

■. Erythropoletin(EPO),
2.Growth Hor『 none(hGH)′ Insulln… like Crowth Factors(e.g,IGF-1)′
Mechano Crourth Factors(MGFs),
3.Gonadotrophlns(e.g口 LH′ hCC)′ prohibited in males only,
4. Insulins,
5. CorL:cotroph:ns.
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and Other substances with similar chemical st「 ucture Or sim‖ar biO10gical erect(s).

Unless the ′4ξわ′eie can demonstrate that the concentratiOn waS due tO a
physiological or pathological condition′  a Sarηρノe will be deemed to contain a
ρ

“

οゎ′b′red sυbsιance(aS liSted above)Where the COnCentratiOn Of the PЛ οわ′b′どed
sυbstance Or its metabOntes and/Or relevant ratiOs Or markers in theハ ιゎ′e6et
Sarnρ′e so exceeds the range of values normally found in hurnans that it is
unlikely tol be consistent with normal endogenous production.

If a laboratory reports′  using a reliable analytical rnethod′  that the ρЛoわ′b′led
,S.υbsιa′,ce is of exogenous origin′  the samρ′e wi!l be deenned to contain a
P輌oわ′bたed Sυ bstanCe and Shall be repOrted aS an 4dVerSe 4na′ /[′Ca′ F′nd′′7g.

S3.BETA-2 AGONISTS

AIl beta-2 agonists including their l)― and L― isorners are prohibited

As an exception′  formoterol′  salbutanlol′  salmeterol and terbutaline when
adrninistered by inhalation′ require an abbreviated Therapeutic tJse Exernption,

Despite the granting of any forrn of‐「herapeutic Use Exemption′ a concentration
of salbutarnol(free plus glucuronide)greater than 1000 ng/mL will be considered
anス dソerseスna″ι′caノ 層nd′ng unless theハ め′e“ pЮves that the abnormal result
was the consequence of the therapeutic use lofinhaled salbutarnol.

望 L:墾:塁興」□:堅:二塁:璽:重iQ:里:笙:旦」L旦:≧!Ш夏型[堕:虹Ω[亜:

T・he fo‖ owlng classes are prohibited

1. Aronlatase lnhib:tors† ncludlng′ but not lirnited to:anastr0201e′
letrozole′ a nl:nogiutethinlider exemestane′ formestane′ testolactone.

2.Select:ve estrogen receptor modulators(S■ RMs)including′ but not
lirnited to:raloxifene′ tanloxifen′ torem:fene.

3. Other anti― estrogenic substances including′ but not iirnited to:
c:omlphene′ cvciofenil′ fulvestrantロ

4.Agents rnod:fy:ng rnYOStatin function(s)including but not lirnited to
nlYOStatin inhibitors.
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S5.DIURET=CS AND OTHER MASK=NG ACENTS

Masking agents are prohibited. They include:

lD)iuret:cs申 ′epitestosterone′ probenecld′ alpha… reductase lnhibltors(e.g
flnaSter:der dutaSter:de)′ plaSnla eXpanderS(e.g.album:n′ deXtran′
hydrOxvethvl starch)and Other substances with sirnilar biO10gical eredL(s).

Diuretics include

Acetazolam:der amlloride′ bunletanide′ canrenone′ chlorthalidone′
etacrynic acid′ furosenl:de′ indapamide′ meto:azone′ splrono:actone′
thiaZldeS(e.g.bendrOflunnethiaZide′ Ch10rOthiaZide′ hvdrOCh:0『 Oth:aZlde)′
trlarnterene′ and other substances with a sirnilar chenlical structure or sirnilar

biO10giCal effeCt(S)(eXCept fOr drOSperinOne′ WhiCh iS nOt prOhibited)。

*A・
Therapeutic Use Exenlption is not valid if an 4ι わ′eLe′su‖ ne contains a diuretic
in  association  vvith  threshold  or sub― threshold  levels  of a  ρ躙oわ′b′[ed
SυbSξ a′7Ce(S).
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2

PROH:B:TED METHODS

國塁LL』型上塾塾聾C旦望旦ユ
=二

Q唾」Q≧曼

“

コロ国_=里塾型塁E旦巳

The fo‖ owing are prohibited

Blood doping′  including the use of autologOus′  honlologOus or heterologous
blood or red blood cell products of any origin.

Artificia‖y enhancing the uptake′ tranSporl:or delive「 y of oxygen′ including
but not limited to perfluo「 ochemicals′  efaproxiral(RSR13)and modified
haernOg10bin  prOduCtS (e.g.  haernOg10bin― baSed  b100d  SubStituteS′
nliCrOenCapSulated haemOg10bin prOdu(d:S).

M2型⊆旦二興二⊆墨L」壼塑堕里生堕医理.C△L」:L生里二:ユu!LlL=!蜃:コl旦

石a′77ρer′ng′  Or atternpting tO tanlper′  in Order tO alter the integrity and
validity of Sarηρノes co‖ ec」しed during DOρ′ng C10ρ ιrO′s is prohibited.  丁hese
include but are nOt lirnited tO CatheteriSatiOn′  urine SubStitutiOn and/Or
alteration.

Intravenous infuslon is prohibiteci. In an acute rnedical situation vvhere this

rnethod is deerned necessary′  a retroactive Therapeutic tJse Exernption will
be requ:red.

M3.GENE DOPING

丁he non―therapeut† c use of ce‖ s′ genes′ genetic elenlents′ or of the rnodu:ation of
gene expression′  having the capacity to enhanCe athletiC perforrnance′  is
prohibited.
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SUBSTANCES AND METHODS
PROH=BITED=N―COIMIPET=T=ON

=n addition to the cate9ories S■
to S5 and M■ to M3 defined above′

the following categories are prohibited in conlpetition:

PROHIBITED SUBSTANCES

S6.STIMULANTS

A:l stirnu!ants(including both thei「 (D― &.L― )optical isorTlers where relevant)are
prohibited′  except irnidazole derivatives for topical use and those stimulants
included in the 2008 M(DnitOring PrOgrarn*.

Stinlulants include

Adrafinll′ adrenaline*拿 ′amfeprannone′ anliphenazole′ anlphetamlne′
anlphetam:nil′ benZphetam:ne′ benZYlpiperazine′ bronlantan′ cathine**拿 ′
clobenzorex′ coca:ne′ croprOparn:de′ crotetanlide′ cyclazodone′
di『nethVlanlphetamine′ ephedrine****′ etanllvan′ etlヨanlphetanline′
etilefrine′ fanlprOfazone′ fenbutrazate′ fenca口nfarnln′ fencamine′
fenetv:line′ fenfluranline′ fenproporex′ furfenorex′ heptam:nol′
ISOnnetheptene′ leV口nethar71fetanline′ 口neC10fenOXate′ 口nefenOreX′
mephentermine′ mesocarb′ methamphetamine(D― )′

nlethYlenediOXVanlphetam:ne′ methYlened:oxVnlethanlphetamine′ p…

nlethYlamphetamine′ methy:ephedrineネ
***′
nlethylphenldate′ nlodaFinll′

nikethamide′ norfenefr:ne′ norfenf:uranline′ octopamine′ ortetanline′
oxilofrine′ parahVdroxVanlphetamine′ pen101:ne′ pentetrazol′
phendinletrazlne′ phenntetrazine′ phenpromethanl:ne′ phenterm:ne′ 4-
phenv:piraCetanl(CarphedOn)′ prOlintane′ prOpviheXedriner se:egil:ne′
sibutramine′ strychnine′ tuaminoheptane and other substances with a sirnilar
ChemiCal Stru∝ ure Or Similar biO10giCal effeCt(S).

*・
The fo‖ owing substances included in the 2008 Monitoring Prograrn(bupropion′
caffeine′   phenylephrine′   phenylpropanolarnine′   pipradol′   pseudoephedrine′
Synephrine)are nOt COnSidered aS PI「οわ′b′ιed SυわSianCeS.
ホ+Adrenaline associated with local anaesthetic agents or by local adrninistration

(e.g.naSal′ OphthalrnO10giC)iS nOt prOhibited.*** ICathine is prohibited when its concentration in urine is greater than 5

rnicrograrns per rnilliliter.
*ネ** Each of ephedrine and methVlephedrine is prohibited when its

concentration in urine is greater than 10 rnicrograrns per rnilliliter.

・
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A stimulant nc)t expressly mentioned as an exarnple under this section should be

considered as a Specified Substance only if the ′4ξわ′eLe can establish that the
substance is parヒ icularly susceptible to unintentional anti¨ doping rule violations

because of its general avallability in rnedicinal products or is less likely to be
successfu‖ y abused as a doping agent.

S7.NARCOTICS

The fo‖ owing narcotics are prohibited:

BuprenOrphiner dextronloramider d:anlorphine(herO:n)′ fentanvl and:tS
derivat:ves′ hVdronnorphone′ methadone′ morphlne′ oxycodone′
oxVnlorphone′ pentazocine′ peth:dine.

S8.CANNAB=NO=2塁

CannabinOidS(e.g.haShiSh′ rnarijuana)are prOhibited

S9日 GLUCOCORT=COSTEROEDS

AIl  glucocorLicosteroids are  prohibited  vvhen  adnlinistered  ora‖ y′  recta‖ y′

intravenously or intrarnuscularly.Their use requires a‐Therapeutic lUse ExernptiOn

approval.

Clther rOuteS Of adminiStratiOn (intraartiCular /periarヒ icular/  peritendinous/
epiduralノ  intradermal injeCtiOnS and inhalatiOn) にquire an Abbreviated‐
T・herapeutic tJse Exernption except as noted below.

TOpiCal   preparatiOnS   When   uSed   fOr   dermatO10giCal  (inCluding
iOntOphOreSiS/phOnOphOreSiS)′  auriCular′ naSal′  OphthalmiC′  buCCal′ gingiVal and
perianal disorders are not prohibited and do not require any forrn of‐

「 herapeutic
Use Exernption.
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SUBSTANCES PROH=BITED=N PARTICULAR
SPORTS

P■ .ALCOHOL

Alcohol(ethanol) is prohibited ln― C.0″ 7ρeごどOn Only′  in the fO‖ OWing SpOrtS.
Detection vvill be conducted by analysis of breath and/or blood. The doping
violation threshold (haennatological values)for each Federation is repOrted in
parenthesis.

● Aeronautic(FAI)    (0
o Archery(FITA′ IPC)  (0
o Automob‖ e(FIA)    (0
0  BOuleS(IPC bOWIS)   (0

・  Aeronautic(FAI)
●  Archery(FITA′ IPC)(also prohibited

Oυ [―οFGοmpe″ξ′ο月)
・  Automob‖ e(FIA)

・  Bi‖ iardS(WCBS)

・   Bobsleigh(FIBT° )
●  Boules(CMSB′ IPC bowls)
o Bridge(FMB)
● Cur‖ ng(WCF)
・  Gymnastics(FIG)
● Motorcyc‖ ng(FI M)

o  Karate(WKF)          (0,10g/L)

・   IModern Pentathlon(UIPM)(0.109/L)
for disciplines involving shOc)ting

o Motorcyc‖ ng(FIM)     (0.10g/L)
・  Powlerboating(UIM)     (0.30g/L)

・  Modern Pentathlon(UIPM)for
disciplines involving shooting
● Nine― pin bow‖ ng(FIQ)
●  Powerboating(UIM)
o Sa‖ ing(ISAF)br match race
helms only
o  Shooting(ISSF′ IPC)(also
prOhibited Oυ ι―οFCOmpeJι′ο月)
o Skling/Snowboarding(FIS)in ski
jumping′ freeStyle aeHalS/halfpipe

and snowboard halfpipe/big air
o Wre毀 ling(FILA)

―
』

‥
Ｌ

！
」

‥Ｌ

ノ

′

′

′

′

′

′

′

ｇ

ｇ

ｇ

ｇ

０

０

０

０

２

１

１

１

P2.BETA‐ BLIQEKERS

Uniess otherい ノise specified′  beta¨ blockers are prohibited ln―GOmpet′ξ′On only′  ln
the fo‖ owing sports.

Beta― biockers include′ but are not limited to′ the following:

Acebutololr alprenolol′ ateno:o:′ betaxo:ol′ blsoprolol′ bunolo口′carteolol′
carved::o:′ celipro:ol夕 esnlolol′ labetalol′ levobunolol′ met:pranolol′
rnetoprolol′ nadolol′ oxprenolol′ pindol● :′ propranolol′ sotalol′ ti『■olol.
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SPECIFEED SUBSTANCES*

｀
Specified Substances″ *are listed below:

・   ,AIl inhaled Beta-2 Agonists′ except sa!butamol(free plus glucuronide)
greater than 1000 ng/mL and clenbuterol(‖ sted under Sl.2:Other
Anabolic Agents),
o  Alpha― reductase inhibitors′ probenecidi
o (3athine′ croprOparnide′ crotetarnide′ ephedrine′ etarnivan′ fanlprOfazone′

heptarninol′ isornetheptene′ levnletharnfetarnine′ meclofenoxate′
p¨ methylarnphetarnine′ methylephedrine′ nikethamide′ nc)rfenefHne′

octopamine′ ortetanline′ oxilofrine′ phenpromethamine′ propy:hexedrine′
selegiline′ sibutrarnine′ tuarninoheptane′ and any other stirnulant not
expressly listed under section lS6 for which the Athlete establishes that it

fulf‖ s the conditions described in section IS6:

・   Cannabinolds,
o All Glucocolticosteroids,

●  Alcohol,
o  ,AII Beta Blockers.

*1lπわe ρЛoわ′bんed■ ′5[ma/′ denど″ SpeC'「ed Sυ bS=anCeS″ わ′Cわ are ρa威′Cυ′a″/
5υS●eρ″breめ un′ n“Л[′Onar ant′―dOρ′ng rυ′ey′0′al′OnS beCaυ Se Ofめ e″ generar

aソa′′ab′″″ ′月med′ c,pa′ ρ
“
Odυcξs Or nめ′cわ are ress′ Fたe′/tO be sυ6cessル〃/abυsed

as dOρ′ng agents.″ Al doping violation :nvolving such substances tt result in a
reduced sanction provided that the n...ハ どわ′ere can es=ab′′sわ [わal ξわe lυse OF suc力 a
specFFed subsLance l〃‐as nο [′n3endedどο enわ ance spο月:ρeMο

「
η7ance...″

‐
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プロサッカ…選手に関する契約0登録0移籍について

1.プロ契約制度

1-1 プロ契約制度の概要

1-2 対象
JFAに登録するすべての選手を対象とする。

1-3 プロA契約・プロB契約

①契約締結条件

次のいずれかを満たすことをプロA契約およびプロB契約の締結条件とする。
(1)試合出場

◆ J l    :    450分
◆ J 2    :    900分
◆ JFL  :  1,350分
(2)プロC契約3年経過

②対象となる試合

(1)リ ーグ別対象試合
◆Jl  : リーグ戦、リーグカップ戦、スーパーカップ、天皇杯
◆J2  : リーグ戦、リーグカップ戦、スーパーカップ、天皇杯
◆JFL : リーグ戦、スーパーカップ、天皇杯

※試合出場時間は公式記録によるものとする。ただし、出場時間が1分未

満の場合 (記録上は0分)は、1分としてカウントする。

登録
区分

選手種類 人数制限
契約可
能年数

契約締結
条件

報酬 移籍金の上限

プ

ロ

統

契
約
選
手

契約書の色
ホワイト

右記の契約締結
条件を満たし、
クラブとプロA
契約を締結した

選手

25名

以内
制限
なし

規定試合
出場または
プロC契約
を3年経過

区玉璽□
480万 円/年以上
ただし、A契約初締結
時は700万 円/年以下と
する

医亘璽困
制限なし。
本文1-3④参照

移籍金算出基準

図理劉

契約書の色
ブルー

プロA契約締結
条件を満たした
が、プロA契約
を締結しないプ
ロ契約選手

制限
なし

制限
なし

同上

区玉亜日
夜,0万円/年以下

□重匿亜□
制限なし。ただし、

出場プレミアムを設定
する場合は5万円/試

合以下とする

30万円×

在籍年数

契約書の色
グリーン

プロA契約締結
条件を満たして
いないプロ契約
選手
(短期の練習生

等もこの書式を

使用 )

制限
なし

初契約
から

3年間
な し

区玉亜困
凝〕0万円/年以下
厖5:団爾頭用~~百
場ララミアム(5万円/
試合以下)・勝利プレミ
アムのみ可

本文3-2②
(3)参照

その他

統一契約以外の契約を締結した

外国箱選手
プロA選手
として扱う

制限
なし な し

法人と雇用契約のみを締結した

選手 (社員選手)
制限なし

制限
なし

30万円×

在籍年数

ア
マ

チ

ア

アマチュア

選手
報酬または利益を目的とすること
なくプレーする選手

制限
なし

トレーニング

費用請求基準
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※1 天皇杯の出場実績は、 Jl・ J2・ JFLに所属するクラプの第1種チームのメンバーとして出場
した場合に限り、カウントする。

※2 JFLに加盟している大学チームに所属する選手の出場実績は、上記いずれの大会においてもカウ
ントしない。

※3 特別指定選手が、上記のリーグ別対象試合にJク ラプの選手として出場した場合、プロA契約およ
びプロB契約締結条件の出場実績としてカウントする。

(2)Jlの対象試合と同様にカウントする試合および大会
◆日本代表Aマ ッチ (F!FAが認定する代表チーム同士の試合)
◆オリンピックサッカー競技およびオリンピックサッカー競技アジア地区 2次予選、最終予選
◆アジア競技大会

◆FiFA U-20ワ ールドカップ本大会

◆AFCチャンピオンズリーグ
◆A3チ ャンピオンズカップ

◆上記以外にFiFA、 AFCが主催するチャンピオンクラブを出場対象とした大会
※海外のプロリーグでの実績評価については別途定める。

③試合出場時間換算方法

移籍およびクラプの昇降格により、

ように換算する。

(1)Jl から J2 へ変更 ⇒
(2)Jl から JFLへ変更 ⇒
(3)J2 から JFLへ変更 ⇒
(4)J2 から Jl へ変更 ⇒
(5)JFLから Jl へ変更 ⇒
(6)JFLから J2 へ変更 ⇒

④プロA契約の報酬

選手の所属するリーグが変更となる場合、既に出場している時間は次の

Jl での出場時間を 2.0倍に換算
Jl での出場時間を 3.0倍に換算
J2 での出場時間を 1.5倍に換算
J2 での出場時間を 1ノ2 に換算
JFLでの出場時間を 1ん  に換算
JFLでの出場時間を 2′3 に換算

(1)基本報酬は480万円/年以上とする。原則としてその他の制限はないが、初めてプロA契約を締結する場
合のみ、その基本報酬は7∞万円/年を超えてはならず、変動報酬は本制度の主旨を逸脱しない範囲で設定
しなければならない。なお年度途中でプロA契約に変更した場合、当該残存年度における契約が、700万
円/年の制限対象となる。

(2)プロC契約締結時にプロA契約2年 目以降の報酬について約束してはならない。

⑤プロB契約の報酬

(1)プロB契約の基本報酬は4“万円/年を超えてはならない。
(2)変動報酬は自由に設定できる。ただし、出場プレミアムを設定する場合は5万円/試合以下とする。

1-4 プロC契約

①プロC契約の締結 (図 -1)

1-3①の試合出場時間を満たしていないアマチュア選手、社員選手がプロ契約を締結する場合、必ずプロ
C契約を締結しなければならない。

②契約可能期間

プロC契約を締結できる期間は、アマチュア選手、社員選手から初めてプロC契約を締結して3年間とする。
3年 を経過した後に引き続きプロ契約を締結する場合は、プロA契約またはプロB契約を締結しなければなら
ない。
※プロC選手が契約3年未満で他クラブヘ移籍する場合、それまでのプロC契約経過年月日は移籍後も引き継
がれる。

③プロC契約の報酬

(1)プロC契約の基本報酬は4Ю万円/年を超えてはならない。

(2)変動報酬は出場プレミアムおよび勝利プレミアムに限り設定することができる。ただし、出場プレミアム

は5万 円/試合以下とし、勝利プレミアムはクラブにおけるプロA契約の勝利プレミアムの最低金額を上
回ってはならず、本制度の主旨を逸脱するものであってはならない。
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図-1<アマチュアから初めてプロ契約を締結する時の流れ>

プロAアマチュア選手 定試合出場時間

している

クラブにプロAの意
｀

思あり

プロBプロC

YES YES

1-5 外国籍選手

①登録数

プロ契約を締結した外国籍選手の登録は1チーム3名以内 (以下「 3名枠」という)と する。ただし、アマチ
ュア選手または20才未満のプロC選手を登録する場合は、 JFAの規定で認められている5名 まで (以下「 5
名枠」という)登録できる。なおクラブが外国籍選手と契約のみ締結し登録しない場合、事前に所属するリー
グの承認を得るものとする。

②登録数の例外措置

次の条件を具備する選手は、事前に所属するリーグの承認を得た場合に限り、「3名枠」または「5名枠」

の対象外とする。ただし、いずれの場合も外国籍選手総数で5名 を超えて登録してはならない。

(1)アマチェアまたはプロC契約の外国籍選手が、年度途中でプロC契約以外の契約に移行する場合、その年
度に限り「 3名枠」を超えて登録できる。ただし、外国籍選手総数で5名 を超えて登録してはならず、ま

た事前に所属するリーグの承認を得なくてはならない。

(2)ケ ガ、疾病等により年度中の復帰が不能と認められた選手について、事前に所属するリーグの承認を得た

場合、その年度に限り、プロ契約を保持したまま登録を抹消することができる。

③契約書式

クラブは、外国籍選手とプロ契約を締結する場合、統一契約またはそれに準ずる契約により締結しなければ

ならない。

④外国籍選手とプロC契約を締結する際の注意事項

上記②に述べられているプロC選手の登録に関する優遇措置は、実績のない若年層選手と契約することを容
易にするために例外的取扱いとして認められたものである。よって、その契約のために、契約金・移籍金・そ

の他多額の経費を要するものであってはならない。

1-6 選手の登録数

①プロA選手の登録数

(1)選手登録できるプロA選手は、第 2種 (ユース)登録選手も含め、クラブ全体で25名以内 (以下「25名
枠」という)と する。
(2)外国籍選手は「25名枠」の対象とする。ただし、外国籍のアマチュア選手およびプロC選手は除く。
(3)AFCチ ャンピオンズリーグに出場するクラプは、当該年度 (2月 ～ 1月 )に限り、プロA契約選手の
「25名枠」を「27名枠」とする。

②プロA選手以外の登録数

プロB選手、プロC選手、社員選手、アマチュア選手の登録数は制限しない。

③「25名枠」の例外

(1)年度途中のプロA契約への変更
アマチュアまたはプロC選手が年度途中でプロA契約に移行した場合、その年度に限り「25名枠」の対象
外とする (外国籍選手も同様)。 ただし、プロB選手が年度途中でプロA契約に移行した場合は、「25名

枠」の対象とする。

(2)自 クラブの下部組織出身および在籍選手

自クラブの下部組織のチームにアマチュア選手として1年以上在籍し、かつ継続して同クラプのチームに

在籍している選手がプロA契約を締結した場合、プロA契約に移行した年度を含め、 3年度「25名枠」の
対象外とする。ただし、外国籍選手はこれに含まない。

(3)ケ ガ・疾病等
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ケガ・疾病等により年度中の復帰が不能と認められた選手は、その年度は「25名枠」の対象外とする。 (要

医師の診断書)

(4)海外研修からの帰国

所属リーグに事前に通知し、海外研修している選手が、日本の年度途中に帰国し、再登録する場合、その

年度に限り「25名枠」の対象外とする。ただし、年度最初の公式試合前に帰国した場合は、「25名枠」の対

象とする。

(5)期限付移籍の選手

期限付移籍の選手は移籍先クラブでは「25名枠」の対象とし、移籍元クラブでは対象外とする。

(6)そ の他
上記に該当しない場合は、 Jリ ーグ理事会でその措置を決定する。(JFLに も関係する場合は、 JFA
理事会で決定する)
※「25名枠」の対象外となっているプロA選手が他クラブヘ移籍する場合、移籍先クラブにおいては「25名
枠」の対象となる。

1-7 他クラブのユース選手への接触

①ユース選手の育成およびプロ契約締結に関する妨害の禁止

クラブによる、自クラプのユース選手の育成およびプロ契約締結に関し、他クラブはそれを妨げてはならない。

②クラブの承諸

クラブが他クラプのユース選手へのスカウト活動を行なう場合は、活動を始める前に必ずその選手が所属す

るクラプの承諾を得なければならない。

1-3 契約更新
翌年 1月 31日 に満了するプロ契約を締結している選手の契約更新手続きは次のとおりとする。

①クラブから選手への契約更新通知

クラブは選手に対し、契約期間が満了する年の前年の11月 30日 までに、翌年度以降の契約条件を「契約更新

に関する通知書」(書式A)により通知しなければならない。

②クラブと選手の契約交渉

(1)ク ラブは上記①の通知後、すみやかに選手との交渉の場を設定し、12月 31日 までに、翌年度以降の契約条

件についての話し合いを終えなければならない。ただし、クラブが契約更新しない旨の通知をした場合は、

その限りではない。

(2)12月 31日 までに、更新通知に対する選手からの返答がなかった場合、選手は契約更新を承諾したものとみ

なす。

③選手契約の締結

クラブと選手は、翌年度以降の契約条件について合意した場合、すみやかに契約を締結し、その写しをJリ
ーグに提出しなければならない。

④最終提示額証明書の発行

クラブと選手との交渉が決裂し、契約更新しないことが確定した場合、クラブは当該選手に対し、ただちに、

交渉の場において最終的に提示した報酬額を明記した「最終提示額証明書」(書式C)を発行し、同書類をJ
リーグに提出しなければならない。

⑤移籍リストヘの登録

(1)12月 31日 までに、クラブと選手との交渉が決裂して契約更新しないことが確定した場合、クラブはただち

に、当該選手を移籍リストに登録しなければならない。

(2)12月 31日 までに、契約更新の最終合意に至らなかったが、選手に契約更新の意思がある場合、選手とクラ

ブの合意があれば、移籍リストヘの登録を延期することができる。

(3)移籍リストヘの登録申請は「移籍リスト登録申請書」 (書式B)により行なう (以下も同様)。

③他クラブとの交渉

移籍リストに登録された選手は、自由に他クラブと交渉できる。

⑦プロA契約を更新または締結する場合の特記事項

(1)ク ラブの専属交渉期間

イ.12月 31日 までの期間を、クラプの専属交渉期間とする。
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口.ク ラブの専属交渉期間中は、選手は他のクラブと移籍に関する交渉を行なってはならず、他クラブも

当該選手と移籍の交渉その他一切の接触をしてはならない。

(2)再交渉
クラブとの交渉が決裂し、移籍リストに登録された選手は、現所属クラブから申し入れがあった場合に限

り、当該クラブと再度交渉することができる。その場合、クラブは当初提示した報酬額を減額することが

できる。

③プロB契約を更新する場合の特記事項

プロB契約の更新の場合、クラブは、選手と契約条件の交渉中であっても、当該選手が希望すれば、ただち
に、移籍リストに登録しなければならない。その場合、クラブの当該選手に対する契約締結義務は消失する。

また、当該選手は移籍リストに登録されたとしても、クラブと交渉を続けることができるが、クラブは当初提

示した報酬額を減額することができる。

⑨プロC契約を更新する場合の特記事項

(1)ク ラブが前年を下回らない契約条件の更新通知をした場合
クラブが選手に対し、前年を下回らない契約条件の更新通知をした場合、原則として、選手は同クラブに

おいて契約しなければならない。

(2)ク ラブが前年を下回る契約条件の更新通知をした場合
クラブが選手に対し、前年を下回る契約条件の更新通知をした場合、更新手続きはプロB契約を更新する
場合 (上記①～⑥、③)と 同様とする。

1-9 契約更新しない場合の手続き

①クラブから選手への通知

クラブは選手に対し、契約期間が満了する年の前年の11月 30日 までに、契約更新しない旨を「契約更新に関
する通知書」(書式A)に より通知しなければならない。

②移籍リストヘの登録

クラブは選手への通知後、ただちに、当該選手を移籍リストに登録しなければならない。

1-10 年度途中の契約変更 (図 -2、 図-3)
プロC選手が年度途中にプロA契約締結条件を満たし、クラブがプロA契約またはプロB契約を締結しよう
する場合の手続きは次のとおりとする。また、プロB契約からプロA契約への変更は、クラブと選手の合意が
あれば、随時行なうことができる。ただし、 1-6③「25名枠」の例外に当てはまらない場合、当該選手は
「25名枠」の対象とする。

①クラブから選手への契約変更通知

(1)プロC選手が年度途中でプロA契約締結条件を満たした場合、クラブは選手に対し、条件を満たした試合
日の翌日から3日 以内に、プロA契約またはプロB契約への変更およびその契約条件を「契約変更に関す
る通知書」(書式E)に より通知しなければならない。
(2)(1)の契約条件は、プロC契約時の契約条件を下回ってはならない。

②クラブと選手の契約交渉

(1)選手が上記変更通知を受け取った日の翌日から、原則として 7日 までをクラブと選手との交渉期間とする。

(2)ク ラブがプロA契約締結の意思を示した場合、選手は同クラブにおいて契約することを原則とする。
(3)ク ラブがプロB契約を提示した場合、選手は自らの選択において、現プロC契約の残存期間までの継続を

請求することができる。

(4)ク ラブがプロA契約を提示し、交渉が決裂した場合、現プロC契約が期間満了まで継続される。

③移籍リストヘの登録

クラブがプロA契約を提示しなかった場合に限り、選手は移籍リストヘの登録を請求することができ、契約
期間中においても、移籍することが可能となる。ただしその場合の移籍金は、30万円×在籍年数を上限とする。

④契約日

クラブと選手が新契約に合意した場合、その契約日は、当該選手がプロA契約締結条件を満たした試合日の
翌日とする。
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図-2<年度途中にプロC契約からプロA契約への契約変更を通知する場合>

プロA契約提示の場合

〔試合日〕
※プロA契約を提示
された場合、原則
として選手はクラ
ブと契約を締結し
なければならない

〔試合日+3日〕

決裂

〔通知日+7日〕

合意

※契約日は試合 日の

翌日にさかのぼる

選手がプロA契約
締結条件を満たし
た

クラブがプロA契約ヘ

の変更を選手に通知

現プロC契約
を期間満了ま

で継続

契約条件について

プロA契約締結

図-3く年度途中にプロC契約からプロB契約への契約変更を通知する場合>

〔試合日〕

〔試合日+3日〕

決裂

〔通知日+7日〕

合意

※契約日は試合日の
翌日にさかのぼる

選手がプロ楔 約締

結条件を満たした

クラブがプロB契約ヘ

の変更 を選手に通知

現プロC契約
を期間満了ま
で継続または
移籍

契約条件について

プロB契約締結

1-11 契約変更月の報酬の計算方法

①契約変更月の基本報酬の考え方 (図 -4)

契約変更月の基本報酬は、契約日を起点に新・旧の報酬をそれぞれ日割り計算する。(当月暦日数による)

②新。旧報酬の差額の支払い

契約の合意が、当月の報酬の支払いに間に合わなかった場合は、次月にその差額を支払う。

図-4<契約変更月の基本報酬計算方法 (試合日が5月 5日の場合)>
基本報酬鵜0万円′年 基本報酬600万円ノ年

2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

40万円× 5日ん1日 =(M,517円
∞万円×26日 ん1日 =419,355円

483,872円

(小数点以下切り上げ)

合計
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1-12 プロC契約 3年経過後にプロA契約またはプロB契約に変更する場合 (図 -5、 図-6)

①クラブから選手への通知

クラブは選手に対し、プロA契約またはプロB契約を締結する意思およびその契約条件を、「契約更新に関
する通知書」(書式A)((書式E)ではない)に より、以下の期日までに通知しなければならない。
イ。 1月 31日 に満了する契約を締結した場合は、その前年のll月 30日 まで
口.1月 31日 以外の日を満了日とする契約を締結した場合は、契約満了日の 2ケ 月前まで

②クラブの専属交渉期間

(1)ク ラブが選手に対し、プロA契約締結の意思を示した場合、以下の期日までをクラブの専属交渉期間とする。
イ.1月 31日 に満了する契約を締結した場合は、その前年の12月 31日 まで
口。 1月 31日 以外の日を満了日とする契約を締結した場合は、契約満了日の lヶ 月前まで

(2)ク ラブの専属交渉期間中は、選手は他のクラブと移籍に関する交渉を行なってはならず、他クラブも当該

選手と移籍の交渉その他一切の接触をしてはならない。

※クラブが選手に対し、プロB契約の提示をした場合、クラプの専属交渉期間は設定されない。

③選手からクラブヘの諾否の通知

(1)選手はクラブに対し、以下の期日までに諾否を通知しなければならない。

イ。 1月 31日 に満了する契約を締結した場合は、その前年の12月 31日 まで
口。 1月 31日 以外の日を満了日とする契約を締結した場合は、契約満了日の lヶ 月前まで
(2)ク ラブがプロA契約締結の意思を示した場合、選手は同クラブにおいて契約することを原則とする。

④最終提示額証明書の発行

クラブは選手との契約を更新しないことが確定したとき、当該選手に対し、ただちに、最終的に提示した報

酬額を明記した「最終提示額証明書」(書式C)を発行し、同書類をJリ ーグに提出しなければならない。

⑤移籍リストヘの登録

(1)ク ラブがプロA契約を提示したが、交渉が決裂した場合、クラブは、専属交渉期間中であっても、ただち
に当該選手の移籍リストヘの登録申請を行なわなければならない。また、移籍リストに登録された選手は、

現所属クラブから申し入れがあった場合に限り、当該クラブと再度交渉することができる。その場合、ク

ラブは当初提示した報酬額を減額することができる。

(2)専属交渉期間内に契約条件の最終合意に至らなかったが、選手に契約締結の意思がある場合、選手の希望

により移籍リストヘの登録を延期することができる。

(3)ク ラブがプロB契約の提示をした場合、クラブは選手の希望があれば、当該選手の移籍リストヘの登録申
請を行なわなければならない。その場合、クラブの当該選手に対する契約締結義務は消失する。また、当

該選手は移籍リストに登録されたとしても、クラブと交渉を続けることができるが、クラブは当初提示し

た報酬額を減額することができる。

図-5<プロC契約 3年経過後にプロA契約への契約変更を通知する場合>
プロA契約提示の場合

(11/30または
契約満了2ケ月前まで〕

〔l ν31または
契約満了lヶ月前まで〕

※プロA契約を提示された場合、原則として選手はクラブと契約
を締結しなければならない

クラブがプロA契約ヘ

の変更を選手に通知

移籍契約条件について

プロA契約締結
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図-6<プ ロC契約 3年経過後にプロB契約への契約変更を通知する場合>

〔11“Юまたは
契約満了2ケ月前まで〕

〔12′31または
契約満了lヶ月前まで〕

合意

クラブがプロB契約への
変更を選手に通知

移籍契約条件について

渉

プロB契約締結

1-13 プロB契約からプロA契約に変更する場合の手続き
プロB契約からプロA契約に変更する場合の手続きは、プロA契約を更新する場合 (1-8①～⑦)と 同様
とする。

1-14 プロA契約からプロB契約に変更する場合の手続き
プロA契約からプロB契約に変更する場合の手続きは、プロB契約を更新する場合 (1-8①～⑥、③)と
同様とする。

2.登録

2-l JFAへ の登録

①登録

クラブは、 JFA、 地域サッカー協会および都道府県サッカー協会が主催する試合ならびにJリ ーグを含む
JFAの下に置かれる各種連盟が主催する試合に参加するために、チームおよびその所属選手をJFAへ登録
しなければならない。

②加盟チームの種別

JFAに加盟登録するチームは、以下のとおり種別される。
(1)第 1種 :年齢を制限しない選手により構成されるチーム

(2)第 2種 :18歳未満の選手により構成されるチーム。ただし、高等学校在学中の選手には、この年齢制限を
適用しない。

(3)第 3種 :15歳未満の選手により構成されるチーム。ただし、中学校在学中の選手には、この年齢制限を適
用しない。

(4)第 4種 :12歳未満の選手により構成されるチーム。ただし、小学校在学中の選手には、この年齢制限を適
用しない。

(5)女 子 :女子の選手により構成されるチーム
(6)シエア :40歳以上の選手により構成されるチーム

上記に定める年齢は、当該年度開始日の前日 (3月 31日 )現在の年齢とする。

③選手の登録区分

(1)JFAに 登録する選手は、アマチュアとプロに区分される。
(2)年度の初めにプロ選手として登録する場合、次の書類をJFAに提出し、2-l④の申請料を支払う。
イ。「選手登録区分申請書」 (書式第1号 )
口。選手契約書の写し (Jク ラブはJリ ーグに提出する。JFAは Jリ ーグから受け取り、保管する。)
(3)年度の途中にアマチュアからプロに変更する場合、次の書類をJFAに提出し、2-l④の申請料を支払
つ。

イ。「選手登録区分申請書」(書式第1号 )
口。選手契約書の写し (Jク ラブはJリ ーグに提出する。JFAは Jリ ーグから受け取り、保管する。)
(4)プロからアマチュアに変更する場合、「選手登録区分申請書」 (書式第1号 )を JFAに提出し、2-l④
の申請料を支払う。

④選手登録区分申請料

選手は、次に定める選手登録区分申請料をJFAに支払わなければならない。
(1)プロ選手 :10,000円 /年度
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(2)アマチュア選手→プロ選手 :10,000円 /回
(3)プロ選手→アマチュア選手 :5,000円 /回

⑤登録年度

(1)Jl、  J2、 JFLの 第1種チームおよび所属選手 :2月 1日 より翌年 1月 31日 までの 1年間
(2)上記(1)以外のチームおよび所属選手       :4月 1日 より翌年 3月 31日 までの 1年間

⑥Jl, J2, JFLの 第1種チームおよび選手の登録手続き

(1)JFAは 、次年度登録用の「チーム確認カード」を、12月 末までにクラブに送付する。
(2)ク ラブは、 JFAが指定した申請期日までに、チームの「継続登録申請」および「追加登録申請」を行な
つ0

(3)ク ラブは都道府県サッカー協会が定める登録料 (分担金)を同協会に支払う。
(4)都道府県サッカー協会は、上記申請に不備がないことを確認し、承認する。

(5)プロ選手を登録する場合は、「2-lJFAへの登録③ 2)」 による。

②その他のチームおよび選手の登録手続き

(1)ク ラブは毎年所属都道府県サッカー協会の指定する期日までに、保有するチームの「継続登録申請」を行

つ。

(2)ク ラブは都道府県サッカー協会が定める登録料 (分担金)を同協会に支払う。
(3)都道府県サッカー協会は、上記申請に不備がないことを確認し、承認する。

(4)プロ選手を登録する場合は、「2-lJFAへの登録CX2)」 による。
(5)JFA主催の競技会に参加するためには、上記(1)から(3)にかかわらず、その競技会が開始される期日まで
に登録手続きを完了し、 JFAが承認していなければならない。

③外国籍選手の登録

(1)海外のサッカー協会に登録している外国籍選手を登録する場合は、5-1海外からの国際移籍の手続き②
に基づき手続きを行う。

(2)海外のサッカー協会に登録していない外国籍選手を日本で初めて登録する場合、クラブは次の書類をJF
Aに提出しなければならない。
イ。「外国籍選手登録申請書 (外国で登録していなかった選手)」 (書式第7号 )
口。自治体が発行する「外国人登録証明書」の写し

⑨JFA基本規程第69条に該当する選手の登録

(1)日本で生まれ、次のいずれかに該当する選手は、日本国籍を有しない場合でも、外国籍選手とはみなさな

い。ただし、 1チームにつき1名に限る。
イ.学校教育法第1条に定める学校において、教育基本法第4条 に定める義務教育中の者または義務教育
を終了した者
口.学校教育法第1条に定める高等学校または大学を卒業した者
(2)外国籍扱いしない選手を登録する場合、クラブは、次の書類をJFAに提出し、理事会の承認を得なけれ
ばならない。

イ.「外国籍選手登録申請書 (第 69条に該当する選手)」 (書式第8号 )
口。自治体が発行する「外国人登録証明書」の写し

2-2 リーグヘの届出
チームが所属するリーグヘの選手、スタッフ等の届出は、それぞれのリーグが定める手続きに従って行う。

3.国内移籍

3-1 移籍の種類

①アマチュア選手がアマチュア選手として移籍

(1)選手が移籍を申し出た場合、移籍元クラブは当該移籍を承諾しなければならず、かつ、名目のいかんを問

わず、当該移籍に関し対価を請求することができない。

②プロ選手がアマチュア選手として移籍

(1)選手が移籍を申し出た場合、移籍元クラブは当該選手との契約に基づく根拠がない限り、当該移籍につい

て異議を申し立てることができず、かつ、名目のいかんを問わず、移籍に関し対価を請求することができ

ない。

(2)アマチュア選手として移籍した選手は、 JFAが移籍を承諾した日から3年間、移籍元クラプの承諾を得
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ない限り、いかなるクラブともプロ契約ができない。

(3)上記(2)の承諾をする場合、移籍元クラブは、移籍先クラブに対し、 トレーニング費用または移籍金を請求
することができる。

③アマチュアの選手がプロ選手として移籍

選手が移籍を申し出た場合、移籍元クラブは当該移籍について、異議を申し立てることができない。ただし、

JFA規程に定められたトレーニング費用を請求することができる。

④プロ選手がプロ選手として移籍

(1)ク ラブが他クラプの選手を獲得したい場合、選手と交渉する前に、移籍元クラブの書面による承諾を得な

ければならない。

(2)選手が移籍を希望する場合、他クラブと交渉する前に、移籍元クラプの書面による承諾を得なければなら

ない。

(3)移籍リストに登録された選手の移籍に関しては、上記(1)、 (2)は適用されない。

(4)プロ選手契約の期間満了後30ケ 月以内に行われる移籍に関し、移籍元クラブは、移籍先クラブに対しては、
「3-2移籍金」に定められた移籍金を請求することができる。
(5)プロ選手契約の期間満了前であっても、移籍先クラブと移籍元クラブとが移籍金その他移籍にともなう補

償につき合意し、かつ、当該選手も移籍を承諾した場合は、移籍を行うことができる。

3-2 移籍金

①移籍金

(1)プロ選手がプロ選手として移籍する場合、移籍元クラプは移籍先クラブに移籍金を請求できる。

(2)プロ選手が契約期間満了後30ヶ 月以内にプロ選手として移籍する場合、移籍元クラブは移籍先クラブに移

籍金を請求できる。

(3)選手がアマチュアとして移籍する場合、移籍金は発生しない。ただし、プロ選手がアマチュア選手として

移籍し、移籍承諾日から3年以内にプロ契約をした場合、移籍元クラブはプロ契約を締結したクラブに移
籍金を請求できる。

(4)アマチュア選手がプロ選手として移籍する場合、移籍元クラブは移籍先クラブに「 トレーニング費用」を

請求できる。

②移籍金の上限

(1)プロA選手
イ.契約期間中に移籍する場合            : クラブ間の合意による
口.契約更新時にクラブがプロA契約を提示した場合  :[移 籍金算出基準]による
ハ。契約更新時にクラブがプロA契約以外を提示した場合 : 30万円×在籍年数
(2)プロB選手 :30万円×在籍年数。但し、契約更新時にクラブがプロA契約を提示した場合は [移籍金算出
基準]に よる。
(3)プロC選手
イ.ク ラブが現契約条件を下回らない契約更新を提示したが、交渉の結果、クラブが移籍に合意した場合 :

クラブが当該選手へ提示した平均基本報酬額に「移籍金算出基準」の年齢別係数を乗じた額

平均基本報酬額=(X+Y)÷ 2

X:移籍元クラブが申し出た次期の基本報酬 (年額)
Y:移籍先クラブが申し出た次期の基本報酬 (年額)

口.ク ラプが現契約条件を下回る契約更新を提示した場合 :30万円X在籍年数
ハ.ク ラブが契約期間中にプロA契約への契約変更を提示したが、交渉が決裂し (現プロC契約を継続する
こととなり)契約満了前に再びプロA契約への契約変更を提示したが移籍することとなった場合 :イ .

と同様
二.ク ラブが契約期間中にプロB契約への契約変更を提示したが、現プロC契約を継続することとなり、
契約満了後に移籍する場合 :30万円×在籍年数

(4ス土員選手   :30万円×在籍年数
(5)アマチュア選手 :「 トレーニング費用請求基準」による (プロ選手として移籍する場合に限る)

3-3 国内移籍の手続き

①登録抹消申請

(1)移籍元クラブは「登録抹消申請」を行なう。

(2)都道府県サッカー協会は毎週水曜日の12:00ま でにクラブから申請のあった登録抹消に対して、不備がな
いことを確認し、承認する。
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(3)JFAが最終確認の上、承認する。

②移籍承諾番号の発行

(1)移籍先クラブは移籍元クラブに「移籍承諾番号発行依頼書」(書式D)を提出する。
(2)移籍元クラブは「登録抹消申請」の際に発行した「移籍承諾番号」を移籍先クラブに通知する。

③移籍の申請・承認

(1)移籍先クラブは「追加登録申請」の際、移籍元クラブから通知された「移籍承諾番号」を入力し、申請を

行う。

(2)ク ラブは都道府県サッカー協会が定める登録料 (分担金)を同協会に支払う。
(3)年度の初めにプロ選手が移籍する場合は、「2-lJFAへの登録CX2)」 による。
(4)年度途中にプロ選手が移籍する場合、移籍先クラブは、選手契約書の写しを添えてJFAに提出する。
(Jク ラブはJリ ーグに提出する。JFAは Jリ ーグより受け取り、保管する。)
(5)プロ選手がプロ選手として移籍する場合、移籍先クラブは、次の書類をJFAに提出する。
イ。「移籍金通知書」 (書式第13-1号 )
口.移籍金に関する契約書等の写し
(6)プロ選手がアマチュア選手として移籍する場合、「選手登録区分申請書」(書式第1号)を JFAに提出し、
2-l④の申請料を支払う。
(7)都道府県サッカー協会は毎週水曜日の12:00ま でにクラブから申請のあった移籍および追加登録に対し

て、不備がないことを確認し、承認する。JFAは同週の金曜日に登録を承認し、移籍先クラブ、所属リ
ーグヘ通知する。

4.国内の期限付移籍

4-1 期限付移籍の手続き

①期限付移籍契約書の締結

期限付移籍を行う場合、移籍元クラブ、移籍先クラブ、選手の三者は、 JFA指定の「期限付移籍契約書」
によって契約を締結する。

②移籍先クラブと選手との選手契約の締結

(1)移籍先クラブと選手は、移籍元クラブと選手が締結している選手契約 (以下「原契約」という)の期間内
で、新たな選手契約 (以下「移籍先クラブ選手契約」という)を締結する。
(2)移籍先クラブ選手契約の種類は、原契約と同じ種類とする。

(3)移籍先クラブ選手契約の基本報酬は、原則として原契約と同条件とする。

③移籍手続き

移籍先クラブヘの移籍の手続きは、3-3国内移籍の手続き と同様とするが、移籍先クラブが「移籍先クラ
ブ選手契約」の写しをJFAに提出する際に、「期限付移籍契約書」の写しを添付しなければならない。

④移籍元クラブヘの再移籍

(1)年度終了時に期限付移籍の期間が満了した場合、選手は自動的に移籍元クラブヘ再移籍される。

(2)年度途中に期限付移籍の期間が満了した場合、移籍先クラプは登録抹消手続きを行い、移籍元クラブは追

加登録の手続きを行わなければならない。
(3)期間を延長する場合や完全移籍に変更する場合は、期間満了前に移籍元クラブ、移籍先クラブ、選手の三

者が合意し、署名、捺印した書面にてJFAへその旨を通知する。
※なお、海外の期限付移籍についてはこの限りではない。

4-2 期限付移籍の移籍金

①期限付移籍の移籍金

期限付移籍を行う場合の移籍金は、移籍先クラブ、移籍元クラブの合意によって決定する。

②期限付移籍期間満了後の完全移籍

期限付移籍の期間満了後、選手が希望し、移籍先クラブに完全に移籍する場合、移籍元クラブが請求できる

移籍金の上限は、次のとおりとする。

(1)移籍元クラブが原契約更新を希望する場合 :選手と移籍先クラブとが合意した基本報酬年額に年齢係数の

2分の 1を乗じた額 (ただし、プロC選手の場合はプロC契
約の移籍ルールに従う)
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5.

(2)移籍元クラプが原契約更新を希望しない場合 :移籍金は発生しない

4-3 原契約の更新手続き

移籍期間中に原契約の更新手続きを行う時期が到来した場合、移籍元クラブが必要な更新手続きを行う。た

だし、4-2②の完全移籍が既に合意されている場合は、移籍先クラブが行う。

4-4 期限付移籍中の契約変更手続き

(1)移籍期間中にプロC選手がプロA契約締結条件を満たした場合、1-10 年度途中の契約変更 に基づき、
移籍元クラブがその手続きを行う。

(2)上記(1)に より、原契約が変更された場合、移籍先クラブにおいても、移籍先クラブ選手契約を同様に変更

する。

,海外移籍

5-1 海外からの国際移籍の手続き

①国際移籍証明書の発行

(1)移籍先クラブ (国内)は、海外のサッカー協会に「国際移籍証明書」を発行させるために、JFAに次の
書類を提出し、申請料 (10ユЮ円)を支払う。
イ。「国際移籍証明書発行申請書」(書式第9号 )
口。選手の経歴書
ハ.選手契約書の写し (プロのみ)
(2)JFAは 、海外のサッカー協会に「国際移籍証明書」発行依頼を打電する。
(3)海外のサッカー協会は、当該移籍について移籍元クラブ (海外)へ確認後、「国際移籍証明書」を発行し
JFAへ送付する。

②移籍の申請 。承認

(1)移籍先クラブは、「継続登録申請」または「追加登録申請」を行ない、次の書類を都道府県サッカー協会

に提出する。

イ。「国際移籍選手登録申請書」 (書式第6号 )
口。「国際移籍証明書」の写し
ハ.パスポートの写し
二。自治体が発行する「外国人登録証明書」の写し (日本人の場合は「住民票」の写し)

(2)ク ラブは都道府県サッカー協会が定める登録料 (分担金)を同協会に支払う。
(3)都道府県サッカー協会は上記(1)の書類を受付けた後、全ての書類を移籍先クラブに渡し、(場合によって

は、都道府県サッカー協会からJFAに直接送られる)申請を確認し、承認する。
(4)移籍先クラブは、上記(3)で渡された書類をJFAに提出し、「プロ選手として登録する場合は、「2-lJ
FAへの登録CX2)」 による。
イ。「選手登録区分申請書」 (書式第1号 )
口.選手契約書の写し
(5)選手登録区分をプロからアマチュアに変更して登録する場合、移籍先クラブは、上記(3)で渡された書類に

次の書類を添えてJFAに提出し、 2-l①の申請料を支払う。
イ.「選手登録区分申請書」 (書式第1号 )

(6)JFAは 海外のサッカー協会が発行した「国際移籍証明書」およびクラブからの書類が全て届いた後、承
認を行なう。

5-2 海外への国際移籍の手続き

①国際移籍証明書の発行

(1)移籍元クラブ (国内クラブ)は、国際移籍証明書発行のために、次の書類をJFAに提出し、申請料
(5,2∞円)を支払う。
イ。「国際移籍証明書発行申請書」(書式第9号 )
口.都道府県サッカー協会承認済の「登録抹消申請」の写し
(2)JFAは、海外のサッカー協会の要請があった後、「国際移籍証明書」を発行し、海外のサッカー協会ヘ
送付し、その写しを移籍元クラブヘ送付する。

②契約途中で海外移籍する場合の補償金の通知

契約途中で海外移籍した場合、移籍元クラブ (国内クラブ)は「契約途中での海外移籍に関する補償金通知
書」(書式第13-2号)を JFAに提出する。
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6.移籍金算出基準

6-1 移籍金の算出方法

移籍金の金額は、当該選手の平均基本報酬額に年齢別係数を乗じた額とする。

①平均基本報酬額

平均基本報酬額は次の計算式により算出する。

平均基本報酬額=(X+Y+Z)÷ 3

②年齢別係数

※表中の年齢はJFAが移籍を承認した日の年齢 (注 :年度当初における移籍に関するJF
※年齢別係数が「0」 となる年齢は、

"“
年12月 1日より「満30歳以上」へ変更となり、以後、

2∞7年度以降の対応については別途決定する。
※地域リーグ、都道府県リーグのクラプは、表中のJFLの 係数を適用する。

③リーグ昇降格によリクラブがリーグを移動する場合の係数の適用

(1)ク ラプが上位のリーグヘ昇格する場合、当該クラプの所属リーグは、

の所属として取り扱う。 (例 :J2の クラブが Jlに昇格する場合、
とする)

(2)ク ラブが下位のリーグヘ降格する場合、当該クラプの所属リーグは、

の所属として取り扱う。(例 :Jlの クラプが J2に降格する場合、
とする)

X:移籍元クラブにおける現在の基本報酬 (年額)
Y:移籍元クラブが申し出た次期の基本報酬 (年額)
Z:移籍先クラブが申し出た次期の基本報酬 (年額)

昇格が決定した日から上位のリーグ

昇格が決定した日からJlの クラブ

降格が決定した日から下位のリーグ

降格が決定した日からJ2の クラブ

④移籍元クラブが次期基本報酬について30%を超える減額を申し出た場合の、移籍金の取扱い

01①の算出方法による金額と、下表による金額のうち、低い方を移籍金の上限とする。

Yの金額がXの金額を下回る割合 移籍金の上限

30%以下 上記の算出方法による

30%超 50%以下 Xの金額

50%超 30万円×在箱年数

0%(「 0」提示の場合) 移籍金は発生しない

X:移籍元クラブにおける現在の基本報酬(年額)
Y:移籍元クラブが申し出た次期の基本報酬(年額)

⑤端数の処理

算出された移籍金の金額に千円未満の端数が生じたときは、千円に切り上げる。

6-2 税金の取扱い

移籍元クラブと移籍先クラブとの間で合意された移籍金の金額に関し、別段の定めがない限り、当該金額に

は一切の税金が含まれる。

6-3 支払方法

移籍金は、原則として、移籍に関する契約の成立後30日 以内に、移籍先クラブから移籍元クラブに対し、現

金をもって一括して支払う。ただし、両クラブが合意したときは、分割払いとすることができる。

7.ト レーニング費用請求基準

7-1 適用

アマチュア選手がプロ選手として移籍する場合にトレーニング費用が適用される。

移箱先クラブ Jl J2 JFL

J2 JFL Jl J2 JFL Jl J2 JFL移箱元クラブ Jl

満16歳以上満22歳未満 10.0 2.5 9.0 2.5 9.0

満22歳以上満25歳未満 8.0 2.0 4.0 2.0 4.0

3.0満25歳以上満28歳未満 6.0 1.5 3.0 1.5

満28歳以上満30歳未満 3.0 1.5 1.5

満30歳以上
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7-2 トレーニング費用

トレーニング費用の上限金額は、選手が在籍したチーム (営利法人、財団法人、社団法人、NPO法人また
は学校教育法第1条に定める学校およびそれに準ずる団体で本協会が認定したもの)における満15歳の3月 31
日翌日の4月 1日から満22歳の3月 31日 までの在籍期間1年につき、次に定める金額とする。

4年 まで 5年以降

直前の在籍団体 ∞万円 15万円

2つ前以前の在籍団体 15万円 15万円

(1)プロ契約締結以前の在籍団体は上記金額の請求権を持つが、プロ契約締結の拒否権はない。

(2)在籍期間が 1年に満たない場合は1年 とみなして計算する。ただし、在籍期間の合計が 1年未満のチーム

は当該費用の請求権を持たない。

(3)プロ契約締結以前の在籍団体への連絡はプロ契約を締結したクラブが行う。

7-3 トレーニング費用の請求手続き

トレーニング費用の請求手続きは、JFAが別途定める「 トレーニング費用に関する運用基準」によるもの
とする。

8.支度金

8-1 支度金

クラブは新規採用した選手または移籍した選手に対し、 Jリ ーグ理事会が制定する「支度金支給基準規程」
の金額を上限に、支度金を支払うことができる。

8-2 支度金支給基準規程                               (単 位 :万円)

費目＼支払対象 独身者 妻帯者 (配偶者のみ) 妻帯者 (同居扶養家族有)

住居費 80(lDK) 100(2DK) 150(3LDK)

子供用品等 50

家具等
電化製品 100

その他の家具等 100

自動車 100

合計 380 400 500

①支給時期

(1)初めてプロ契約選手として、統一契約を締結するとき。

(2)プロ契約選手として移籍するとき。ただし、支度金に該当する費用が伴う場合のみ。

②支払対象区分

(1)独身者

(2)妻帯者 (配偶者のみ)

(3)妻帯者でかつ同居の扶養家族がいる場合

③支度金該当費目

(1)住居費

(2)家具等

(3)子供用品等

(4)自動車

④その他

クラブは選手に対し、引越し費用および引越しに関わる交通費、宿泊費の実費を支給することができる。
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一用語―
■F:FA
■AFC
IIJ F A
■ Jリ ーグ
■Jl
■J2
11J F L

「F6d6ration internationale de Footba‖ Association(国際サッカー連盟)」の略称
「Asian Footbal Confederation(ア ジアサッカー連盟)」 の略称
「財団法人日本サッカー協会」の略称
「社団法人日本プロサッカーリーグ」の略称
「 Jリ ーグデイビジョン 1」 の略称。日本のトップに位置するリーグ

「 Jリ ーグデイビジョン2」 の略称。 Jlの下に位置するリーグ
「日本フットボールリーグ」の略称。Jl、 J2に所属するチームを除く、
第 1種チームによる全国リーグ

複数のチームを保有する団体

JFAの登録年度の略。 Jl、 J2、 JFLは 2月 1日 から翌年 1月 31日 まで
その他は4月 1日 から翌年 3月 31日 まで

アマチュア選手のJFAにおける登録区分
プロ選手のJFAにおける登録区分
プロ選手が締結した選手契約の総称
「日本サッカー協会選手契約書 (プロA契約書)」 の略
「日本サッカー協会選手契約書 (プロB契約書)」 の略
「日本サッカー協会選手契約書 (プロC契約書)」 の略
プロA契約、プロB契約、プロC契約の総称
JFAに登録している全ての選手
プロA契約を締結した選手
プロB契約を締結した選手
プロC契約を締結した選手
プロA選手、プロB選手、プロC選手の総称
アマチュア以外の選手で法人と雇用契約のみ締結している選手 (プロ選手
とはいわない)
選手の個人成績や所属クラブの成績に関係なく、決まって支払われる報酬。

給料と同じように、毎月同じ額が支払われる

実績に応じて支払われる報酬

選手の試合出場実績に応じて支払われる報酬

各試合の勝利や引き分け等の結果によって支払われる報酬

各大会の成績に応じて支払われる報酬

日本代表チームヘの選出、個人表彰受賞、出場報酬の支給対象試合になっ

ていない試合の出場等に対する報酬
クラブと選手が契約満了後に同種類の契約を締結すること

クラブと選手が現在締結している契約と別種類の契約を締結すること

選手が所属しているチームから別のチームに所属を変更すること

移籍をする選手、および契約満了後の所属チームが決定していない選手が

登録されるリスト

選手が現在所属しているチームまたは移籍前に所属していたチームをい

い、移籍の際に使われる

選手が移籍しようとするチーム

移籍元チームを保有しているクラブ

移籍先チームを保有しているクラブ

期限を決めて移籍し、期限が到来したら、移籍元チームヘ再移籍すること

を前提とする移籍
プロ選手が移籍する際に発生する補償金

プロA選手が移籍する際の移籍金の上限を算出する基準
アマチュア選手がプロ選手として移籍する際、その選手が育成された過去
の在籍団体に、移籍先クラブから支払われるもの

トレーニング費用の上限、支払い方法等を明記した規準

初めて統一契約を締結したときや、他のクラブヘ移籍する際に、選手の生

活環境を整えるためにクラブから選手に支払われる費用

支度金の上限を定めた規程。 Jリ ーグ理事会が定める

■クラブ
■年度

■アマチュア

■プロ

■プロ契約
■プロA契約
■プロB契約
■プロC契約
■統一契約
■選手
■プロA選手
■プロB選手
■プロC選手
■統一契約選手
■社員選手

■基本報酬 (固定報酬)

■変動報酬

■出場プレミアム

■勝利プレミアム

■成果プレミアム

■特別プレミアム

■契約更新

■契約変更
■移籍

■移籍リスト

■移籍元チーム

■移籍先チーム

■移籍元クラブ

■移籍先クラブ

■期限付移籍

■移籍金

■移籍金算出基準

■ トレーニング費用

■ トレーニング費用請求基準

■支度金

■支度金支給基準規程
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日本サッカー協会選手契約書
〔プロA契約書〕

(以下「クラブ」という)と (以下「選手」という)と は

選手がクラプのためにアマチュア以外の選手 (以下「プロ選手」という)と してサッカー活動を行うことに関し、次のとお
り契約を締結する。
第:条  〔誠実義務〕
① 選手は、財団法人日本サッカー協会 (以下「協会」という)お よびクラブが加盟するリーグ、連盟等 (以下「リーグ
等」という)の諸規程を遵守するとともにクラプの諸規則を遵守し、本契約を誠実に履行しなければならない。
② 選手は、プロ選手として自己の全ての能力を最大限にクラブに提供するため、常に最書の健康状態の保持および運動
能力の維持・向上に努めなければならない。
③ 選手は、プロ選手として公私ともに日本サッカー界の模範たるべきことを認識し、日本サッカーの信望を損なうこと
のないよう努めなければならない。
第2条  〔履行義務〕
選手は、次の各事項を履行する義務を負う。
(1) クラプの指定するすべての試合への出場
(2) クラプの指定するトレーニング、合宿および研修への参加
(3) クラプの指定するミーテイング、試合の準備に必要な行事への参加
(4) クラブにより支給されたユニフォームー式およびトレーニングウェアの使用
(5) クラブの指定する医学的検診、注射、予防処置および治療処置への参加
(6) クラプの指定する広報活動、ファンサービス活動および社会貢献活動への参加
(7)協 会から、各カテゴリーの日本代表選手に選出された場合のトレーニング、合宿および試合への参加
(8)協 会、リーグ等の指定するドーピングテストの受検
(9) 合宿、遠征等に際してのクラプの指定する交通機関、宿泊施設の利用
(10)居住場所に関する事前のクラプの同意の取得
(11) 副業に関する事前のクラブの同意の取得
(12) その他クラブが必要と認めた事項

第3条  〔禁止事項〕
選手は、次の各事項を行ってはならない。
(1) クラブ、協会およびリーグ等の内部事情の部外者への開示
(2) 試合、 トレーニングに関する事項 (試合の戦略。戦術・選手の起用・トレーニングの内容等)の部外者への開示
(3) 協会のドービング禁止規程に抵触する行為
(4) クラブ、協会およびリーグ等の承認が得られない広告宣伝。広報活動への参加または関与
(5)本 契約履行の妨げとなる第二者との契約の締結
(6) クラプの事前の同意を得ない、第二者の主催するサッカーまたはその他のスポーツの試合等への参加
(7)試 合の結果に影響を与える不正行為への関与
(8) その他クラプにとって不利益となる行為

第4条  〔報 酬〕
クラブは選手に対し、次の報酬を支払う。ただし、当該報酬には所得税、住民税、消費税その他一切の税金を含むも
のとする。
(1)基本報酬
・総額 金______日 ( ケ月分)
(月額 金________巴  ただし、__旦は________ 日)
(2)変動報酬、その他の報酬についてはクラブと選手が別途合意した基準による。

第5条  〔費用の負担〕
選手がクラブのために旅行する期間の交通費および宿泊費はクラプが負担する。

第6条  〔休 暇〕
選手は、競技シーズン終了後に連続して2週間以上の休暇を受けることができる。ただし、選手は、休暇を休養の目
的に利用しなければならない。
第7条  〔疾病および傷害〕
① 選手は疾病または傷害に際しては速やかにクラブに通知し、クラプの指示に従わなければならない。
② 本契約の履行に直接起因する選手の疾病または傷害につき、クラプの指定する医師が治療ないし療養を必要と認めた
場合、その治療に要する費用は、社会保険の自己負担分に限リクラプが負担する。

③ 前項の疾病または傷害により、選手が一時的に競技不能となった場合、クラプは、その競技不能の期間中、基本報酬
を支払わなければならない。ただし、競技不能の期間中に本契約が期間満了その他の理由により終了したときは、その

時点でクラブの支払義務は消滅する。
第8条  〔選手の肖像等の使用〕
① クラブが本契約の義務履行に関する選手の肖像、映像、氏名等 (以下「選手の肖像等」という)を報道・放送におい
て使用することについて、選手は何ら権利を有しない。
② 選手は、クラブから指名を受けた場合、クラブ、協会およびリーグ等の広告宣伝・広報・プロモーション活動 (以下
「広告宣伝等」という)に原則として無償で協力しなければならない。
③ クラプは、選手の肖像等を利用してマーチヤンダイジング (商品化)を 自ら行う権利を有し、また協会、リーグ等に
対して、その権利を許諾することができる。
④ 選手は、次の各号について事前にクラブの書面による承諾を得なければならない。
(1) テレビ・ラジオ番組、イベントヘの出演
(2) 選手の肖像等の使用およびその許諾 (イ ンターネットを含む)
(3) 新聞・雑誌取材への応諾
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(4) 第二者の広告宣伝等への関与
⑤ 第3項において、選手個人単独の肖像写真を利用した商品を製造し、有償で頒布する場合、または前項の出演もしく
は関与に際しての対価の分配は、クラブと選手が別途協議して定める。
第9条  〔クラブによる契約解除〕
① 次の各号のいずれかに該当する事由が選手において発生した場合、クラブは、選手に対し書面で通知することにより、
本契約を直ちに解除することができる。
(1)本 契約の定めに違反した場合において、クラプが改善の勧告をしたにもかかわらず、これを拒絶または無視
したとき

(2)疾 病または傷害によリサッカー選手としての運動能力を永久的に喪失したとき
(3)刑 罰法規に抵触する行為を行ったとき
(4) 自らの責に帰すべき事由により、本契約の目的に支障をきたす 6ヶ 月以上の試合出場停止処分を受けたとき
(5) クラプの秩序風紀を著しく乱したとき

② 前項に基づき本契約を解除したクラプは、選手に対し、解除通知の発信した日の属する月までの基本報酬を支払うも
のとする。
第10条  〔選手による契約解除〕
① 次の各号のいずれかに該当する事由がクラプにおいて発生した場合、選手は、クラプに対し書面で通知することによ
り、本契約を直ちに解除することができる。
(1) 本契約に基づく報酬等の支払いを約定日から14日 を超えて履行しないとき
(2) リーグ等が定める支給対象試合に正当な理由なく連続して3試合以上出場しなかったとき
(3) リーグ等から除名されたとき

② 前項に基づき本契約を解除した選手は、本契約の残存期間分の基本報酬を受け取ることができる。
第11条  〔制 裁〕
選手につき次の各号のいずれかに該当する事由が発生した場合、クラブは、選手に対し、戒告もしくは制裁金または
これらの双方を課することができる。ただし、制裁金の金額は、 1つの事実につき、基本報酬 (年額)の 12分の1の
50%を超えない範囲で、クラプがこれを決定する。
(1) 出場した試合において警告、退場または出場停上の処分を受けたとき
(2) クラプの指示命令に従わなかったとき
(3) クラプの秩序風紀を乱したとき
(4) 刑罰法規に抵触する行為を行ったとき

第12条  〔有効期間および更新手続き〕
① 本契約の有効期間は、_年 _月 _日 から _年 _月 _日 までとする。
② クラブは、本契約の有効期間満了の2ヶ 月前までに、選手に対し更新に関する通知を書面により行わなければならな
い。

③ 前項の通知を怠った場合、クラブには契約を締結する意思がないものとみなし、選手はクラブに対し、移籍リストヘ
の登録を請求することができる。
④ 本契約の有効期間満了後においても、選手の移籍は、協会の定めに基づきクラブと移籍先クラブとが移籍金について
合意することを条件とする。
第13条  〔修 正〕
本契約は、クラブおよび選手の署名または押印ある文書によってのみ修正され得るものとし、口頭による修正は効力
をもたないものとする。
第14条  〔準拠法〕
本契約は、日本法によって解釈されるものとする。

第15条  〔紛争の解決〕
① 本契約の解釈または本契約の履行に関してクラブと選手との間に紛争が生じたときは、クラブおよび選手が、その都
度、誠意をもって協議の上解決する。
② 前項の協議を申し入れた後30日 を経過しても紛争が解決しないときは、協会の規程の定めにより、リーグまたは協会
の裁定委員会に和解あっせんを求めることができる。
③ 前項に基づくリーグまたは協会の裁定委員会の判断は最終のものであり、クラブおよび選手はこれに拘束されること
に合意する。
第16条  〔保 管〕
本契約書は同時に正本2通 を作成し、クラプの代表者および選手が署名し、それぞれl通ずつを保管する。

契約締結日:_年 _月 _日

(住所) (住所)

(ク ラブ名) (選手)

(代表者) (生年月日) 年    月

※選手が未成年者の場合、法定代理人 (親権者または後見人)の署名/選手エージェントが関与する場合、その選手エージ
ェントの署名

(住所) (住所 )

(氏名) (氏名)
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日本サッカ…協会選手契約書
〔プロB契約書〕

(以下「クラブ」という)と              (以 下「選手」という)と は、
選手がクラプのためにアマチュア以外の選手 (以下「プロ選手」という)と してサッカー活動を行うことに関し、次のとお
り契約を締結する。
第1条  〔賊実義務〕
① 選手は、財団法人日本サッカー協会 (以下「協会」という)お よびクラブが加盟するリーグ、連盟等 (以下「リーグ
等」という)の諸規程を連守するとともにクラプの諸規則を遵守し、本契約を誠実に履行しなければならない。
② 選手は、プロ選手として自己の全ての能力を最大限にクラブに提供するため、常に最善の健康状態の保持および運動
能力の維持・向上に努めなければならない。
③ 選手は、プロ選手として公私ともに日本サッカー界の模範たるべきことを認識し、日本サッカーの信望を損なうこと
のないよう努めなければならない。
第2条  〔履行義務〕
選手は、次の各事項を履行する義務を負う。
(1) クラプの指定するすべての試合への出場
(2) クラプの指定するトレーニング、合宿および研修への参加
(3) クラプの指定するミーテイング、試合の準備に必要な行事への参加
(4) クラブにより支給されたユニフォームー式およびトレーニングウェアの使用
(5) クラプの指定する医学的検診、注射、予防処置および治療処置への参加
(6) クラプの指定する広報活動、ファンサービス活動および社会貢献活動への参加
(7)協 会から、各カテゴリーの日本代表選手に選出された場合のトレーニング、合宿および試合への参加
(8)協 会、リーグ等の指定するドービングテストの受検
(9) 合宿、遠征等に際してのクラプの指定する交通機関、宿泊施設の利用
(10)居住場所に関する事前のクラプの同意の取得
(11) 副業に関する事前のクラプの同意の取得
(12) その他クラブが必要と認めた事項

第3条  〔禁止事項〕
選手は、次の各事項を行ってはならない。
(1) クラブ、協会およびリーグ等の内部事情の部外者への開示
(2) 試合、 トレーニングに関する事項 (試合の戦略・戦術・選手の起用・トレーニングの内容等)の部外者への開示
(3)協 会のドービング禁止規程に抵触する行為
(4) クラブ、協会およびリーグ等の承認が得られない広告宣伝・広報活動への参加または関与
(5) 本契約履行の妨げとなる第二者との契約の締結
(6) クラプの事前の同意を得ない、第二者の主催するサッカーまたはその他のスポーツの試合等への参加
(7) 試合の結果に影響を与える不正行為への関与
(8) その他クラブにとって不利益となる行為

第4条  〔報  酬〕
クラプは選手に対し、次の報酬を支払う。ただし、当該報酬には所得税、住民税、消費税その他一切の税金を含むも
のとする。
(1)基本報酬
・総額 金_______皿 ( ケ月分)
(月 額 金________皿  ただし、__■は_________日 ,

(2)変動報酬、その他の報酬についてはクラブと選手が別途合意した基準による。
第5条  〔費用の負担〕
選手がクラプのために旅行する期間の交通費および宿泊費はクラプが負担する。

第6条  〔休  暇〕
選手は、競技シーズン終了後に連続して2週間以上の休暇を受けることができる。ただし、選手は、休暇を休養の目
的に利用しなければならない。
第7条  〔疾病および傷害〕
① 選手は疾病または傷害に際しては速やかにクラプに通知し、クラプの指示に従わなければならない。
② 本契約の履行に直接起因する選手の疾病または傷害につき、クラプの指定する医師が治療ないし療養を必要と認めた
場合、その治療に要する費用は、社会保険の自己負担分に限リクラプが負担する。
③ 前項の疾病または傷害により、選手が一時的に競技不能となった場合、クラプは、その競技不能の期間中、基本報酬
を支払わなければならない。ただし、競技不能の期間中に本契約が期間満了その他の理由により終了したときは、その

時点でクラプの支払義務は消滅する。
第8条  〔選手の肖像等の使用〕
① クラプが本契約の義務履行に関する選手の肖像、映像、氏名等 (以下「選手の肖像等」という)を報道・放送におい
て使用することについて、選手は何ら権利を有しない。
② 選手は、クラブから指名を受けた場合、クラブ、協会およびリーグ等の広告宣伝。広報・プロモーション活動 (以下
「広告宣伝等」という)に原則として無償で協力しなければならない。
③ クラプは、選手の肖像等を利用してマーチヤンダイジング (商品化りを自ら行う権利を有し、また協会、リーグ等に
対して、その権利を許諾することができる。
④ 選手は、次の各号について事前にクラプの書面による承諾を得なければならない。
(1) テレビ。ラジオ番組、イベントヘの出演
(2) 選手の肖像等の使用およびその許諾 (イ ンターネットを含む)
(3) 新聞・雑誌取材への応諾
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(4) 第三者の広告宣伝等への関与
⑤ 第3項において、選手個人単独の肖像写真を利用した商品を製造し、有償で頒布する場合、または前項の出演もしく
は関与に際しての対価の分配は、クラブと選手が別途協議して定める。
第9条  〔クラブによる契約解除〕
① 次の各号のいずれかに該当する事由が選手において発生した場合、クラブは、選手に対し書面で通知することにより、
本契約を直ちに解除することができる。
(1)本 契約の定めに違反した場合において、クラプが改善の勧告をしたにもかかわらず、これを拒絶または無視
したとき

(2)疾 病または傷害によリサッカー選手としての運動能力を永久的に喪失したとき
(3) 刑罰法規に抵触する行為を行ったとき
(4) 自らの責に帰すべき事由により、本契約の目的に支障をきたす 6ヶ 月以上の試合出場停止処分を受けたとき
(5) クラプの秩序風紀を著しく乱したとき

② 前項に基づき本契約を解除したクラプは、選手に対し、解除通知の発信した日の属する月までの基本報酬を支払うも
のとする。
第10条  〔選手による契約解除〕
① 次の各号のいずれかに該当する事由がクラプにおいて発生した場合、選手は、クラブに対し書面で通知することによ
り、本契約を直ちに解除することができる。
(1) 本契約に基づく報酬等の支払いを約定日から14日 を超えて履行しないとき
(2) リーグ等が定める支給対象試合に正当な理由なく連続して3試合以上出場しなかったとき
(3) リーグ等から除名されたとき

② 前項に基づき本契約を解除した選手は、本契約の残存期間分の基本報酬を受け取ることができる。
第11条  〔制  裁〕
選手につき次の各号のいずれかに該当する事由が発生した場合、クラプは、選手に対し、戒告もしくは制裁金または
これらの双方を課することができる。ただし、制裁金の金額は、1つの事実につき、基本報酬 (年額)の 12分の1の
50%を超えない範囲で、クラプがこれを決定する。
(1) 出場した試合において警告、退場または出場停止の処分を受けたとき
(2) クラブの指示命令に従わなかったとき
(3) クラプの秩序風紀を乱したとき
(4)刑 罰法規に抵触する行為を行ったとき

第12条  〔有効期間および更新手続き〕
C)本契約の有効期間は、_年 _月 _日 から _年 _月 _日 までとする。
② クラプは、本契約の有効期間満了の2ケ 月前までに、選手に対し更新に関する通知を書面により行わなければならな
い。

③ 前項の通知を怠った場合、クラブには契約を締結する意思がないものとみなし、選手はクラブに対し、移籍リストヘ
の登録を請求することができる。
④ 本契約の有効期間満了後においても、選手の移籍は、協会の定めに基づきクラブと移籍先クラブとが移籍金について
合意することを条件とする。
第13条  〔修  正〕
本契約は、クラブおよび選手の署名または押印ある文書によつてのみ修正され得るものとし、日頭による修正は効力
をもたないものとする。
第14条  〔準拠法〕
本契約は、日本法によって解釈されるものとする。

第15条  〔紛争の解決〕
① 本契約の解釈または本契約の履行に関してクラブと選手との間に紛争が生じたときは、クラブおよび選手が、その都
度、誠意をもって協議の上解決する。
② 前項の協議を申し入れた後30日 を経過しても紛争が解決しないときは、クラブまたは選手は、協会の規程の定めによ
り、リーグまたは協会の裁定委員会に和解あっせんを求めることができる。
③ 前項に基づくリーグまたは協会の裁定委員会の判断は最終のものであり、クラブおよび選手はこれに拘束されること
に合意する。
第16条  〔保  管〕
本契約書は同時に正本2通を作成し、クラプの代表者および選手が署名し、それぞれl通ずつを保管する。

契約締結日 :_年 _月 _日

(住所) (住所)

(ク ラブ名) (選手)

(代表者) (生年月日) 年 月 日

※選手が未成年者の場合、法定代理人 (親権者または後見人)の署名/選手エージェントが関与する場合、その選手エージ
ェントの署名

(住所) (住所)

(氏名) (氏名)
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日本サッカ…協会選手契約書
〔プロC契約書〕

(以下「クラブ」という)と (以下「選手」という)と は、
選手がクラプのためにアマチュア以外の選手 (以下「プロ選手」という)と してサッカー活動を行うことに関し、次のとお
り契約を締結する。
第1条  〔誠実義務〕
① 選手は、財団法人日本サッカー協会 (以下「協会」という)お よびクラプが加盟するリーグ、連盟等 (以下「リーグ
等」という)の諸規程を遵守するとともにクラプの諸規則を遵守し、本契約を誠実に履行しなければならない。
② 選手は、プロ選手として自己の全ての能力を最大限にクラプに提供するため、常に最善の健康状態の保持および運動
能力の維持・向上に努めなければならない。
③ 選手は、プロ選手として公私ともに日本サッカー界の模範たるべきことを認識し、日本サッカーの信望を損なうこと
のないよう努めなければならない。
第2条  〔履行義務〕
選手は、次の各事項を履行する義務を負う。
(1) クラプの指定するすべての試合への出場
(2) クラプの指定するトレーニング、合宿および研修への参加
(3) クラプの指定するミーテイング、試合の準備に必要な行事への参加
(4) クラプにより支給されたユニフォームー式およびトレーニングウェアの使用
(5) クラプの指定する医学的検診、注射、予防処置および治療処置への参加
(6) クラプの指定する広報活動、ファンサービス活動および社会貢献活動への参加
(7)協 会から、各カテゴリーの日本代表選手に選出された場合のトレーニング、合宿および試合への参加
(8)協 会、リーグ等の指定するドービングテストの受検
(9) 合宿、遠征等に際してのクラプの指定する交通機関、宿泊施設の利用
(10) 居住場所に関する事前のクラプの同意の取得
(11) 副業に関する事前のクラブの同意の取得
(12) その他クラプが必要と認めた事項

第3条  〔禁止事項〕
選手は、次の各事項を行ってはならない。
(1) クラブ、協会およびリーグ等の内部事情の部外者への開示
(2) 試合、 トレーニングに関する事項 (試合の戦略・戦術・選手の起用・トレーニングの内容等)の部外者への開示
(3)協 会のドービング禁止規程に抵触する行為
(4) クラブ、協会およびリーグ等の承認が得られない広告宣伝。広報活動への参加または関与
(5) 本契約履行の妨げとなる第二者との契約の締結
(6) クラプの事前の同意を得ない、第三者の主催するサッカーまたはその他のスポーツの試合等への参加
(7)試 合の結果に影響を与える不正行為への関与
(8) その他クラプにとって不利益となる行為

第4条  〔報 酬〕
クラプは選手に対し、次の報酬を支払う。ただし、当該報酬には所得税、住民税、消費税その他一切の税金を含むも
のとする。
(1)基本報酬
・総額 金_______且 ( ケ月分)
(月 額 金______皿 ただし、__二は_______皿 )

(2)変動報酬、その他の報酬についてはクラブと選手が別途合意した基準による。
第5条  〔費用の負担〕
選手がクラプのために旅行する期間の交通費および宿泊費はクラプが負担する。

第6条  〔休 暇〕
選手は、競技シーズン終了後に連続して2週間以上の休暇を受けることができる。ただし、選手は、休暇を休養の目
的に利用しなければならない。
第7条  〔疾病および傷害〕
① 選手は疾病または傷害に際しては速やかにクラブに通知し、クラプの指示に従わなければならない。
② 本契約の履行に直接起因する選手の疾病または傷害につき、クラプの指定する医師が治療ないし療養を必要と認めた
場合、その治療に要する費用は、社会保険の自己負担分に限リクラブが負担する。
③ 前項の疾病または傷害により、選手が一時的に競技不能となった場合、クラブは、その競技不能の期間中、基本報酬
を支払わなければならない。ただし、競技不能の期間中に本契約が期間満了その他の理由により終了したときは、その

時点でクラプの支払義務は消滅する。
第8条  〔選手の肖像等の使用〕
①'ク ラプが本契約の義務履行に関する選手の肖像、映像、氏名等 (以下「選手の肖像等」という)を報道・放送におい
て使用することについて、選手は何ら権利を有しない。
② 選手は、クラブから指名を受けた場合、クラブ、協会およびリーグ等の広告宣伝・広報・プロモーション活動 (以下
「広告宣伝等」という)に原則として無償で協力しなければならない。
③ クラプは、選手の肖像等を利用してマーチャンダイジング (商品化)を 自ら行う権利を有し、また協会、リーグ等に
対して、その権利を許諾することができる。
④ 選手は、次の各号について事前にクラプの書面による承諾を得なければならない。
(1) テレビ・ラジオ番組、イベントヘの出演
(2)選 手の肖像等の使用およびその許諾 (イ ンターネットを含む)
(3) 新聞・雑誌取材への応諾
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(4) 第三者の広告宣伝等への関与
⑤ 第3項において、選手個人単独の肖像写真を利用した商品を製造し、有償で頒布する場合、または前項の出演もしく
は関与に際しての対価の分配は、クラブと選手が別途協議して定める。
第9条  〔クラブによる契約解除〕
① 次の各号のいずれかに該当する事由が選手において発生した場合、クラプは、選手に対し書面で通知することにより、
本契約を直ちに解除することができる。
(1)本 契約の定めに違反した場合において、クラプが改善の勧告をしたにもかかわらず、これを拒絶または無視
したとき

(2)疾 病または傷害によリサッカー選手としての運動能力を永久的に喪失したとき
(3)刑 罰法規に抵触する行為を行ったとき
(4) 自らの責に帰すべき事由により、本契約の目的に支障をきたす6ヶ 月以上の試合出場停止処分を受けたとき
(5) クラプの秩序風紀を著しく乱したとき

② 前項に基づき本契約を解除したクラプは、選手に対し、解除通知の発信した日の属する月までの基本報酬を支払うも
のとする。
第10条  〔選手による契約解除〕
① 次の各号のいずれかに該当する事由がクラブにおいて発生した場合、選手は、クラブに対し書面で通知することによ
り、本契約を直ちに解除することができる。
(1) 本契約に基づく報酬等の支払いを約定日から14日 を超えて履行しないとき
(2) リーグ等が定める支給対象試合に正当な理由なく連続して3試合以上出場しなかったとき
(3) リーグ等から除名されたとき

② 前項に基づき本契約を解除した選手は、本契約の残存期間分の基本報酬を受け取ることができる。
第11条  〔制 裁〕
選手につき次の各号のいずれかに該当する事由が発生した場合、クラプは、選手に対し、戒告もしくは制裁金または
これらの双方を課することができる。ただし、制裁金の金額は、 1つ の事実につき、基本報酬 (年額)の 12分の1の
50%を 超えない範囲で、クラプがこれを決定する。
(1) 出場した試合において警告、退場または出場停止の処分を受けたとき
(2) クラプの指示命令に従わなかったとき
(3) クラプの秩序風紀を乱したとき
(4) 刑罰法規に抵触する行為を行ったとき

第12条  〔有効期間および更新手続き〕
① 本契約の有効期間は、_年 _月 _日 から _年 _月 _日 までとする。
② クラブは、本契約の有効期間満了の2ケ月前までに、選手に対し更新に関する通知を書面により行わなければならな
い。

③ 前項の通知を怠った場合、クラプには契約を締結する意思がないものとみなし、選手はクラプに対し、移籍リストヘ
の登録を請求することができる。
④ クラプが本契約の報酬を下回らない条件提示を行なった場合、クラブは契約を更新することができる。ただし、プロ
C契約の締結期間は3年 (他クラブとのプロC契約実績がある場合はそれを合算する)を条件とし、当該期間を超えて
プロ選手として契約をする場合、プロA契約またはプロB契約を締結するものとする。
⑤ クラブと選手が本契約有効期間中に、プロA契約またはプロB契約を締結した場合、その締結の時点をもって本契約
は自動的に失効する。
⑥ 本契約の有効期間満了後においても、選手の移籍は、協会の定めに基づきクラブと移籍先クラブとが移籍金について
合意することを条件とする。
第13条  〔修 正〕
本契約は、クラブおよび選手の署名または押印ある文書によつてのみ修正され得るものとし、口頭による修正は効力
をもたないものとする。

第14条  〔準拠法〕
本契約は、日本法によって解釈されるものとする。

第15条  〔紛争の解決〕
① 本契約の解釈または本契約の履行に関してクラブと選手との間に紛争が生じたときは、クラプおよび選手が、その都
度、誠意をもって協議の上解決する。
② 前項の協議を申し入れた後30日 を経過しても紛争が解決しないときは、クラブまたは選手は、協会の規程の定めによ
り、リーグまたは協会の裁定委員会に和解あっせんを求めることができる。
③ 前項に基づくリーグまたは協会の裁定委員会の判断は最終のものであり、クラブおよび選手はこれに拘束されること
に合意する。
第16条  〔保 管〕
本契約書は同時に正本2通を作成し、クラプの代表者および選手が署名し、それぞれl通ずつを保管する。

契約締結日:_年 _月 _日

(住所) (住所)

(ク ラブ名) (選手)

(代表者) (生年月日) 年    月 日

※選手が未成年者の場合、法定代理人 (親権者または後見人)の署名/選手エージェントが関与する場合、その選手エージ
ェントの署名

(住所) (住所)

(氏名)(氏名)
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期 限 付 移 籍 契 約 書

(以下「移籍元クラブ」という)、 (以

下「選手」という)と (以下「移籍先クラブ」という)と は、選手

の期限付移籍に関し、次のとおり契約を締結する。

第 1条 〔移籍〕

移籍元クラブと移籍先クラブとは、選手の同意に基づき、______二生___』____旦から
期間、選手を移籍先クラブに期限付移籍させる。年   月   日までの

第 2条 〔移籍先クラブ選手契約の優先〕

選手が移籍先クラブに移籍している期間 (以下「移籍期間」という)については、移籍先クラブと

選手の間に締結される契約 (以下「移籍先クラブ選手契約」という)が、移籍元クラブと選手の間

に締結される契約 (以下「原契約」という)に優先し、移籍先クラブ選手契約のみが適用されるも

のとする。なお、原契約の有効期間はこれによって影響を受けないものとする。

第3条 〔移籍期間中の報酬等〕

① 移籍期間中の報酬等について移籍先クラブと選手とは、移籍先クラブ選手契約を締結する。
② 移籍先クラブ選手契約に定める基本報酬額は、原則として原契約と同条件とする。
③ 選手は、交通費、宿泊費および引っ越し費用の実費を、移籍するときは移籍先クラブに、再移
籍するときは移籍元クラブにそれぞれ請求することができる。

第 4条 〔移籍金〕

移籍期間満了後、選手が希望し移籍先クラブに完全に移籍する場合、移籍元クラブが移籍先クラブ

に請求することができる移籍金の額の上限は移籍元クラブの原契約更新の意思に従い、次の各号の

とおりとする。

(1)

(2)

第 5条 〔原契約の更新手続き〕

移籍期間中に原契約の更新手続きを行う時期が到来した場合、移籍元クラブが必要な諸手続きを行

う。ただし、移籍元クラブ、移籍先クラブおよび選手の三者において完全なる移籍に関する合意が

既に為されている場合は、移籍先クラブが行うものとする。

第 6条 〔移籍期間中の契約変更〕

移籍期間中にプロA契約締結条件を満していない選手が、当該締結条件を満たした場合、以下の内

容の契約に変更する。尚、変動報酬は移籍元クラブおよび移籍先クラブと選手との間において別途

定めるものとする。

(1)

(2)
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第 7条 〔メディカルチェック〕

① 移籍先クラブは、選手を移籍期間開始前に移籍元クラブが同意する医師によるメディカルチェ

ックを行うことができ、選手が移籍先クラブ選手契約の義務を充分に果たせないと判断した場合

は、本契約を即刻解約することができる。

② 移籍元クラブは、移籍期間満了前に移籍先クラブが同意する医師によるメディカルチェックを
行うことができる。

第 8条 〔選手の傷害・疾病等〕

移籍期間中における選手の健康管理、傷害 。疾病予防および治療については、移籍先クラブがその

責任を負う。

第 9条 〔再移籍〕

① 移籍期間中選手が移籍先クラブにおいてサッカー選手としての運動能力を著しく喪失したこと
が第 7条第 2項のメディカルチェックにより判明した場合、移籍元クラブの選択により選手を再

移籍させないことができる。

② 移籍元クラブが前項の選択を行った場合、原契約残存期間の移籍元クラブの基本報酬支払い義
務は、移籍先クラブが移籍元クラブに代わって履行する。ただし、移籍元クラブが支払うべき成

果プレミアム等の報酬については、この限りではない。

第 10条 〔選手肖像の使用〕

移籍期間中においても移籍元クラブは選手の肖像を使用することができる。ただし、移籍元クラブ

のユニフォームを着用しているもの、または移籍前に撮影した映像、スチル写真等に限る。

以上、本契約締結の証として本書 3通を作成し、各当事者が記名捺印のうえ各 1通ずつを保有する。

年   月   日

移籍元クラブ

移籍先クラブ

[印 ]

[印 ]

選 手

[印 ]
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書式A

年   月   日
(選手名) 殿

住  所 :

クラブ名 :

代表者名 : (印 )

契約更新に関する通知書

貴殿と当クラブとの   年  月  日以降の契約条件について、以下のとおりご通知申し上げます。

(1)

(2)

(3)

(4)

来年 2月 1日以降下記の条件をもって貴殿と『プロA契約』を締結いたしたい。

来年 2月 1日以降下記の条件をもって貴殿と『プロB契約』を締結いたしたい。

来年 2月 1日以降下記の条件をもって貴殿と『プロC契約』を締結いたしたい。

来年 2月 1日以降、貴殿と契約を締結する意思はありません。

〔注〕:上記(1)から(4)のいずれかを○で囲む。

言己

以上

現在の契約の内容 新規の契約の内容

①契約期間
年   月   日から
年   月   日まで

年   月   日から
年   月   日まで

②基本報酬

(年額)金           円
|

(年額)金           円

※「①契約期間」が1年未満の場合は、契約期間に応じた金額も記入する

金 円
|

金 円

〔正本の選手、写し⇒クラブ、リーグ〕
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書式B

財団法人 日本サッカー協会 御中

年   月   日

移籍リスト登録申請書

住  所 :

(申請人)ク ラブ名 :

代表者名 : (印 )

移籍リストの登録に関し、下記のとおり申請いたします。

記

1.申請の対象となる選手

(1)氏  名

(2)選手登録番号 :

(3)生年月日:_年 _月 _日  (満_歳 )

(4)現 (最終)所属クラブ :

(5)現 (最終)所属クラブとの契約終了時期 :_年 _月 _日

(6)現選手契約の種類 : プロA・ プロB・ プロC。 その他

(7)移籍金 : 要 。不要

2.申請の目的 (□はいずれかに印をつける)

□新規登録

□既登録事項の抹消

〔抹消の理由〕:□ 引退 (引退日:_年 _月 _日 )

□ 移籍 (移籍日:_年 _月 _日 )

(移籍先クラブ :

□その他 :

以上

登録申請書受付日 年   月   日 受付番号

〔注〕:(1)本申請書は、『正本』および『写し』を各1通ずつ作成し、双方とも日本サッカー協会登録。普及部に提出

する。

(2)『正本』は日本サッカー協会登録部において保管し、『写し』は日本サッカー協会登録・普及部の受付印を

押捺後、申請元クラブに返還する。
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書式C

年   月   日
(選手名 ) 殿

住  所 :

クラブ名 :

代表者名 :

最終提示額証明書

当クラブは、貴殿との次期 (    年
報酬を最終的に提示したことを証明いたします。

月   日以降)契約に関する交渉において、下記の

言己

1.現在の契約

契約の種類 プロA・ プロB・ プロC

契約の終了時期 年   月   日

基本報酬 (年額) 会___________円

2.最終提示

契約の種類 プロA・ プロB・ プロC

契約の終了時期 年   月   日

基本報酬 (年額 ) 全___________円

〔注〕:契約種類はいずれかを○で囲む。

(印 )
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書式D

年   月   日

移籍承諾番号発行依頼書

住  所

クラブ名

代表者名 (印 )

選手名 生年月日 年  月   日 (  歳 )

貴クラブ所属の上記選手と、下記1の条件にて契約いたしたいと存じますので、当該選手の移籍

承諾番号を発行していただきたく、お願い申し上げます。

なお、移籍金につきましては下記2のとおり合意していることを確認いたします。

1.選手との契約条件 :

2.貴 クラブヘの移籍金

金額 金 円

支払い条件

言己

契約の種類

契約の期間 _年 _月 _日 から _年 _月 _日 まで

基本報酬 (年額)
金 円

〔正本⇒移籍元クラブ、写し⇒移籍先クラブ、選手、リーグ〕

以上
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書式E

(選手名) 殿

住  所 :

クラブ名 :

代表者名 : (印 )

契約変更に関する通知書

貴殿は  年  月  日に行われた        の試合において、プロA契約の締結

条件を満たされました。つきましては、貴殿と当クラブとの間に  年  月  日締結し
た契約を、_年 _月 _日 より以下のとおり変更いたしたく、ご通知申し上げます。

(下記□のいずれかをチェック)

□下記の条件をもって貴殿と『プロA契約』を締結いたしたい。

つきましては、_年 _月 _日 までにご返答願います。

□下記の条件をもって貴殿と『プロB契約』を締結いたしたい。

つきましては、_年 _月 _日 までにご返答願います。

言己

以上

年1    月    日

現在の契約の内容 新規の契約の内容

契約期間
_年 _月 _日 から

_年 _月 _日 まで

_年 _月 _日 から

_年 _月 _日 まで

基本報酬

(年額)金        円
|

(年額)金 円

※契約期間が1年未満の場合は、契約期間に応じた金額も記入する

金       円
|

金        円
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/｀

“
コ■インヽ               口几

△]墨二E二自2___________________________』 堅 生 __且 __旦

(クラブ名)

′口E  く,ヽ                         rロ
ルヽヽ   ¬口|ノ _________________________________旦 上

契約内容比較表 (概算)

貴殿の次期契約内容の概算は下表の通りとなります。

現契約 次期契約 対現契約比

1.固定報酬

①基本報酬 年額 円 円 %

2.変動報酬

②出場プレミアム 全試合フル出場 円 円 %

(対 象 試 合 数 ) ( 試合 ) ( 試合 )

③勝利プレミアム 全試合勝利 円 円 %

④成果プレミアム 全大会優勝 円 円 %

変動報酬計 円 円 %

3.総合計 円 円 %

以 上

〔正本⇒選手、写し⇒クラブ、リーグ〕
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